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　プロローグ




　もうすぐ夜を迎えようという時間。

　夕日が優しく照らし出す路地で、一人の女の子が悲鳴を上げた。

「痛い、痛いよっ、やめてよっ！」

　頭を抱えて蹲うずくまる女の子は赤いランドセルを背負っている。その赤い箱は、小柄な彼女の体型に対して些いささか大きい。小さな彼女を押しつぶしているかのようだ。

「やーい、泣き虫！　ねずみ虫！」

「うわ、武たけちんひっでぇ！」

「ほんとのことだからってそんなことまで言っちゃうのぉ？　ハハ！」

　女の子を囲むようにして少年が三人。彼らが背負うランドセルは夕日を受けて黒光りしているが、その輝かがやきの清浄さとは対照的に少年たちの表情は意地悪だ。

「ちがうよ！　虫じゃなくてハムスターだよ！」

　女の子は悔しさに涙を浮かべ、少年たちに訴えた。自分が傷つけられていることよりも、自分たちの『種』を一括りにして見下すような態度が何よりも酷ひどく不快だった。

「うっせえな、ミクスのくせになまいきなんだよ、このドブネズミ！」

　そう言って、一人の気の強そうな少年が、女の子の真珠色の髪から飛び出している貝殻型の耳を掴つかんだ。ぴくぴくと跳ねる反応が、少年たちの嗜し虐ぎやく心しんを刺激した。

「や、やめて、いたいっ……！」

　ぐいぐいと耳を引っ張られる痛みに、女の子は思わず叫んだ。しかし耳を掴んでいる少年はにやりと笑うと、「チューチューうるせえ、ねずみ！」と暴言を吐いてより一層力を入れた。

　女の子はぼろぼろと涙を流した。何でこんな目に遭うのだろうかと。

（わたしがミクスだから？）

　一体、自分と彼らにどんな差があるのだろうか。同じ二足歩行で、同じ言葉を話している。違いといえば真珠色の髪や、耳の形と位置ぐらいだ。あとは尻尾。

（それの何がいけないの……？　分からないよっ……）

　痛みや感情の昂たかぶりに合わせ、スカートの中に隠しているしっぽが跳ねた。「お、今スカートが動いたような」と、一人がそれに気づく。

「な、なあシベリアンハムスターってしっぽ短いらしいよ」

　少年たちは目を合わせ、「じゃあ本当にこいつがハムスターのミクスなのか、確かめてみようか」とにやりと笑った。

「ひっ、やだ、えっち！」

　女の子は慌てて立ち上がり逃げようとするが、躓つまずいて転んでしまった。そんな彼女に鼻の下を伸ばした少年たちがにじり寄ってくる。

「やだ、やだやだ、えっち、へんたい！」

　懇こん願がんは虚むなしく響ひびくだけだ。誰だれも聞いてくれはしない。

　少年たちの息が荒くなる。スカートの裾に手がかかった。

　そして──

「いっせぇーの──」

　捲まくられる。そう思ったときだった。

「お前ら、何してるんだよ」

　不意に、幼くも凛りんとした声が響いた。

「あ？　何だよお前」「そうだそうだ、何だよお前！」「見せもんじゃねえぞ！」

　少年たちがいきり立っている。一体何が起こったのかと、女の子はそっと目を開いてみた。

　少年たちの向こう側に、小さなシルエットが一つ、夕日の中に浮かび上がっていた。影かげになっていて、その表情は見えない。しかし、陽ひの光を浴びたその髪はまるで燃えているようだ。

　そう──太陽のように力強い。

「お前ら……何してるんだよ」

　現れた男の子が、呟つぶやくように訊たずねた。

「しつもんにしつもんで返すなよ。何なんだよお前」

「見ればわかるだろ。スカートまくるんだよ」

「ばっか、ちげえだろ！　こいつのしっぽがほんとにハムスターのなのか確かめてんだろ！」

　そんな少年たちの言葉を聞いているのか、いないのか。太陽のような男の子はじっと黙だまっている。

　彼は不思議な格好をしていた。その薄うす緑色の全身を包む上下一繋つながりの服は、入院患者が着る病衣と呼ばれるものだ。しかし女の子はそれを知らず、彼女の目にはとても神秘的に映った。

　女の子は男の子の視線を感じた。戸惑いながらも、彼を見返す。しかし、夕日が眩まぶしくて男の子の表情はやはりはっきりとしない。

　目を細めたせいだろう。女の子の目から涙が零こぼれ落ち、頬ほおを伝った。

　その瞬しゆん間かん、男の子の表情が動いたようだった。はっとしたような、目を見開いたようなそんな動きが感じ取れた。

「おいお前、聞いてんのかよ」

　武たけちんと呼ばれていた少年は、自分たちが眼中にないことに気がついたのか、面白くなさそうに顔をしかめている。

　武ちんは男の子の前に立ち、胸倉を掴つかみ、そして拳を振り上げた。

　ぶたれてしまう、と女の子は思った。しかし、

「ん、あれ？　空？　空が見えるぞ？　何だろうこの感じ？　ジェットコースター？　いや、ちがう、これは──そうか、飛んでるんだ！　わーい、おれは今じゆうの空へ羽ばたい──あべしっ!?」

　予想とは全く異なることが起きた。

　男の子は殴りかかって来た少年の胴体を掴つかむと、万歳をするかのように両腕を振り上げた。

　驚おどろくべき怪力だった。投げ飛ばされた少年は女の子の頭上を飛び越え、背後の電柱に頭から突っ込んだ。

「た、武たけちーん!?」

「武ちん、しっかりしろー！　おい、目をさませよぉ！」

　投げ飛ばされた友人を追って取り巻きの二人も女の子から離はなれていった。二人の取り巻きは目を回している少年を揺すり、頬ほおを叩たたいたりして意識を取り戻そうとしている。

　そんな光景を見つめて唖あ然ぜんとしていた女の子は、男の子が近づいてくる足音ではっとする。

　反射的に身を縮めた。つい先ほどまで心を痛めつけられていたのだ、それはどうしようもない反応だった。

　彼女の拒絶に気づいた男の子は立ち止まった。その場で手を差し伸べるが、距きよ離りがありすぎた。届かない。

　女の子は、彼が何をしたいのか分からなかった。逆光で表情が読めないのもある。何のために手を差し出したのか。なぜ助けてくれたのか。もしかしたら彼もスカートの中を覗のぞきたいのかもしれない。男はみんなケダモノだとどこかで聞いたことがある。

　しかし、女の子のそんな予想を裏切り、男の子は嗚咽おえつを漏らすと泣き始めた。そして「ごめんなさい、ごめんなさい……」と懺ざん悔げし始める。

「俺なんかが生まれなければ、こんなことにはならなかったんだ……」

　男の子はしばらくの間、泣き続けた。燃えるような彼の立ち姿の中に、雫しずくが流れ落ちる。

　どうして彼は泣いているのだろうか。女の子には分からない。しかしその涙の温かさが身に染みた。どんな意味を持つ涙かは分からないが、彼は自分を思って泣いているのだと、そのことだけは伝わってきた。

　そうだお礼を言わないと。そう思い立ち、立ち上がったときだった。

「──俺が……俺がどうにかするんだ。いや、しなくちゃならないんだ……みんなが仲良く出来るセカイを……みんなが手を取り合えるセカイをつくってやる！」

　男の子は涙をごしごしと拭い、顔を上げた。そこにはもう二筋の輝かがやきはない。あるのは一つの決意だった。

　男の子は背を向けると、元来た道を走っていってしまった。咄とつ嗟さに「待って」と女の子は声をかけようとしたが、あっという間にその姿は見えなくなってしまった。

　所在なさが女の子を襲おそう。一体彼は何者だったのだろうか。

　引き潮のように夕日が退ひいていく。空っぽの路地を眺めていると、今見たことが夢のように感じられる。しかし、彼女の目には焼きついていた。男の子の雄々しい立ち姿が。そして彼の力強い言葉が耳に残っている。

　──みんなが手を取り合えるセカイをつくってやる！

　何と困難な目標だろうか。しかし彼の言葉に秘められた力強さは凄すさまじい。

（あんな強さが、私にもあったら……）

　そう思わずにはいられない程、彼の言葉には強い意志が込められていた。

「あ、武たけちんが目をさました！」

「ヌゥ……我ヲ長キ眠リカラ覚マシタノハ誰だれダ……」

「な、何か武ちんへんだぞ！　ほんとに武ちんなのか!?」

　背後で慌しい音が聞こえてきた。気絶していた少年に意識が戻ったらしい。

　体が凍りつく。早く逃げ出さなければと心が逸はやる。

　だが、女の子は強くなりたいと願った。去って行ったあの男の子のように、種族関係なく仲良く出来る世界を望んだ。

　だから彼女は、今の今まで自分をいたぶっていた少年たちに歩み寄る。

「わ……わ、わ、わたしの家、ここからす、すぐだから、て、てあててあ、手当てしてあげます！」

　訝いぶかしげに見つめる三対の眼まな差ざしを受け止め、女の子は手を差し伸べた。自分を知って貰もらうために、ヒュマの手を握る。

　それが彼女の、最初の一歩であった。




　──そして時は流れ、女の子は大きくなり、高校生になった。

　努力が報われ、あの夕暮れの下で虐いじめを受けた一人とは、今や友達である。新たなヒュマとの関係を築きあげることが出来たのだった。

　しかし、たったそれだけのことで世界の全てが変わる訳ではない。

　高校生になって間もなくのこと、彼女は一人の男と対たい峙じしていた。

　沢山の人を侮辱し騒さわぎを起こした彼は、縛しばりつけた犬のミクスを背後に微笑を浮かべている。

　天窓からの陽ひ射ざしが男を照らし出す。差し込む光を浴びて赤みを見せる男の髪は──まるで太陽のようだ。

　いつか出会った、男の子を彷ほう彿ふつとさせる。










　　　　　　１




　むかーし、むかし、大昔のお話。傲ごう慢まんなヒュマは神と肩を並べようと高い高い塔を建てました。

　それにムカついた神様は「何じゃお前ら!?　ワシらと肩並べようってのか？　馬鹿ものめがァ！　十億年早いわッ！」とその塔を破は壊かいし、一つしかなかったヒュマの言葉をばらばらにしてお互いの意思疎通を取れなくし、再び天に昇って来れないようにしました。

　お互いの言葉が理解出来なくなったヒュマたちは世界中に散らばり、その後、色々あって国が出来ました。言葉を失ったヒュマたちは国ごとで新たな言語を開発し、世界に無数の言語が生まれ、多言語世界が出来上がりました。そしてヒュマたちは持ち前の知性と理性で種を繁はん栄えいさせ、戦争とか起こして殺し合いをしながらも強く生きていきましたとさ。

　──というのが、本日の寝不足、及び電車の中で手を組み遅刻しませんようにと祈り続けなければならなくなった要因である小説のあらすじだ。

　大御所の久しぶりの書き下ろしということで本屋に並んでまで手に入れた一品なのだが、さすがと言わざるを得ない。あらすじは前述の通りだが、まるで史実のようなリアリティーを醸かもし出す緻ち密みつさで書かれた大作である。果たして現実とこの小説の世界では、どちらがより良い世界なのだろうかと考えさせられてしまう程だ。

　確かに知性を持つ生物がヒュマだけだとしても、世の中は成り立つのかもしれない。

　しかし、この現実ではバベルの塔が破壊された事実もなければ、人智を超えた存在など関係なく言語は元より複数存在し、そしてヒュマと同様に古代からアニマたちも言葉を喋しやべることが出来た。今朝も隣となりの家に住み込んでいるロシアンブルーの猫の那な美みさんに「あら今日から高校生？　大きくなったわねえ」と声をかけられ、「那美さんはまだ五歳なのに老け込みましたよねえ」なんて会話をしてギタギタにされたばかりだ。猫の成長は早い。

　そして小説と現実で一番大きな違いと言えば、ミクスという第三の種族がいることだろう。

　窓の外を見れば、同じく他国文化を取り入れ過ぎて自国の伝統が希き薄はくな日本の町並が広がっており、科学力も同程度で水だけで走る車もなければテレビは液晶止まりのままなのだが、医い療りよう、生物学の分野は目覚ましい発展があった。数百年前に発見された新種のウイルスの解明と改良により、それまで不治の病とされてきた病気を治すことが出来るようになり、大きな怪け我がの痕を全く残さない技術なども開発された。昨今ではヒュマだけでなくアニマの平均寿命も鰻うなぎ上のぼりだという。

　そうした中で、ヒュマとミクスの間に子を作る技術も生み出された。二種族の間に生まれた子をミクスと呼ぶ。

　そうした現実世界ならではの問題もある訳だが、しかし小説の世界と現実のどちらがより良い世界なのかは一概には言えない。とにかく俺たちが現実に生きているのは間違いない。現実逃とう避ひ気味に小説の内容など思い出している暇もなく、学校に通わなければならないのだ。

　そう、今日のように高校の入学式ともなればそれなりの気合も入れなければならないだろうに……そんな日に限ってこれだ。遅刻しないように祈りつつかれこれ何十分も言い訳がましく小説のことを考えているのだが、だからといって現状が変わるはずもなく……。

「緊きん張ちようして眠れなくて本読み過ぎるとか、ベタ過ぎる……」

　思わず呟つぶやくと、隣となりの新聞を読んでいたサラリーマンと思われる男がこちらをちらりと見てきた。反射的に視線がそちらへ向かって目が合ってしまう。め、めちゃくちゃ気まずい。

　お互いにしかめ面を作って無言で目を逸そらす。ちくしょーっ、何でこんな日に限ってこんな残念な思いをしなきゃならないんだ！　せめてこういうときは女子高生とかＯＬとか、そういうのと目が合うのがお約束じゃないのかよ！　そうしてロマンスが始まるんじゃないのか！

　虚むなしさを噛かみ締しめていると電車がホームに停車し、扉が開いた。すると華やかな声が舞まい込んでくる。

　一いつ瞬しゆん、車内の空気が変わった。隣のサラリーマンは新聞越しに俺の斜め前を見るとすぐに視線を落とし、車内に響ひびき渡っていたどこかの誰だれかの話し声も一瞬消え、そして元に戻った。

　ぷしゅうと音を立てて閉まった斜め前方の扉の前で、乗り込んできた制服姿の女子三人が立っている。
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　女子高生というだけならば問題ない訳だけど、しかし彼女たちの容姿は周りの乗客たちと比べると異質と言える。噂うわさをすれば何とやら。彼女たちはミクスだった。

　彼女たちの頭にはアニマのような耳がついていて、スカートのお尻の部分に空けられた小さなスリットからは尻尾が生えている。一人は猫みたいな尖とがった耳と丸まった尻尾をしており、それらには頭髪と同じシルバーの毛が生えている。別の一人は、サラサラで長めの金色の毛が頭だけでなく尻尾にも生え、尻尾の揺れ具合から犬のミクスだと予想出来る。残りの一人は焦げ茶色の丸い耳がついているのだが、あれはもしかしたらクマのものかもしれない。少し体も大柄だし、可能性はある。

　中にはあからさまなやつもいるが、乗客のほとんどが自然体のフリをしつつ多少なりとも彼女たちに意識を向けていた。その証拠に隣のサラリーマンは新聞を盾に、時折目線を上げ、三人を物珍しげに観察している。

　ここ一帯はミクスたちが多く住む西区から少し離はなれているため、彼ら彼女らを見かけることは珍しい。とはいえ、三人からしてみれば珍ちん獣じゆう扱いは腹立たしいのだろう。敏感に意識されていることを感じ取ったらしい彼女たちは揃そろって眉をひそめていた。

　居心地の悪そうな彼女たちを見て、俺は──

　ダン、と音が鳴るよう床を両足で踏ふみつけ、立ち上がった。

「よいしょ、と」

　不ぶ躾しつけな乗客たちだけでなく注目の的だった女子たちからも視線を向けられる。俺は気にせず衣服の乱れを整え背筋を伸ばし、女子たちに近づいた。

「やあやあ、お嬢じよう様方！　おはよう、ご機嫌麗うるわしゅう！」

　などと辺り憚はばからず大声で挨拶したせいか、びっくりして三人ともきょとんとしている。

「え、あんた誰だれ？」と、不ふ審しん者しやを見る目で訊たずねてきたのは猫っぽいミクスの子だった。どことなく三人は警戒している様子。

「今日この日に制服着てるんだから、君たちと同じくぴっかぴかの高校一年生だよ。これから入学式に向かってるって訳だ。いやぁ仲間がいて良かったよ。同じ遅刻仲間だな。間に合えばいいけどな」

　言いつつ、ちらりと周囲を窺うかがってみる。視線はこちらに向けられているが、ほとんどは俺に注がれている。俺と女子たちの様子を窺っているようだが、車内に漂っていた何とも言えない嫌な雰囲気を掻かき乱す程度のことは出来たみたいだ。

「遅刻仲間？」とクマっぽい子が口を開いた。「君さ、どこの学校通うの？」

「塔とう城じよう共学だけど、ってあれ？　みんなもそうじゃないの？　この時間のこの路線に乗ってるってことはさ？」

　そう言うと、三人は顔を見合わせた。何だろうと思っていると、三人は一斉に窓の外を指差して「塔城なら反対の路線」と声を揃そろえた。「え、マジ？」と言うと、「マジ」「まじまじ」「マジモンティー」と三人は言った。

「うっそだろ!?　ただでさえ時間ないのに！」

　慌てて鞄かばんから入学案内を取り出して最寄り駅を調べ、頭上のモニタで次の停車駅を確認すると、ああ、何てことでしょう、本当に逆へ進んでらっしゃる。

　絶望に頭を抱える俺を三人の女子たちが「ほら、もう停とまるから乗り換える準備しなよ」と優しくしてくれた。

「うぅ、みんなみたいに可愛かわいい子とお別れだなんて残念過ぎるっ！　もうみんなも一緒に塔とう城じよう行こうよ！」

　優しさに感動して茶化すと三人は苦笑し、「いや、ハハ、私たちは無理だったから、種族学校に通うんだよね」と犬っぽい子が言った。それを聞いて俺は素に戻る。あまり触れていい話題ではなかった。

　ホームに停車したとき、ちょうど反対側の路線にも電車が停まっていた。俺は三人に手を振って慌てて降り、向かい側の電車に乗り込んだ。

　ふぅ、と扉の横の手すりに寄りかかって息を吐いたとき、「ねえ！」と呼びかける声があった。先ほどの三人組の猫っぽい子からだ。

「君ってさ！　ヒュマ？　ミクス？」

「俺？　戸こ籍せきにはヒュマって書かれてるけど？」

　そう答えると、「そっか、君みたいなのもいるんだね！　塔城、行けば良かったかも！」と猫っぽい子が言うのだが、他の二人も少し残念そうな表情だった。

「頑張ってね！」と俺が乗り込んだ電車の扉が閉まる瞬しゆん間かん、三人からエールが送られた。そのまま発進して三人の姿は見えなくなってしまう。

　俺は反対側の扉へ歩いていって、外の光景を眺めてみた。右に走りさる街並の左奥、小高い位置に鎮ちん座ざしている箱のような大きな建物が見えた。

　塔城学園共学高等学校──俺がこれから通う世界で最後のミクスとの共学校は、なかなかの存在感を放っていた。

　あの学校に彼女たちも一緒に通えたら良かったのにと本当に思う。

　ヒュマとミクスの間に子を作る技術が開発されたのは、長い歴史を鑑かんがみればごく最近のこと。種族を超えての恋愛自体は大分認められるようになった昨今ではあるが、さらに子を儲もうけようとする考えはまだまだマイノリティだ。そういうこともあり、機械を用いた完全な体外受精による出生の特殊性や体型の特徴、身体能力の違いなどもあって差別を生んでいる。

　彼女たちの言葉からは、そんな社会で何かしらの傷を負ったことが窺うかがえた。だからこそヒュマと触れ合うことを恐れ、ヒュマを完全に排したミクス専門の種族学校に通うことを決めたのだろう。

　……それにしても、頑張ってね、か。少しプレッシャーだな。

　塔とう城じようは差別撤てつ廃ぱいの礎いしずえとして造られたところだから、そこに通う俺に何かしらの社会の改善を期待しての言葉じゃないだろうか。しかし特殊な学校ではあるが、そこに通う生徒は普通の高校生で、差別撤廃に向けて特別な活動をしなければならないということはない。

　だけど俺は大事な役目があって塔城に入ることにした。それは彼女たちの願いと関係がなくもないので、無視は出来ない。

　そういう訳でこれからの塔城での青春を、ヒュマとミクスが織り成す学園青春物語であり、関係改善を目指す俺の命をかけた熱血奮ふん闘とう物語にしたいと思っている。

　というより、そうしなければならない。

　それが俺の『責務』であるからだ。




　　　　　　ё




　運良くパンをくわえた女子に遭遇しなかったおかげで、何とか入学式に出られる時間に校門に辿たどり着けた。まあすでに式は始まっているんだけども。遅刻は免れないと諦あきらめてしまえば気は楽なもんだった。

　校舎は静まりかえり、体育館に人の気配が密集している。わりかし綺き麗れいで近代的なデザインの校舎を眺める余裕もなく、昇降口から入ると真っ直すぐ奥の体育館を目指す。大きな鉄扉をこっそり開けると、壇だん上じようでスピーチするおっさんとお行ぎよう儀ぎ良くしている新入生が見えた。

「……うわー、入りづれー」という俺の呟つぶやきが聞こえたのか、扉の隙間から眼鏡をかけた男が姿を見せ、新入生かと訊たずねてきた。首肯すると手招きされて、新入生の列に連れて行かれる。何だ何だ、と窺うかがってくる周囲の人たちに苦笑いを向けつつ指示に従い、空席に座った。

　去って行った、おそらく教師と思われる男を尻目に、さて、と俺は周囲を見回してみる。

　視界に入る人の頭の海から、三角形が飛び出している。それらは小麦色だったり紺色だったりとバリエーション豊かだ。こんなにもヒュマとミクスが入り乱れている光景は初めて見るかもしれない。

　ミクスは身体能力が、ヒュマは学力が高いという統計が出されてしまったせいで、世間ではヒュマとミクスは全く別の生き物だという考えが根強い。しかしあくまで統計であって、大抵の場合アニマのような耳や尻尾がある身体的特徴を除けば、ミクスはほとんどヒュマと同じ。頭が良い人もいれば、運動が苦手な人もいる。そういった理解はなかなか得られないものなので、解決は難しい。だからこそ、目の前の光景に胸が熱くなる。

　せっかくだから誰だれかに話しかけようかと見回し、左ひだり隣どなりに座る男子に目が留まった。小柄な体型に童顔の可愛かわいらしい出いで立ち。緊きん張ちようしているのか俯うつむいている。

「なあ、女性の体のどの部位が好き？」

　手始めに、とキャッチーな話題で話しかけてみたところ、びくっ、お隣さんは肩を震ふるわせた。撫なでつけられた黒髪に手て櫛ぐしを入れ、恐る恐るといった様子で顔を上げた。

「あ、あの、ぼくに話しかけてる？」

「そうそう。で、どこが好き？」

「え、えっと……うーん、ぼくには決められないよ」

「決められない？　つまりどの部位も好きで迷うってことか？　同士よ！」
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「うわっ、何、いきなり！」

　抱きつこうとしたところ、思い切り拒否されてしまった。

「いや、感極まったというか何というか」

「は、はあ」

「あ、そうそう、申し遅れましたがワタクシ、獅し子し山やま竜たつ巳みと申します」

「えっと、どうも。ぼくは犬いぬ井い藍あいです」

「何だよこの堅苦しい挨拶は」

「え、ええ？　ぼくに言われても。君が始めたことじゃないか」

「そんなことより犬井は女の子みたいに可愛かわいいな。抱きしめてもいい？」

「や、やだよ、ぼく男の子だよ」抱きつこうとしたところ、思い切り拒否されてしまった。

「うぅむ、残念だ」

「いきなり抱きつかれたら誰だれだって嫌がるよ」

「いや、そこじゃなくて男の子ってとこが」

「あ、そっちなんだ。獅し子し山やま君って変な人だね。言ってることがよく分からないや」

　そこで犬いぬ井いの顔が綻んだ。うむ、やっぱり笑顔が一番だよね。「抱かせろ！」「いやっ！」抱きつこうとしたところ、思い切り拒否されてしまった。

「こんだけ俺を惹ひきつけるということはお前、もしかしてミクス？」

　獣けものっ子が好きな俺である。見た目はヒュマなのにここまで惹きつけるのだから、アニマ属性を放っているに違いない。あ、でもこれはあれだ。ぬいぐるみを可愛かわいいと思うのと同じことで、性的な意味合いではない。

「うん、そうだよ。よく分かったね。尻尾を隠しておけば分からないんじゃないかと思ってたんだけど」

　そう言って犬井は、椅子の後ろ足二本に平行して取りつけられているパイプに手を伸ばす。犬井はそこから毛の長い尻尾を抜き出した。なるほど、廊下で中を覗のぞいていたときから一体なんぞやと思っていたけど、どうやら尻尾ケースらしい。

「髪と同じ黒か。いいね、黒、艶あでやか。エロい」

「え、エロ？　まさかそんな目で見られると思わなかったよ」

「前言を撤てつ回かいする勢いで俺も驚おどろいてる。ところで耳は？」

「えっと耳は、ほら」

　犬井は自分の髪を掻かきあげた。すると髪の束かと思っていた厚みがぺろんと捲めくれて裏の肌地が見えた。

「なるほど。垂れ耳か。狂おしい」

「狂おしい!?　あの、ぼく男色の気はないからね？」

「大丈夫だ。俺も男には興味ない。だけど場合によっては……」

「ば、場合によっては、何？」

「それより聞きたいことがあるんだけど。式が始まる前の俺たちのクラスの様子はどうだった？　ってか俺たち何クラス？」

「Ｈクラスだよ。クラスの様子は……ぼく、人見知りしちゃうから、ずっと俯うつむいてて、周りのこと見てなかったよ。ごめんね」

　犬井はそう言って、尻尾を垂らした。可愛い。

「まあ気にすんな。どうせ後で分かるんだし。にしても犬井がここにいるってことは」

　苗字がサ行の俺がここに居て、犬井が隣となりだっていうんだから、席順は適当なのだろう。なら並んでいる種族の散らばり具合で様子が分かるんじゃないだろうか。

　そう思って少し背伸びをして横一列を左右に眺め、顔をしかめることになった。ちょうど俺を中心にヒュマとミクスが真っ二つに分かれてしまっていた。右方向にヒュマ、左方向にミクスといった具合だ。もしかしてそういう並び方なのかと思ったのだが、他のクラスを眺めたところそんなことはなく、種族関係なく織り交ざって並んでいる。

　ど真ん中で別れてちょうど中央が空いていたということはつまり、お互いに避さけた結果ってこと……だよな。

　大丈夫かよこのクラス、と不安にかられていると、犬いぬ井いが「そういえば」と口を開いた。

「ここに移動する直前に教室に入ってきた女子がすごく目立ってたよ。大きな声で『みんな仲良くしましょう』だってさ」

「お、いいね。そういう話が聞きたかったんだよ。その女子ってどなた？」

　後ろを振り返って女子の列を見回していると、「あっ」と犬井が驚おどろいていた。

　それと同時に体育館中がにわかに騒さわがしくなった。どうやら犬井も含めてこの場にいる人たちが注目しているのは、壇だん上じようのようだ。

　ステージ脇の階段。そこを一人の女子が上ってきていた。

　小柄な体型なのに、一いつ瞬しゆんにして意識を持っていかれる存在感だった。パールホワイトの髪の生え際は少しくすんでいる。それに合わせたかのような、粉雪みたいに白い肌。そして、楕だ円えんに近い貝殻型の耳が頭からひょっこりと生えている。

　壇上に上がると、彼女は見た目の儚はかなさに反して力強い声を体育館に響ひびかせた。

『新入生代表の星ほし野の小こ葉は夢むです。雪も解け、陽ひ射ざしが少しずつ暖かくなって参りました』

　新入生代表は入試でトップを取った人が務めるはず。存在感もそうだが、彼女がミクスで学力もトップときたものだからみんな驚いたのだろう。

「めたんこ可愛かわいい上に頭もいいのか。才色兼備ってやつだな。彼女がさっき言ってた人？」

「そうだよ。何だか輝かがやいてるみたいだよね」

　まさしく犬井の言う通り。生気に満ちたように瞳ひとみが輝いていて、真珠のような姿と相まって幻想的だ。

　大人びた礼れい儀ぎ正しいスピーチだが、堅苦しい言葉が高校一年生に似つかわしくない。彼女のちっこくて可愛らしい印象と堅苦しいスピーチとのギャップが凄すさまじい。子供が一生懸けん命めい大人ぶっている様に似ている。

　彼女をもっとよく見ようと、「こいつはたまりませんなぁ」と首のついでに鼻の下も伸ばして舐なめ回すように見ていると、不意に「おい」と右手側から不ぶ躾しつけに呼ばれた。

　振り向いてみると、荒々しい髪型にボタン全開のブレザー、そして裾からはワイシャツをだらしなく覗のぞかせている分かりやすい不良男子が俺を睨にらみつけていた。

「何前のめりになって星野をじろじろ見てんだよ。変なこと考えてんじゃねえだろうな」

「お前こそ何でそんなに熱い視線を俺にぶつけてくるんだよ。ゲイか？」

「違うわっ！　今さっきの横のやつとの会話からしてお前のほうがゲイじゃねえか！」

「んな訳あるか。俺はアニマの子供とかがやるように、可愛いミクスと絡み合って舐め合いたいだけだ」

「へ、変態じゃねえか！」

「断じて違う。そういう習性なだけだ。ところで名前は？」

　そう訊たずねると、どこか納得いかない表情をしていたが、「ふん、礼れい儀ぎ知らずなやつだな。自分から名乗れや」と言った。

「それもそうだな。どうも申し遅れましたワタクシ、獅し子し山やま竜たつ巳みと申します」

「あ？　お、おお、えーっと、武たけ辺べ宗そう二じ……です？」

「何だよこの堅苦しい挨拶は」

「はあ？　知らねえよ、お前が始めたことだろ」

「そんなことより何の用だい武たけちん」お？　武ちんて何か懐なつかしい響ひびきだな。

「な、何で俺の愛称知ってんだよ。あー……まぁいい、それよりお前、何じろじろと星ほし野ののこと見てんだ？　まさか手ぇ出そうって気じゃねえだろうな？」

「手？　何を言っているんだ、手どころか足も出そうと思っている」

「足!?　何する気だ!?」

「で、武ちんは彼女の何？　まさか俺の恋敵？」

　そう訊ねると、武ちんは鼻を鳴らして「違ちげえよ。友人として、変態に目ぇつけられたんじゃねえかと心配してるだけだ」と言った。いや、恋敵って冗談で言ったんだけど。

「ボディーガードでもしてんのか？　それともストーカー？」

「違うわ！　何でそうなんだよ！」

「いやだって恋人でもない同年代の女の子を親みたいに心配するのって怪しいじゃん。勘ぐりたくもなるって」

「アホか。俺と星野は幼おさな馴な染じみってやつなんだよ。……誤解がねえように言っておくが、俺はあいつに恋愛感情は抱いちゃいねえからな。俺があいつを慕うのは、あいつの強さと優しさに惚ほれたからであって──」

　と、そこで武ちんが言葉を切った。不意に体育館のざわめきが増したのだ。何事かとステージを見れば、星野さんがマイクの前で泣いていた。

　見守っていると、星野さんは涙を流しながらも『本当にありがとうございました』と頭を下げた。

『この共学校を守り抜いてくれた全ての方に、心からお礼を申し上げますっ！　……私、小さい頃から、ミクスというだけでいろんな方に蔑まれてきました。本当に悔しくて悲しくて、ヒュマの方々を憎く思ったときもあります……。ですが、ある日、私は太陽のように力強い人と出会いました。その人は言ったんです。ヒュマとミクスが手を取り合える世界を作ってやると。私はそう言い放った彼にずっと憧あこがれていました。弱い私も彼のように強くなりたいと願いました。

　そして、私は今ここにいます。ヒュマの方々と触れ合い、友になれることを知り、差別のない世界は夢想でないことを学び、今ここにいます！

　差別を完全になくすことは出来ないかもしれませんが……ぐすっ……今ここにいる全員と手を繋つなぐことが出来ると私は信じています……どうかっ！　どうか……私たちと仲良くしてくださいっ……！』

　大人びた雰囲気は霧む散さんしてしまっていた。今そこに見えるのが、彼女の本当の姿なのだろう。辛い現実を生き抜いて、しかしその心の傷は癒いえていない。そんな彼女の本当の姿。

　いや、星ほし野のさんだけじゃない。星野さんがお辞じ儀ぎを終え壇だん上じようを下りる際、爆ばく発はつみたいな拍手が起こり、そして幾人かのミクスたちから──いや、ヒュマたちにも涙が見えた。

　ミクスたちが涙するのは、心に傷を抱えているからに違いない。だがヒュマが涙するのは感動の他に、誰だれかを傷つけた過去があってそれを思い出した者もいるからだろう。俺もミクスたちに負い目があるから、何となく分かる。

「星野を虐いじめてたのは、俺だ……でもな、あいつは怪け我がしてた俺に手ぇ差し伸べてくれたんだ。普通は出来ねえぜ、虐めてたやつを助けるなんてよ。頭が上がらねえ……」

　武たけちんがしんみりと言う。罪悪感を含ませながらも温かさを感じる紳士的な眼まな差ざしを星野さんに送っていた。

　彼女の行為が、武ちんの価値観を変えたということだろうか。

　心の傷は一生ものだ。時間が経たっても跡になって永遠に残り続ける。だというのに彼女は心を歪ゆがませることなく、一人の価値観を変えてしまう程真っ直すぐに生き抜いたらしい。それは、俺には想像し得ない苦痛を伴ったに違いない。

　この学校が彼女にとって平へい穏おんの地であることを願うばかりだ。




　式が終わり、新入生は教室へと向かうことになった。

　教室の席順も自由らしく、それなら、と先ほど挨拶を済ませた犬いぬ井いの横に座ることにした。中央付近の一番後ろの席で、教室を一望できる。

　式でのクラスの並び順に険悪なものを感じたのだが、それは俺の勘違いだったのか、もしかしたら星野スピーチ効果のせいか、みんな交流に意欲的になっているようだ。

「何だ、思ったより雰囲気いいじゃん。どうよ、犬井。誰かに話しかけてみたら？」

「ぼく人見知りするほうだからなぁ。何話していいか分からないし……」

「女体について語ればいいじゃない」

「獅し子し山やま君ってエッチだね」

「竜たつ巳みでいいよ。それにしても犬井の今の台詞せりふ、何か艶なまめかしいな。もっかい言って！　特にエッチの部分！」

「や、やだよ」

　などとふざけていると、俺たちとは別に行動していた星野さんが遅れて教室に戻ってきた。彼女が入ってきたことに気づいた誰だれかが拍手をし、それは波紋のように広がった。

「あ、ありがとうございます！　皆さんいっしょに頑張りましょうね！」

　そんな星ほし野のさんの言葉に拍手が強くなった。うんうん、いい感じだ。俺が夢見るフレンドリーが間近に迫っているじゃないか。

　拍手が止やみ終わる頃に担任の男性教師が入ってきてホームルームとなった。クラスの良好な雰囲気に担任は驚おどろいたのか、彼も嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「本当は予定になかったのですが、せっかくだから自己紹介やりましょうか。そのほうが皆さんにとってもいいでしょう」

　自己紹介も自由な順番ですることになり、気の良いやつらが先陣を切ることで、がちがちだったやつも人見知りっぽいやつも、今では随分と緊きん張ちようが解ほぐれている。時には「何てアニマとのミクスなの？」なんて突っ込んだ質問を投げかけるやつもいる程だ。そしてその質問にも快く返事が返された。

　初め見たときはどうしたもんかと思ったけど、一安心。それもこれも星野さんのおかげだ。その星野さんは自分の自己紹介の際、教室の前まで出張って頭を下げていた。スピーチと大体似たようなことを話していたが、みんな仲良くやっていきたいと力強く意思表示していた。

「それじゃあ最後に、獅し子し山やま君。自己紹介をどうぞ」

　さて、ようやく俺の番がきた。ここから俺の役目が始まる。学校に来る前は色々と心配していたのだが、このクラスの雰囲気からして杞き憂ゆうに終わりそうだ。

　せっかくだから星野さんに続いて俺も前へ出て挨拶しようと思い、立ち上がって教きよう壇だんへ向かった。

　その途中、戻ってくる星野さんとすれ違う。「お疲れさま」と声をかけて避よけようとしたところ、「えっ」と、星野さんが固まってしまった。

「ん？」

　しばし見つめ合う。一体何だ？　幽ゆう霊れいにでも会ったような顔して。

「あの……また後で」

　彼女は一言残して席に戻っていった。また後で？　何だろう、一ひと目め惚ぼれとか？　うんうん、それはすごいありえるけど、今はまず自己紹介だ。武たけちんの棘とげのある視線が痛い。

　教壇の上に立ち、精一杯笑顔を作る。

「どもども、お口の恋人、獅子山竜たつ巳みでっす！　戸こ籍せきの種族欄らんにはヒュマって書かれてまっす！　趣しゆ味みは読書で、そんでもって後は──」

「あのー獅子山君」と担任が申し訳なさそうに割って入ってきた。「時間押してるんで手短にお願いします」

「分かりました。えーっとじゃあ最後に一つだけ」

　コホンと一つ咳せき払いをして、俺は思い切り微笑んだ。




「俺、獅し子し山やま竜たつ巳みはＬＣＯから派遣された二種族共同生活調査員であります。生徒の皆さんの生活の様子を俺がＬＣＯに報告し、問題点の改善に励み、より良好な関係作りに活かしていこうというのです。ですが俺のことはあまり気にせず、固くならずに自然体で生活してください。妙な肩書きがありますが、俺も一生徒です。なので皆さん、仲良くしていきましょう！」




　俺が言い終わると、教室はシンと静まり返っていた。拍手喝采に歓かん声せい爆ばく弾だんを期待していたが、ま、しょうがない。きっと予想外な紹介だったものだから、反応に困っているのだろう。でも、さっきまであんなに仲良さ気だったんだから何も問題は──

「あの噂うわさ、ほんとだったんだ……」と、不意に囁ささやき声が聞こえてくる。

「ああ、あれか？　共学校には秘密裏にＬＣＯの人間が紛れ込むことがあって、その学校は次々と廃校になってったっていう」

「私たちを仲違たがいさせて、ミクスを弾劾しようっていうんでしょう？」

「つまり獅子山は学校を崩ほう壊かいさせるために送り込まれた工作員？」

　不ふ穏おんな空気が立ち込めてきた。何かすごいクラスが団結してる気がするんだけど……ひしひしと敵意を感じる。

「えっと、あの……みんな！　仲良くしようぜっ！」

　ぐっと親指を突き出してウインクしてみる。すると視線の先にいた男子生徒がギロリと睨にらみつけてきた。あれぇ……？

　水を打ったような静けさに包まれる教室。そして向けられる疑念に満ちた視線。

「獅子山君、時間がもうないんで、残念だけど席に戻ってね」

　担任が優しく俺の肩に、ぽんと手を置いた。










　　　　　　２




　ＬＣＯとは、言語調整機関（Language Coordinate Organization）の略称である。ヒュマ、アニマ、ミクスたちの関係を調整することを目的として作られた機関だ。なぜ『言語を調整する』と書くのかというと、ＬＣＯは理性ある言語を有した者たちの関係性に介入する機関だからだ。『全生物』、『全種族』と称したほうが相応ふさわしいように思えるが、それだと知性を得るまでに進化しなかった魚介類や虫、一部の爬は虫ちゆう類るいも含めてしまうため、当てはまらなかったのだ。

　機関は、ヒュマ、アニマとそれぞれのために作られた司法機関では裁けない異種族間の争いの調停役や、紛争そのものに武力介入して解決に努力したり、また、異種族間の婚姻や、子作りの支援も行っている。

「──とまあ、ＬＣＯについてはそんぐらいのことを覚えてればいいのかなと思うけど、中学で教えられなかったっけ？」

　入学式から数日経たち、普通授業が開始された日の昼休み。校舎の一階のラウンジで俺と犬いぬ井いは一緒に昼食を取っていた。犬井とは入学式の日に（一方的に）相性が良かったので食事に連れ出したのである。すると唐突に、ＬＣＯってどんな機関なの？　と訊たずねられたので説明してあげたのだが、犬井は何とも言えない表情を作った。

「それはまあ、中学で勉強してきたから知ってるけど、そういうことじゃなくて……そういえば、さっきから何読んでるの？」

　犬井は、ＬＣＯについて訊ねられるまで俺が弁当を突つつきながら目を通していた書類を見て、探るように訊きいてきた。

「ん？　ああ、これはＬＣＯから渡された書類」

「ＬＣＯ？　……どんなこと書いてあるの？」

「犬井のスリーサイズとか」

「え、嘘うそだよね？」

「ほほう、貧乳か。いいね」

「いいねって、ぼく男なんだけど……」

「ああそうだっけ。忘れてた」

「はは……」と明らかな作り笑いを浮かべる犬井の視線は泳いでいて、どこか落ち着かない様子だった。入学式で身分を明かした後からずっとこんな様子で、俺としてはつまらない。

「そ、それにしても竜たつ巳み君のお弁当、変わってるね。弁当箱に入ってるのって、ビタミン剤とか？」

　犬井はわざとらしく俺の錠じよう剤ざいが一杯に詰め込まれた特製弁当を指差した。

「ああうん、色々だよ。ビタミン剤もそうだし、その他色々な効能の薬も混ざってる。最高にハイになれるやつとか」

「え、それ危なくない？」

「冗談に決まってるだろ。で、何か犬いぬ井い、様子変だよな。最近暖かくなってきたから、抜け毛にお悩みか？」

「ぜ、全然違うよ。……えっと、実は聞きたいことがあって」と犬井は急にかしこまった。「あの、竜たつ巳み君はＬＣＯの職員なの？」

「一応ＬＣＯ所属扱いではあるけど、職員ではないかな。調査員は関係者の身内とか知り合いの中から選出するんだけど、ほとんどが一般人だからそんなに警戒する必要ないって」

「へ、へえ、そうなんだ、知らなかったな……えっと、それで」

　犬井は俯うつむいてもじもじとし、「うんと」と続けるがどうもはっきりとしない。

「何だよもう、お兄さん怒らないから言いたいことあるなら言ってみなさい」

「お兄さんって、同い年じゃ……まあいいや、それじゃあ聞くけど、工作員がどうのこうのっていう話、嘘うそだよね？」

「ああ、それが気になって落ち着かなかったのか？　早く聞けよなぁ、ははっ、噂うわさは本当さ」

　気軽に真実を述べると、「えっ」と犬井は一言漏らして露ろ骨こつに身を引いた。

「ああ待て待て、俺は違うぞ。むしろ逆だ。その話を俺も聞いて、対抗してやろうってんで調査員になったんだ」

「え、そうなの？　何だ、ぼくらの敵なのかと思って身構えちゃったよ。でもＬＣＯが工作員を送り込んでるっていうのは本当なの？」

「ＬＣＯってか、ＬＣＯのお偉いさん一人の仕業だな。敵は俺ら調査員の派遣元の、二種族共同生活調査委員会の副委員長の神輿みこしっていうおっさん。『ヒュマのためのヒュマによるヒューマニズム・ミコシグループ』っていうフレーズ聞いたことない？」

「ああ、よくＣＭで流れるよね。露骨過ぎるからすぐに放送禁止になっちゃう」

　ミコシグループは日本屈指のグループ企業だ。ドラッグストアに並ぶ半分の商品はミコシグループの製薬会社のものというのは有名だが、他にも医い療りよう機器の開発などを手がけ、日本の医療環かん境きようを世界最高水準へ持ち上げた功績があったりもする。といっても先代の功績であって、三代目である現総帥の賢けん三ぞうはお飾りらしい。

「そのミコシグループの頭たる神輿賢三が、どうやってか知らないけど委員会の副委員長のポストに納まってんのさ。そんでもって有り余る金を使って悪さしてるんだと」

「そ、そうなの？　話が大きくなり過ぎて怖くなってきたよ……」

「大丈夫、何とかなるさ。心配ならほら、俺の胸にドーンとこい！」

「遠えん慮りよしとくよ。それにしてもすごい行動力だね。わざわざ調査員になってまで学校を守ろうなんて。何でそこまでするの？」

　犬いぬ井いの無邪気な疑問が、途端、俺に緊きん張ちよう感を与えた。「ん……いやぁその、色々と犬井たちミクスには負い目があって、罪滅ぼし的な」と、俺が表情を固くして言うと、犬井は何かを察したように「そうなんだ」と頷うなずいた。

　何やら犬井は勘を働かせたようで、一人納得している。だがその表情を見る限り、勘は外れているに違いない。恐らく武たけちんと似たような過去があるのだと想像しているのだろうが、しかし俺が抱える秘密は簡単に想像出来るものじゃない。

「それにしても、ここガラガラだな。ランチには持ってこいだってのに」

　話を逸そらすために辺りに目を向ける。生徒間の交流を盛んにするために設けられたラウンジなのだが、俺と犬井以外に誰だれ一人としていない。高そうなデザインテーブルとチェアが並べられ、奥の窓の外はテラスになっており、屋外カフェテリアのようにパラソルとテーブルが用意されている。なかなかオシャレな空間だ。

　天井は吹き抜けで、広々として気持ちがいい。売店も近く、校舎の基点に設置されているため通いやすいはず。だというのに誰一人としていやしない。一年生はまだしも、上級生たちすら利用しないというのはどういうことだろう。学校中に感じられるどこか冷めた空気が関係あるのかもしれない。

「こんなんじゃ下ネタ叫びたい放題じゃないか！」

「悔しがりながら言うことじゃないと思うけど。あの、ほんとにやらないでね。一緒にいるぼくが恥ずかしいから」

　犬井に止められて熱いパトスは封じられてしまった。それはいいとして、本当にこの状況どうしようか。調査員は主に配属されたクラスの生徒たちを観察し、二種族の関係性などを報告書に纏まとめる義務がある。ということで俺はクラスメイトを探してこのラウンジにやってきたのだが、無駄足だったようだ。

　Ｈクラスの連中は今のところ同種族で分かれて食事したり、他のクラスの知り合いに会いに行ったりと見所が全くない。

　入学式という特別な日だったからこそ、みんな感情的になっていたのだろう。いざ学校生活が始まると、どうにも白けた雰囲気で、入学式と変わらない星ほし野のさんの邪気のない態度がむしろ空回っているように見えた。

　先ほどまで読んでいた書類は、言わば素行調査書だ。Ｈクラスのメンバーの名前、生年月日、住所、出身地、種族、家族構成──そういった当たり障りない（十分なプライバシーの侵害だけども）ものから、彼らがこの学校への入学を希望するに至った経けい緯いなどが書かれている。

　今のＨクラスの現状に納得がいくような過去をみんな背負っている。例えば星野さんのスピーチに感銘し、特別な気持ちになっていないと他人と接することが出来ないような、そんな重たい過去。

　それにしても、他のクラスと比較すると、Ｈクラスだけ異常なまでに冷めている気がする。

　俺という存在を意識し過ぎていることも関係しているだろう。本来、無用な緊きん張ちようを与えないために調査員は身分を隠さなければならない決まりがある。だけど工作員云うん々ぬんの噂うわさは有名なので犯人探しみたいなことが起きないよう明かしたのだが、裏目に出てしまったようだった。しかし、それだけが原因ではなさそうだとも感じている。

「まあ分からないことを考えてもしょうがないか。はい、ということで、作戦ターイム。そこの垂れ耳が可愛かわいいあなた。クラスの仲が良くなる良い案はないかね？」

「え、あーうん、どうだろう……ないなあ」

「は、早い！　もっと考えようよ！　あなたの学校ですよ！」

「そうは言ってもぼくには何の力もないよ。竜たつ巳み君みたいな行動力もないし、人見知りだし」

「人見知りなんて関係ないさ！　お前のキュートなボディでみんなイチコロですぜ」

「きゅ、きゅーと？　訳が分からないよ」

「訳が分からなくても、どうにかしないといかんのですよ。マジに考えようぜ。じゃないとその尻尾を……ふひひ」

「な、何だよその笑い」

　ニタァと笑って手をにぎにぎしてみせると、犬いぬ井いは露ろ骨こつに身を引いた。

「ぼ、ぼくちょっと飲み物買ってくるよ」

　尻尾を握られるのがそんなに嫌だったのか、犬井は立ち上がると逃げるように駆け足で行ってしまった。

　あらあらやり過ぎたかしらと反省しつつ、さて本当にどうしようかと考えようとしたところ、「わっ！」という犬井の声と、「ひゃっ！」という女の子の悲鳴が上がった。見ればラウンジから出たところで犬井と女子生徒が尻しり餅もちをついている。どうやらぶつかってしまったらしい。慌てさせてしまったために、犬井の不注意を招いたようだ。

「おい大丈夫か？　そっちの人も怪け我がはない……って、あれ、君は」

　そこに尻餅をついているのはパールホワイトの髪が綺き麗れいな女の子だった。入学式の日にその色は脳内に焼きついてしまっている。間違いなく星ほし野のさんだ。

「すみません、急いでいたもので」

　星野さんはそう言って立ち上がると、頭を下げた。犬井も立ち上がると「こちらこそごめんなさい」と謝罪した。

「まったく、犬井は落ち着きがないんだからなぁ」

「竜巳君のせいじゃないか」

「はて何のことやら」

「あ、ずるいよ！　尻尾にいたずらしようとしてたくせに！」

　そうして俺と犬井が言い合っていると、それを見ていた星野さんがおかしそうに笑った。

「もうそんなに仲が良いんですね。羨ましいです。私はまだ新たに友達を作れていませんから」

「ふーん？　大丈夫、心配ないさ！　君の小こ悪あく魔まボディでみんなイチコロですぜ」

「こ、小悪魔ボディ？」

　女の子にもセクハラするんだね、という犬いぬ井いきゅんの呟つぶやきが聞こえたが無視の方向で。

「ところで急いでいたようだけど、こんなところでのんびりしていて大丈夫？」

　訊たずねると星ほし野のさんは頷うなずいて微笑ほほえんだ。

「ええ、だってあなたに会いに来たんですから」

「えっ、俺？」

　何の用だろう、と考えたところ、そういえば入学式のときに「また後で」と言っていたのを思い出した。何やかんやあって、すっかり忘れていた。

「ちょっといいですか？」

「え、えっ、おっ？」

　戸惑っている俺の手を握ると、星野さんはラウンジ奥の窓際まで連れて行った。

　星野さんは俺を窓の前に立たせ、自身は数歩下がってじっと俺を見つめた。数秒後、感動のあまり、といった様子で涙目になって「やっぱりそうだったんですね」と呟いていた。

「えっと……どういうこと？」

　首を傾かしげる俺の元へとてとてと戻ってきた星野さんは、俺の手を取るとぶんぶん振り回した。

　そして、「お久しぶりですっ」と、頬ほおを赤らめ、潤うるんだ瞳ひとみで見つめてきた。何だこれ、手は柔らかくて気持ちいいし、女の子の香りがこんな近くにあって頭が沸いてしまいそうだ。

　それにしても、お久しぶりですとは何だろうか。俺は星野さんと向き合い、「ハネムーンはどこにしようか？」「竜たつ巳み君！」間違えた。「お久しぶりってどういうこと？」

「私のこと、覚えてませんか？　私が虐いじめられているときに助けてくれたじゃありませんか。もうずっと前になりますけど、私、その太陽のような色、まだ覚えています」

「色？　この髪のこと？」

「あ、ほんとだ。陽ひに透かすと赤っぽい色なんだね」とは犬井の言。少し茶色がかった髪だとは思っていたけれど、そんな色味だったのか。

　それにしても俺が星野嬢じようを助けた？　ずっと前っていつのことだろうか……種族間のいざこざに大小関わらず何度も首を突っ込んできたから、一体いつのことか特定出来ない。

「もう随分前のことですし、忘れてしまいました？」

「い、いや、もちろん覚えているさ！　あの日だよね、あの日」

「竜巳君、目が泳いでるよ」

　犬井がジト目で見つめてくるので、思いっきりあらぬ方向を向いてやった。

「嬉うれしいですっ！　覚えていていただけて」

「いや、はは……俺とつき合ってください」

「竜巳君!?　急に何言ってるの？　頭大丈夫？」

「失礼なやつだな。俺はいつでもハッピーヘッドだ」

「え、それってどういう意味？　危ない意味じゃないよね？」

「あの、私で良ければぜひ」

「危ないとは失礼な。俺はいつだって全生物の幸せを願い、平和を望んで……ん？　星ほし野のさん今何て？　ああ、ごめん繰くり返さなくていいよ。全部聞こえてたから。あーでも、やっぱりもう一回お願いしてもいい？」

　一いつ瞬しゆんで百数回の逡しゆん巡じゆんを繰り返した後、リピートを希望すると彼女は、「私で良ければおつき合いさせてください」などと、のたまわれた。

　衝しよう撃げきのあまり後ずさる俺と犬いぬ井い。そして視線を交わし、確認を取った。

「あの、星野さん。もう少し考えてみたらどうかな？　というかほら、こんなの冗談みたいなもんだから」

「え？　そんな私は──」

「竜たつ巳み君の言う通りだよ」と犬井が捲まくし立てるように言う。「憧あこがれ続けてきたって言っても、お互いのことは何も知らないんでしょう？」

　犬井がなぜか必死な模様。実は俺のこと好きで、嫉妬してるんじゃないだろうな。

「それもそうですね。すみません、あまりにも運命的だったものですから、のぼせてしまっていました。ですので、その、お友達から始めませんか？」

「そうだね、とも──え？　ああ、トモダチ……」

「？　どうしました？」

　俺が突然言い淀よどんだせいだろう、星野さんは不思議そうにしていた。その横でなぜか犬井が呆あきれた表情をして「諦あきらめ悪いなぁ」と言うので、そういう風に見えたのかと理解し、俺は安心して笑顔を作った。

「何でもないよ。まあうん、それでいいんじゃないかな。うん、友達。友達。それで星野さん、まさか髪の色を見るだけのために会いに来たわけじゃないよね？」

　そう訊たずねると、星野さんは思い出したように「そうでした。あの、実は」と俺たちを見回して言った。

「実はお願いがあるんです」

　俺と犬井は黙だまってそのお願いとやらを聞いたのだが、何のことはない、クラスのみんなが仲良くなれるよう協力して欲しいとのことだった。

「もちろん協力するよ。というか、俺たちもちょうどそんな話をしてたんだ」

「え、そうなんですか？」

　うんうん、と俺と犬井が頷うなずくと星野さんは心底嬉うれしそうに微笑ほほえんで、俺たちの手を取った。

「一緒に頑張りましょうね！」

「もちろん、むふ、もちろんむふふ、柔らかっ」

「ぼくもどんなことが出来るか分からないけど努力するよ。でも星ほし野のさんは何かいい案ある？」

「それが……」

　星野さんは口ごもって黙だまり込んでしまった。申し訳なさそうに俯うつむいてしまう。

　そんな悩ましい彼女を助けるために、俺は口を開いた。

「一つ思いついたんだけど、席替えはどうだろうか」

　途端、星野さんはぱっと顔を輝かがやかせた。

「いいですね、席替え！」

「でもただ普通にやるだけじゃあ、席が替わっただけで今までと変わらないだろ？　だからこうしてみようと思う」

　首を傾かしげる星野さんと犬いぬ井いに、俺はにやりと笑って言った。

「オセロだよ。オセロ」




　と、いう訳で放課後、さっそく席替えが開始された。

「レディースエンドジェントルメェン！　今宵、塔とう城じよう高校一年Ｈクラスで開催されるのは、ヒュマとミクスが織り成す『リアルオセロ』！　白熱のバトルが期待されます！　司会はワタクシ獅し子し山やまが、そして解説に犬井藍あいさんをお呼びしております！　さぁて犬井さん、ついに始まりましたねぇ、リアルオセロ。今の心境はいかがですか？」

「ぼくの心境？　そうだなぁ、とりあえずこのどん滑りの中で指名されて居たたまれないよ」

　やはりというか何と言うか。突然教きよう壇だん前で大声を上げた俺を、クラスメイトたちは呆ぼう然ぜんと見つめている。まぁその、気が逸はやり過ぎた。

「ちょっと早いかもしれませんが、席替えをしようと思います。担任の村むら上かみ先生には許可を取ってあるので、今から始めたいと思います」

　教卓の前に立って星野さんが俺の代わりに説明する。途端、教室が騒さわがしくなる。入学して早々に席替えか、と戸惑っているようだ。

「あの、構わないでしょうか？」

　星野さんが問うと、「いいんじゃね？　今の席だと身内で固まり過ぎて目新しさがねえしな」と武たけちんが頷うなずいた。それにならって、他のやつらもぽつぽつと賛同を口にする。積極的とは言えないが、表情は明るい。

「それでは窓際の方から壇上までいらしてください。新あら井い君、お願いします」

　呼ばれた眼鏡をかけたヒュマの男子生徒が教壇前まで歩いてくる。新井君は教卓の上に置かれている赤い箱に気がついたようで、それに手を伸ばした。

「ストップ、新井君。君はこっちの箱から取ってくれたまえ」

　そう言って俺はもう一つの青い箱を差し出した。

「む、何だ」

「いいからいいから」

　訝いぶかしむ様子を見せながらも新あら井い君は青い箱から一枚の折りたたまれた紙片を取り、席に戻ると紙片を広げてそこに書かれていたものに眉をひそめる。

「何だい、この『ヒュマ14』って？」

「ああ残念！　『14』出ちゃったかぁ。ご愁傷様」

「な、何だ、何なんだ？　『ヒュマ14』にどんな意味があるんだ？」

「はーい、次の方ー」

　びびってる新井君を放っておいてクジ配りを再開する。ちなみに『14』に深い意味はない。

　ヒュマは青い箱から。そしてミクスは赤い箱から紙片を一枚取って貰もらう。青い箱に入っていたクジには『ヒュマ』と『数字』が連ねて書かれていて、そして赤い箱のクジも同様に『ミクス』『数字』の順で文字が書かれている。

「はい注目ー。さっきも言った通り、オセロをしようと思う。ただし普通のオセロじゃないぞ。駒こまはこのクラスにいる全員だ。白い駒と黒い駒の代わりにヒュマとミクスで分かれて貰う。手元のクジに数字が書いてあるだろう？　じゃんけんで勝ったほうのチームが先行で、小さい数字のやつから席に座って貰う。もちろんこれはオセロだから、ヒュマならミクスを挟むように、ミクスならヒュマを挟むような配置で席に着いてくれ」

　こうすることで交流を深めるだけでなく、ヒュマとミクスが混ざり合うような構図を作ることが出来る。完全な互い違いにはならないが、ゲームが煮詰まってくるまである程度は同種族が前後左右で重なることがないはずだ。

　説明を終え、教室を見回すのだが、あまりにも反応が希き薄はくだった。沈ちん黙もくに不安を感じていると、武たけ辺べが手を上げた。

「質問なんだが、これは一体どういうつもりだ？」

「どういうつもりとは？」

「ヒュマとミクスが対極するこの構図、何か作為を感じるんだがなあ？」

「は？　作為？」

「とぼけてんじゃねえぞ。てめえ、工作員かもしれねえんだろ？」

　教室全体の空気が重たい。きっと武たけちんだけが考えていることではないのだろう。

「一応違うと言っておくけど、信じるか信じないかは好きにしてくれ」

「信じねえとは言わねえが、何か含みのあるてめえの態度が引っかかんだよ」

「んなこと言われてもなぁ。とにかく俺のことはどうでもいいから、席替えだ席替え」

「ちっ、どうもきな臭え。星ほし野のには悪いが、俺は帰る。オセロだか何だか知らねえが、どうせ獅し子し山やまの立案なんだろ？　つき合ってられねえな」

　そう言って武ちんは立ち上がった。そういうことなら、と他のみんなも帰り支度を始めてしまう。

「ちょ、ちょい待ち！」と慌てて引き止めようとするのだが、それよりも先に星ほし野のさんが口を開いた。

「皆さん、待ってください！　このオセロは席替えをしながら交流を深める目的のために、私が立案しました。安心してください、決して他意はありません。獅し子し山やまさんには席替えの準備のお手伝いをして貰もらってたんです」

　ですよね、と星野さんがこちらを向き、「とりあえず、今は……」とこっそりと呟つぶやいた。

「そ、そうそう、もちろんですとも」

　星野さん効果の威力は凄すさまじい。彼女の声によって武たけちんは手の平を返すように「何だ、そういうことなら、まあ問題ないか」と引き下がった。

　それは武ちんだけでなくクラス全体の意見でもあるようで、こうしてオセロが開始される運びとなった。

　全員を黒板前に集め、ヒュマ代表として武ちんが、ミクス代表として星野さんが前に出てじゃんけんをして先攻後攻を決める。星野さんの勝ち。ちょうど机が６×６列なので、中央の四マスで対角線上に『ミクス１』『ミクス２』のクジを持っている人に座って貰う。同じようにして、次はヒュマ側から『ヒュマ１』『ヒュマ２』を持っている人が、先に座った二人の横に座り、ゲームスタートだ。

「よしそれじゃあ先行のミクス側から『３』を持ってるやつ、ルールを守る範はん囲いで好きなとこに座ってくれ」

「あ、俺だ。はいはーい、俺『ミクス３』持ってるぜ」

　前へ進み出たのは柴しば犬いぬのミクスの柴しば山やま君だ。柴山君は緊きん張ちようした面持ちでヒュマの佐さ藤とうさんの横に座ると「えと、よろしく」と挨拶をした。

　そこで、「そうだ」と武ちんが声を上げた。

「おい、オセロなら駒こまをひっくり返さなきゃならねえだろうが。どうすんだ？」

　みんなの視線が集まる中、俺は不敵に笑った。

「もちろん考えているさ。さぁ皆の者、これを見よ！」

　教きよう壇だんの中に隠しておいた紙袋を取り出してそれを見せつける。その瞬しゆん間かん、クラスに衝しよう撃げきが走った、ように見えた。

「コ、コスプレ!?」

「そうだ！　ヒュマはヘアバンド、ミクスはウィッグを被かぶって貰う！」

　ヘアバンド型のつけ耳は様々なアニマのものを、そしてウィッグはアニメ漫画キャラ、芸能人、ミュージシャンと豊富に取り揃そろえている。

「ということで佐藤さん。このつけ耳のどれか一つをつけてくれたまえ」

　佐藤さんは「おもしろいね。どれにしようかな」と好反応を見せた。じっくりと吟味して佐藤さんが選んだのは、ウサ耳だった。

「どうかな似合う？」

　そんな質問に答えたのは隣となりの柴しば山やま君。「す、すごく似合ってるよ」と今度は別の意味で緊きん張ちようしているようだ。尻尾をフリフリする柴山君の反応に、佐さ藤とうさんは顔を赤らめた。

　ごくりと唾を飲む男子生徒たち。つけ耳が結構可愛かわいいとはしゃぐ女子生徒たち。

　こうして席替えは中々良い滑り出しを見せた。




「さあ次に出てくるのはネコ耳を地で行く猫ねこ衣い赤あか夏げ！　ミクスは様々な毛色を持つことを逆手に取ってどうどうと真っ赤に髪を染めてきた彼女のふてぶてしさはクラス一！」

「むふん、そんな褒ほめられると照れるにゃん」

「褒めてない！　全く褒めてない！　さすがのふてぶてしさ！　そしてその語尾は素なのか作っているのか！　あざとい！」

「よし次、オレだ！　行くぜ！」

「オオっと！　合図を待たずに立ち上がったのはヒュマのマイナカ・ザ・ネコダイスキィー！　本名、舞まい中なか大だい輔すけ！　情報によると自宅近くの猫の集会所を陰に隠れて眺めるのが趣しゆ味みだとか。さあ彼はどこに座るのか！　じりじりと机の間を進み……障害物を避さけ……そして座ったァァァーッッ！　やっぱり猫衣さんの横に座ったァァァッッー！　あ、ちょっとコラ、照れ隠しに物を投げるな！　いてっ、馬鹿止やめろ！　つ、次！　次いくぞ！」

「む、拙者でござる」

「アーッとォォ、ござる口調で現れたのは、岩いわ鳥とり冠かん斗と、何とペンギンのミクスだァー！　先っぽが黄色の大きく開いた眉毛が特徴的です！　解説の犬いぬ井いさん、この国際性はさすが塔とう城じようといったところでしょうかね」

「岩鳥君は日本生まれの日本育ちだよ。ぼくの幼おさな馴な染じみなんだ。岩鳥君のお父さんは外国生まれのサーカス芸人さんなんだけど、日本を旅してるときにお母さんと出会ったんだって」

「いい話だなー。そうして生まれた岩鳥君は日本に残ったお母さんの元で暮らしているんだとか。幼い頃から剣道を学んできたという彼につけられた通り名は──人斬り抜ばつ刀とう斎さい！」

「違うわ！　竹刀で人が切れるか！」

「それにしても、お前の眉毛長いなー」

「ひ、人のコンプレックスを……貴様に情というものはないのか！」

「はいはい岩鳥君に挟まれたヒュマはつけ耳選んでー。ウィッグ被かぶってたミクスの方々は返却お願いしまーす」

　ふぅ、声を張り上げていたせいか少し疲れた。少し休きゆう憩けいしよう。

　教室はつけ耳とコスプレで溢あふれかえっていて何とも異様な光景が広がっている。しかしみんな楽しそうにしているので何より。

「大成功ですね」と、星ほし野のさんが嬉うれしそうに話しかけてきた。「最初は少し心配だったんです。武たけ辺べ君と同じく、ゲーム感覚とはいえ対立する構図を作るのはどうなのかなって。でも同じ趣しゆ味みを持つ方を見つけて、もうすでにお友達になった方もいるみたい」

　星ほし野のさんの視線の先には猫ねこ衣いさんを中心とした女子集団が席替えゲームにおざなりに参加しつつ談笑している。男子では主に武たけちんを中心に盛り上がっており、種族の隔たりなど感じさせない笑顔が見られた。

「さすが獅し子し山やまさん。何だかあの日を思い出します……あの日もあなたの言葉が一人の心を動かしたんですよ」

「う、うん？　ああ、あの日ね。はい、あの日……あ、そうそう、俺のことは呼び捨てでいいよ」

「呼び捨て、ですか？　それは何だかしっくりこないので竜たつ巳みさんでいいでしょうか」

　昼休みにも言っていたけど、あの日ってどの日だろうか……。正直に思い出せないって言っておけばよかった。罪悪感が募る募る。

「こ、このまま上う手まくいくといいなぁ、なんて」

　居心地の悪さに話を逸そらそうとぼやいたときだった。

　ガタン、と椅子が引っくり返る音が教室に響ひびき渡った。一番後ろの席に座っていた犬いぬ井いが床に尻しり餅もちをついている。そしてその横でウィッグを片手に突っ立っているのは武ちんだ。

「おい、武ちん。何したんだ？」

　訊たずねると武ちんは動揺した面持ちで言った。

「いや、俺は犬井がどれ被かぶるか決めかねてたから選んでやっただけだぜ？」

　それでその犬井はというと、自分の耳を抑えて蹲うずくまっていた。

「おい、どうしたんだよ犬井」

　声をかけられたことでようやく辺りの状況に気づいたのか、「ご、ごめん」と謝った。

「耳、駄目なんだ……触れられるのは、ちょっと……」

　犬井の言葉は尻すぼみとなって最後は聞こえなくなってしまった。クラス全員の視線が集まっている中、犬井は俯うつむいて目尻に涙を浮かべた。

　しまった、と俺は思った。人見知りすると言っておいて俺と問題なく会話出来ていたから考えもしなかったが、ミクスである限り何らかのトラウマを抱えている可能性はあった。でもまさかこんな形で彼の心の傷を刺激するなんて……。素行調査書をもっと読み込んでおけば良かった。

　思し慮りよが足りなかったことを犬井に謝罪したい気持ちがあったが、まずこの場の空気を和ませることが先決だろう。そう思い、「何だよ犬井、恥ずかしがり屋さんか？」と茶化して場を盛り上げようとしたところ、武ちんが犬井に手を差し出した。

　俯いていた犬井は、視界に現れたそれをきょとんとした様子で見つめていたが、しばらくの後、恐る恐るその手を握り、立ち上がらせて貰もらった。

「犬いぬ井い、お前の耳を傷つけようってやつがいたら俺に言え。ぶっ飛ばしてやるから」

「え？」

　武たけちんの言葉を上う手まく受け止められなかったのか、犬井は呆ほうけた顔をしていた。しかし、しばらくしてその言葉の意味をしっかり理解したのか、照れくさそうに顔を赤らめた。

　これは、思わぬ収しゆう穫かくだ。クラスの微妙な関係が更に悪化するのではと冷や冷やしていたのだけど、まさか友情が生まれるとは。武ちんは見た目に反して根が真っ直すぐなのかもしれない。もしかしたら、このクラスの中心になっていく存在かもしれないな。

「はーいはい感動のシーンのところ申し訳ないけど、時間押してるんでさっさとウィッグ被かぶってね」

　雰囲気が柔らかくなったところを逃さず、俺は行動にでる。紙袋からウィッグを一つ取り出して、トラウマを刺激しないようそれを落とすように犬井に被せた。

「おい獅し子し山やま、てめえ空気よ──うぷっ」

　顔をしかめて文句を言おうとした武ちんは犬井に被せたそれを見て、思わずといった様子で口を手で塞いだ。ぐにゃっと目尻をゆがめ、ぷるぷると震ふるえ出す。

「おま、お前っ……そ、それは……！」

　一テンポ遅れて教室全体が爆ばく発はつする。犬井は状況を掴つかめなくてぽかんとしていた。

「そのつぶらな瞳ひとみとのギャップが、くっ、ははははは！」

「ど、どういうこと？　竜たつ巳み君！　ぼくに何被せたのさ！」

「ん、見たい？　ほら」

　紙袋に突っ込んでおいた手鏡を犬井に向けてやる。鏡にはつるつるのハゲ頭に一つ目がついた天○飯ヘッドの可愛かわいらしいミクスが映っているはずだ。

　すると、犬井もぷるぷると震えた後、「ぷ、あははははは！　何だコレ！　酷ひどいよ竜巳君！」と犬井も可お笑かしそうに笑い出した。

「よし、おまけしてこれを被せてやろう」

「「おおおおおおおっっ！」」

　天○飯ヘッドの上から女物のウィッグを被せると男たちから歓かん声せいが上がった。さらにその上からネコ耳を被せると舞まい中なか君がものすごい勢いで立ち上がった。

「やめてようもう！」と慌てる犬井の可愛らしさに惹ひかれたのか、それとも親近感でも湧いたのか、近くの女子たちが声をかけ始めた。他の面々も雰囲気に流され、次第に騒さわぎ始める。

「まったく、時間押してるって言ってるのに」と言いつつ、上手く流れを作れたと俺はほくそ笑んだ。




　どうにかこうにかして、何とか無事に席替えを終えた。勝敗にこだわらず自由に座って貰もらったので勝負と言えるかどうか怪しいが、結果としてはヒュマ側の勝利だった。勝ったチームには賞品として購こう買ばいで買ったアイスを贈ぞう呈てい。ボトル型に模したチューブにシャーベットが詰められているもので、二つ繋つながりになっているそれをミクス側と分け合っていた。計画通りである。

「皆さんお疲れ様です。明日からもよろしくお願いします！」

　健気けなげにも丁寧な挨拶をする星ほし野のさんに教室全体が沸いた。

「なかなか楽しかったぞ！」

「いいアイディアだったよね。アイスごちそうさま」

　軽い笑い声が教室に広まる。俺に対しても「お前の実況も結構良かったぞ」なんて声をかけてくれたりして、イメージの改善に繋がったようだ。素直に喜ばしく、頬ほおが綻んでしまった。

「いや、はは、そんな熱っぽい視線を向けられると照れちゃうじゃないか」

「誰だれもそんな視線向けてねえって」

「嘘うそつけ！　俺の体目当てのくせに！」

「獅し子し山やま君って電波キャラ？　あ、それよりそろそろ帰らない？　もう夕方だよ」

　一人の女子に言われて外を見れば、空は紫に染まって夜を迎えようとしている。それじゃあ、と俺は前置きをして解散を告げることにした。

「うぉほん！　えー皆の衆、今日はご苦労であった」

「どこの殿様でござるか」

「そういう君はどこの侍だ。えー話を戻しまして、何が言いたいかと言うと、俺は非常に感動しているということである」

　言葉の意味が分からないのかみんな首を傾かしげて俺を見つめていた。

「入学式で初めて君たちを見たとき、そこにあった冷やかな空気が印象を悪くしていたんだけどな、実際こうして触れ合ってみるといいやつばっかりだった。だから俺は嬉うれしいよ。素直にな」

　それが今の俺の正直な感想だ。それを知って欲しくて素直に言葉にしてみたのだが、何だか気恥ずかしくなってしまった。

「そんじゃ、明日からもまた仲良くやってこうぜ。解散！」

　俺がそう締しめると、ぱちぱちと小さな拍手が上がった。見れば犬いぬ井いが手を叩たたいていて、微笑ほほえみかけていた。それに倣って、まぁ仕方ないかと他の人も手を叩き始めた。

「みんなありがとう！　みんなありがとう！　私、絶対に女優になってみせるわ！」

　わざとらしく泣きまねをしてそう言うと、「茶化すのはもういいって。調子に乗んなよ！」と武たけちんのツッコミが飛んできた。

　まったく失礼な、と思うが、想像以上の成果に浮かれているのは間違いない。

「いやあ安心した。これで良い報告書が作れそうだ」

　と、俺は朗らかな気持ちで、つい口にしてしまった。

　すると、ぴたっと時が止まったように教室が静まり返った。

「え、何？　……あ」

　しまった、と思ったところでもう遅い。「報告書って何だ？」と一気にざわめきが起こる。

「たぶんあれでしょ、調査員の業務とか何とか」

「そうだ、あいつのこと避さけてたのすっかり忘れてた……」

「ああ、あまりにも巧うまくクラスに溶け込んでたからな」

「でもほんとはあいつ、いいやつなんじゃない？」

「バカ、忘れたのか？　俺たちを陥れるために塔とう城じように入り込んだスパイなんだって」

「え、ちょっとちょっと、何だよ。誰だれがスパイだって？　俺はみんなの味方ですぜ？」

　静かな教室に俺の声はよく響ひびいた。しかし誰も返事を返してこない。

　みんなは一度俺をジロリと睨にらむと、一斉に立ち上がってゾロゾロと教室を出て行ってしまった。「あ、あの皆さん！」と星ほし野のさんが俺に代わって誤解を解こうとしてくれたようだったが、誰も足を止めなかった。犬いぬ井いもどうにかしようとしていたけれど、武たけちんに連れられて一緒に行ってしまった。

　数秒後、教室には俺と星野さんだけが残された。

「行ってしまいましたね」

「あー、ごめん星野さん。余計なこと言っちゃった俺のせいだ」

「いえ……でも皆さん楽しそうでした。席替えは、きっと成功です」

　慰なぐさめるように星野さんが言う。まったく優しいなぁ。

「心配しなくても俺は大丈夫だよ。さて、それじゃあ今日はお開きとしますか。ほら帰った帰った」

「え、でもまだ片づけが」

「それは俺がやっとくから、みんなと一緒に帰りなよ。そういうのが星野さんの望みなんでしょ？」

「そうですけど……」

　星野さんは俺の言葉に少しの迷いを抱いたようだったが、

「やっぱり、最後まで一緒にやります。私が行ってしまったら、竜たつ巳みさんが一人になってしまいますしね」

　そう言って脱ぎ捨てられたウィッグやゴミを拾い始めた。

　別にそんなこと気にしなくてもいいのに、と思うのだが、ぐちゃぐちゃの教室を見回すとげんなりする。手伝ってくれるのはありがたいことに変わりない。

「それじゃあ、ちゃっちゃとやりますか」

「ええ、やりましょう」

　振り向いて俺に向けてくれた星野さんの笑顔は、どこか楽しそうでもあった。
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　通りかかった教室を覗のぞいてみると、そこには至って普通の昼休みがあった。しかしここは塔とう城じようだ。ヒュマとミクスの共学校である。だからこそ、その光景には特別な意味がある。

　といっても、ヒュマもミクスも根本的な部分からして大差ない生き物だ。同じ言葉を話して同じものを食べ（一部例外はある）、同じ趣しゆ向こうを持つ。こうして共同生活を営めばすぐにそれを理解出来るはずなのだ。今、俺の目の前にある光景は決して奇跡なんかではない。

　そう、奇跡でも何でもないんだけど、

「あ、お帰り竜たつ巳み君」

「ただいまー。いやぁしかし、このクラスはほんと寂しいわ」

　席替えから二週間が経たったが、Ｈクラスは閑散としていて寒々しい。俺と犬いぬ井い、それに孤独を好むクールなお方が数人いるだけだ。

「おーい、新あら井い君。一緒にお昼はどうかい？」

　友好を深めようと、窓際の最前列で本を読み耽ふけっていた新井君に声をかけてみる。すると彼は気だるそうにこちらを見やると、くいっと眼鏡の位置を調整した。

「もうとっくに食べ終わったよ」

　彼はそれだけ言うとすぐに本へと視線を戻した。残念だけど、お前となんかメシが食えるか、と言われなかっただけマシだろう。

「お疲れ様。どうだった？」

　特製メディスンパックを広げてサクサク飲み込み始めたところで犬井が訊たずねてきた。犬井は健気けなげにも俺が帰ってくるのを待っていたようで、今から弁当に手をつけるようだ。

「別のクラスの友人を訪ねに行ってるのがほとんど。だけどラウンジのほうに何人か入ってたし、体育館やグラウンドでスポーツをやってるやつもいたな。ほんとに一部の人だけど」

「そうかあ。でも教室は静かだね。上う手まくいかないな……」

「そうでもないさ。目覚ましい進歩じゃないか」

　席替えを行った日以来、少しずつではあるがＨクラスの二種族間に交流が起こり始めていた。

　主に気後れしない武たけちんや猫ねこ衣いさん辺り中心に動きが多かった。武ちんはミクスを含めた数人でサッカーに出かけているし、猫衣さんは席が近い女子同士でグループみたいに集まって談笑したりしている。しかしそれもクラスの雰囲気を劇的に変えるものではない。

　それに、急にそういった関係になれたのは俺という異分子が教室にいるせいらしい。観察されているというのが気に食わないらしく、授業が終わる度にＨクラスは空っぽになってしまう。一体感といえばそうなのかもしれないが、良い関係とは言い難いだろう。

　そういった訳で昼休みは教室には観察対象がいないので、俺は交流関係を調べるためにわざわざみんなを探しに出かけている。

「ところで犬いぬ井いは俺と一緒にいていいのか？　俺はこの学校の破滅を企たくらむスパイらしいけど」

「それは間違いだよ。竜たつ巳み君はそんな人じゃない」

「何で分かるんだ？　実は俺、お前らミクスのことが大嫌いなんだ」

「嘘うそだよ。なら何でぼくと食事してるのさ」

「それはお前の尻尾を舐なめる機会を窺うかがっているからだ」

「真顔で言わないでよ。冗談に聞こえないよ。どん引きだよ」

「楽しそうですね。私も混ぜて貰もらっていいですか？」

　不意に横から声がかかる。もちろんこの清らかな声は星ほし野のさんだ。

「やあ星野さんじゃないか。どうぞここへ座って」

「ごく自然に自分の膝ひざの上を勧めないでよ竜巳君。セクハラは良くないよ」

「失礼な。相手が嫌がらせと感じなければセクハラじゃないんだぞ。ね、星野さん？」

「ええっと、そうですね」と言いつつ星野さんは俺の横の椅子に腰掛けた。

「裏切られた気分だ……」

「え、私何かいけないことしました？」

「大丈夫だよ星野さん。竜巳君は頭がおかしいんだ」

　犬井は時々前歯をぶち抜く勢いで物事を言う。ほんとに人見知りなのだろうか。

「犬井……お前、いつか撫なでコロしてやるからな」

「ええ？　摩ま擦さつでってこと？」

「いや、快楽死だ」

「意味が分からないよ」

「奇遇だな、俺もだ。ところで星野さん、状況はどうだった？」

「目新しい動きは、何も……」

　星野さんも俺を毛嫌いすることなく活動に協力してくれていて、学校内の見回りも手伝ってくれていた。しかし、俺と同じで新しい発見はなかったようで、しょんぼりとしている。

「まあそう落ち込まないで。教室が空でも、関係は良くなってきてるんだから」

「でも、それは何だか偽りの関係みたいで……その、竜巳さんを意識するというところで繋つながっているような」

「いいじゃないかそれでも。そのうち本物の関係になるさ」

「良くないです！　竜巳さんだってクラスの一員でしょう？」

　星野さんの勢いある言葉に少し面食らった。

「心配してくれてんの？　優しいなぁ星野さんは。決めた、俺星野さんと結婚する！」

「だからそういうの止やめなよ竜巳君。星野さんの意思はどうするのさ？」

「知らない！」

「うわあ、外道だ……」

　そんな俺と犬いぬ井いのやりとりが面白かったのか、横で星ほし野のさんがくすくすと笑っていた。

「楽しいですね。こういう関係」

　ぽつりと呟つぶやいた星野さんの言葉は、内容以上の重さを含んでいた。

「まあとにかくさ、少しずつだけど改善されてきてるんだから心配ないよ。この調子なら、とりあえずは一回目の報告会も問題ないだろうし」

「そうなの？　本当に？」

　犬井が心配そうに窺うかがってくる。その念の押しようを不思議に思ったのか、星野さんがどういうことか訊たずねてきた。犬井に説明したような共学の危機を説明すると、星野さんは青ざめた。

「そ、そんな……まだ始まったばかりじゃないですか」

「だから大丈夫だって。仲良くしてればいいんだから。他のクラスも見たところは順調のようだしね」

「そう、ですね……ほんとに竜たつ巳みさんがいてくれて助かりました」と星野さんは弱々しく笑った。「こんなとき、自分の無力さを痛感します。私、何も出来ないですから」

「俺だって無力だよ。何が出来るかって言ったら、この前の席替えとか、犬井の尻尾を愛めでるぐらいしか出来ない」

「やめてよっ、触らないでよ」

　二人に負担をかけないようふざけて余裕を見せてみるが、しかし果たして余裕がある状況なのかどうか、実を言うとはかりかねていた。

　ふと人ひと影かげが見えて扉のほうに目をやる。クラスの誰だれかが帰ってきたのかと思ったのだが、違った。

　思わず俺は唾を飲み込む。

　中肉中背で髪は短くもなく長くもない。ごく平凡な男子生徒に見えるが、ねちっこい目つきだけは印象に残る。

　その目が、Ｈクラスの前を通り過ぎる一いつ瞬しゆん、さりげなくこちらに向けられる。そして、俺を見つけるとやつは口元に微笑を浮かべた。

　神輿みこし権ごん太た──ミコシグループ総帥である賢けん三ぞうの息子だ。




　先日、クラスメイト探しを終えて教室に戻ってきたときのことだ。

「やあ、君も調査員なんだってね、獅し子し山やま君」

　そう言って権太が立ちふさがるようにして話しかけてきた。

「君もってことは、お前も調査員？」

「ああ、すまない。名乗るのを忘れていたな。神輿権太だ、よろしく」

　握手を求められたので咄とつ嗟さに応じたのだが、そこでその苗字にはっとした。

「神輿みこしって、もしかして、あの？」

　と、曖あい昧まいに訊たずねると権ごん太たは、「おや、気づいたのは君が始めてだ。その通り、僕の父はミコシグループの総帥さ」と隠す気もないように言った。

　賢けん三ぞうの息子がまたどうして共学校にいるのだろうか、と俺が怪しんでいると、権太はＨクラスの中を覗のぞいてフンと鼻を鳴らした。

「Ｈクラスは酷ひどいものだね。予想以上だ」

「予想以上？　どういう意味だ？」

　さりげない感想のように聞こえたが、しかし何か引っかかるものがあった。

「君、自分が調査員だってバラしたんだってね。おかげで早くも結果が出せそうだ。調査報告会が楽しみだな」

　どうも鼻につく口調で権太は言った。話の内容の意味は分からなかったが、とにかく俺の知りえないところで何かが動いている気配は感じ取れた。

「待てよ、いきなり何なんだ一方的に話しやがって。結果が出せそうって、何の話だ？」

　不安に駆られて訊ねるのだが、

「今日はただ挨拶しに来ただけだ。君と違って僕はまだ身分を隠すつもりだから、これ以上はよしておこう。調査員という身分として、目立つのは良くない」

　そうだろう？　と嫌味たらしく権太は言った。

　それじゃあ、と権太は片手を上げ自分のクラスへと引き上げていった。呼び止めて詳しく真意を確かめたかったが、確かに身分を明かした俺といると怪しまれる可能性がある。強引なことをしてＬＣＯに報告でもされると、調査員としての俺の立場が危うい。

　さすがにそんな危険を冒す勇気はなく、とりあえず保留にして今に至る。だが、それからというものＨクラスを観察する権太の姿を見かけるようになり、漠然とした危機感を募らせるようになった。




「廊下に何かあるんですか？」

　そう言って星ほし野のさんが俺の視線を追ったときには、すでに権太は通り過ぎて見えなくなった後だった。

「ああ、何でもないよ。誰だれか戻ってこないかなって思って。それよりこれからどうするか考えよう。今日は職員会議のせいで放課後残れないんだから」

　何かしらのアプローチをかけるのも作戦会議をするのも、みんなが一同に介する学校内で行うのが捗はかどる。権太の一件もあり、油断出来ないこの状況でたった一日だけとはいえ放課後の自由が利かないとなると、途端に焦りが増してくる。

「あの、放課後なんですが」

　思案に暮れていると、星野さんがおずおずと口を開いた。

「先日、学校をお休みしていたとき父に相談しまして、この学校の近くに引っ越すことに決めたんです。それでこれから新居に向かうことになっていまして」

「今日？　また急な話だね」

　先週末、星ほし野のさんは三日程学校を休んでいた。そのとき彼女について担任に訊たずねるとどうもあやふやな答えしか返ってこなかったから心配していたのだが、旅行にでも行っていたのかもしれない。素行調査書によると星野さんの父親は海外勤務らしいので、久しぶりに帰国したということだろうから家族サービスでもあったのだろう。

「じゃあ何にせよ、今日の放課後は空いてなかったのか」

　仕方ない、と思ったのだが、「そうではないんです」と星野さんは否定した。

「そうではないって？」

「その、ですね。良かったらなんですけど」

　歯切れ悪くそう言って、少し間を置いてから再び口を開いた。

「私の家に来ませんか。これから荷物が届くので、片づける時間を少しだけいただきたいんですけど、あ、でも荷物は少ないほうですから、必要なものだけ出して後は部屋の隅に置いとくとかして、お時間はそんなにかからないかと思うんです。どうでしょうか？」

　窺うかがってくる星野さんの頬ほおはほんのりと染まっている。

「いや、大変だろうから無理しなくても」

「大丈夫ですよ。せっかくの一人暮らしなので、誰だれかお客さんを呼びたいとも思っていましたので」

　俺と犬いぬ井いは目を合わせる。犬井も星野さんの強引さに戸惑っているようだ。

「これってさ」と犬井が顔を寄せて言った。「そういうことなんじゃないかな……？」

　席替えのときから星野さんは妙に俺に親しげなので、今回もその気持ちの表れなんじゃないの？　ということを犬井は言いたいのだと思う。というより俺自身、もしかしてそういうことなのだろうかと考えていた。

　どこか緊きん張ちようした面持ちで返事を待つ星野さんの表情を見つめると、また別の焦りが出始めてくる。

　俺は未いまだに星野さんとの出会いを思い出せていなかった。




　　　　　　ё




　授業が全て終わり、教師に促されて学校を後にした。

　校門前まで犬井と星野さんとともに出てきたが、「片づけが済みましたらすぐに連絡します」と星野さんは一人走って行ってしまった。

「俺、女子から家に招かれたの初めてなんだけど。どうしよう、緊張してきた」

「別に自然体でいいんじゃないかな。それより言い忘れてたんだけど、実はこれから用があるんだ」

　ごめんね、また明日、と犬いぬ井いはそそくさと背を向けた。

「待って、待ってください、待ちやがれ」

　慌てて肩を掴つかんで引き戻す。

「ということは何か、俺一人で行けと？」

「ごめんね、今日は話し合いないだろうなって思って予定作っちゃってたんだよね」

「そんなヒドイわ！　わたしというものがありながら、他の女のとこに行くなんて！」

「ち、違うよ。もう、何だよそのキャラクターは」

「パパぁ行っちゃいやぁ！」

「パパでもないよ！　あーもうぼくは竜たつ巳み君のことが分からないよ！」

　そう言い残して犬井は逃げるように行ってしまったが、さすがにもう引き止めようとは思わなかった。犬井はまだ余裕があると思っているはずだが、だからといって先日の権ごん太たの一件を知らせて無む闇やみに不安がらせることはしたくない。元々学校をどうにかしなければならないのは俺一人なのだから、協力は求めても同じ立場に巻き込むつもりはない。

　とはいえ、だ。

「まいったなぁ……」

　色々と不安が過よぎる。過去の何かによって星ほし野のさんに好意を寄せられているというのは分かっているが、その何かを思い出せていないことを隠したまま彼女と向き合わなければならないこともそうだけど──

　だけどそれよりも、二人きりで学校外で会うのはどうもなぁ。

　立場上という意味でもそうだし、俺が抱えている問題から考えても、学校外で二人きりというのは、あってはいけない気がする。

「はぁ……まあ仕方ないか」

　犬井も一緒に来ること前提で決めたのだったが、今更行かないなんて言えるはずもなく。

　とりあえず時間を潰つぶそうとコンビニを探して歩き出した。




　延々とループするコンビニのテーマソングによる洗脳を避さけるためにラックに置かれた漫画雑誌を読んでは戻しを繰くり返していると、あっという間に一時間も経たってしまった。窓から外を覗のぞくと、すでに空は赤みがかっている。

　携帯の画面を見てみるが着信は未いまだなし。引越しは大仕事だと思うけど、片づけは簡単に済ますと言っていた。彼女の性格からして、こんなに人を待たすとは考えづらい。

　あまり遅くなり過ぎると話し合いの時間がなくなる。そろそろ彼女の家へ向かおう。こうなるなら最初から手伝いを申し出ておくべきだったかもしれない。

　冷やかしお断りの視線を浴びつつコンビニを出て、事前に教えて貰もらっていた住所を目指す。すぐに行けるよう近くのコンビニを選んで時間を潰つぶしていたので、数分で目的地が見えてきた。住宅街の真ん中に立っている六室二階建ての赤い屋根。看板に書かれた建物の名前も教えて貰ったものと同じ。間違いない。

　と、確認していたところで携帯が鳴った。星ほし野のさんからだ。良いタイミングだなと思いながら、「はいはい、竜たつ巳みですよ」とすぐに出る。

『あの……すみません、連絡が遅くなってしまって』

　スピーカーから届いてくる星野さんの声を聞いて、「あれ？」と俺は首を傾かしげた。掠かすれているというか、震ふるえているというか、その声に覇は気きが感じられない。引越しで疲れてしまったのだろうか。

「いいけど、片づけは終わった？」

『それが……まだなんです。まだ時間がかかりそうでして』

「そうか、それなら手伝うよ。もう目の前だから一旦切るね」

『え!?　ま、待って──』

　と、星野さんが慌てて何かを言おうとしていたが、それとほぼ同時に通話を切ってしまった。かけ直そうかと思ったが、直接話したほうが早いだろうと思い直してアパートへ向かった。

「あれ？」

　しかし星野さんの部屋のほうを窺うかがい、異変に気がついた。引越し先は一階右奥の部屋なのだが、その部屋の外にダンボール箱などが積み重なっている。

　辺りを見回してみるが星野さんの姿はない。もしかして場所間違えた？　と俺は部屋に駆け寄ってダンボールなどを確認してみるのだが、星野さんが通学に使っている鞄かばんが隅に置かれていた。

　やっぱりここで間違いなさそうだ。だけど星野さんはどこだ？

　また星野さんから着信があった。出ようとしたところで、がちゃっと音が鳴って一番左の部屋からエプロンを腰に巻いた中年女性が出てきた。

　俺の存在に気づくと、眉根を寄せ「ちょっとちょっと」と言って近寄ってくる。

「あんた何？　ここに何の用？」

「えっと、あのここって確か」と応対しようとしているうちに着信が切れてしまった。

「あーちょっと待って。そこどいてちょうだい」

　女性は虫でも払うように手でシッシと追い払うポーズを取った。俺が部屋の前から避よけると、女性はせっせと一枚の紙を星野さんの部屋の扉に貼りつけ始める。

　その貼紙を見て、俺は目を疑った。

「なっ──!?　ま、待ってください！　今日ここに女の子が一人引っ越してくるはずですよね？」

　思わず大きな声が出る。

　どういう訳か、女性が扉に貼りつけた紙には『立入禁止』と書かれていた。

　女性は俺を見やると顔をしかめて、「そのはずだったんだけどね」と言った。

「退去して貰もらったわよ。ここね、ミクスの入居はお断りしてるんだわ」

「は、はい？　ちょっと待ってください。な、何なんですかそれ！」

　動揺のあまり要領を得ないことを口にしてしまう。そのせいで、どうやら大家らしい女性は、

「何よ、別に変なことじゃないでしょ？　ミクスって普通の人とは違う生活様式があるらしいって聞くし、そういうので他の住人に迷惑かけられたら困るからお断りしてるのよ。対応するのめんどうだしね」

　なんて見当違いな答えを返してくる。

「そうじゃなくて、退去させたってどういうことですか！　星ほし野のさんは……追い出した子は今どこに？」

「さあね。散々粘られたから警察呼ぶよって脅してやったらどっか行っちゃったわ。早く荷物を片づけて欲しいものね」

　あまりの横暴さに眩暈めまいがする。そうして俺が言葉を失っているその隙に大家はさっさと自室へ引き上げてしまった。

　追いかけようかと一いつ瞬しゆん迷ったが、再び携帯が鳴り出したのでそっちを優先させることにした。

『……今、どちらに？』

　星野さんが電話越しに訊たずねてくる。

「……もうアパートの前だよ。大家にも話聞いた。それで、今どこにいるの？」

　息を呑のむような間が空いた後、『アパートの裏の公園に……』と呟つぶやくような答えがあった。

　俺はすぐに駆け出し、アパートの敷しき地ち内を通り抜けてブロック塀を乗り越え道路に出た。見回して、右手すぐのところに生垣で囲まれた公園を見つけた。

　住宅の隙間を埋めるかのような小さな公園だった。その中の隅に設置されたブランコに星野さんは座っていた。泣いてはいなかったが、憔しよう悴すいしきった様子で俯うつむいている。
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　駆け寄ると星野さんは顔を上げ、弱々しく微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい……せっかく来ていただいたのに、こんなことになってしまって」

　気丈に振ふる舞まおうとして失敗しているその姿が痛々しく、目を覆おおいたくなる。しかし今はそれどころではない。

「また何でこんなことに？」

「……引越しの手続きは全てヒュマの父に任せていたので、大家さんはヒュマの子が住むのだと思っていたみたいです。それでミクスの入居を断っていることを伝えなかったみたいで……」

「何だそれ……非があるのは向こうじゃないか。俺、大家に話つけに行ってくるよ。こんな無茶苦茶、あんまりだ」

　そう言って駆け出そうとするのだが、「待ってください！」と強く引き止められてしまう。

「竜たつ巳みさんが来る前に散々ご迷惑おかけしてしまったので、これ以上はもう……塔とう城じようの生徒が騒さわぎを起こしたなんて噂うわさが広まるのは嫌ですし……」

　私は大丈夫ですからと言うが、現在進行形で路頭に迷っているのに大丈夫な訳がない。

「なら、実家に戻るしかないか。後は荷物をどうするかだな」

　と、俺は言うのだが、なぜか星ほし野のさんは首を振った。

「実家には、戻れません……実家はもう……」

「え？　何だって？」

　彼女には珍しくはっきりとしない。しかし何か事情があるようだった。

「今日はもうこれで……話し合いはまた明日にでも」

「また明日って、実家に戻れないなら今晩どうするのさ？　アテはあるの？」

　そう訊たずねると、星野さんは力なく首を振った。

「まいったな……」

　そう呟つぶやいてみるが、それは俺よりも星野さんの言葉だろう。

　とにかく今晩どうするか考えないと。しかしどうしたらいい？

「もし良かったら──」

　一いつ瞬しゆん、口から言葉が出かける。

　しかし俺は自分が何を言おうとしているのかに気づき、慌ててそれを飲み込んだ。

「良かったら、何ですか？」

　星ほし野のさんが顔を上げ、訊たずねてくる。

　うっ、と言葉に詰まり、汗が噴ふん出しゆつした。

「あ、いや、そのぉ……ああ、そうそう、そうだった。こういうときは──」

　路頭に迷うなど現代にあるまじき事態だが、ミクスにしてみればありえないことではない。まさか知り合いがそうなるとは思っていなかったが、何度かこういう場面に出くわしたことがある。

　そのときのことを思い出し、閃ひらめいた。そして、またも携帯の出番だ。

　ある番号にかけ、通話先の相手に幾つかの確認を取った。

「──よし、どうにかなりそうだよ。ささ、行きましょうかお嬢じよう様」

「え、あの、どこに行くんですか？」

「しばらく泊まれる場所へ。アテがあるんだ。荷物もどうにかなりそう」

　本当ですか!?　と驚おどろく星野さんに、とりあえず貴重品を取ってくるよう言った。

「ありがとうございます！　すぐに準備してきます！」

　アパートへ荷物を取りに行った星野さんの背を見ながら、俺はこっそりと息を吐いた。

　危うく俺の家に来ないかと言うところだった。ここからそんなに距きよ離りはないし、荷物のことも俺は気にしないから、きっとそうするのが最良だったかもしれない。

　……そう出来たら良かったんだけど、と思う。

　まあしかし、異性として色々と問題がありそうだから、これでいいんじゃないだろうか。

　とりあえず、そう思うことで無理やり自分を納得させた。




　　　　　　ё




　バスに乗って繁はん華か街がいの入り口まで行き、そこから街中を横断して外れまでやってきた。高台にある自然公園を迂う回かいし崖下を目指すと、道路と高台の崖に挟まれた扇形の平地に仮設住宅が並んでいる。すっかり日も暮れて、仮設住宅のそれぞれの部屋に光が灯ともっている。

「ここは諸事情で住居を失ったミクスたちが集まってるんだ。まんまだけど、『集落』って言われてる。ＬＣＯが土地を買い取って仮設住宅を建てて、格安で部屋を貸してるんだ」

　為なされるがままに連れてこられて戸惑っている星野さんにそう説明すると、さすが首席で入学しただけあって知識が豊富なのか、思い当たる節があるようだった。

「結ゆい芽め市が多種族都市の最先端を目指した結果の弊へい害がい、ですね。決してミクスへの理解深い町ではないのに率先してミクスの移住を促して、結果私のように路頭に迷ってしまう人が増加し、社会問題に発展してしまったという……」

　それでＬＣＯが路頭に迷ったミクスのために応急的な居住地区を作った。目の前の集落がその一つだ。

「でもここを利用するには、ＬＣＯで手続きが必要なんじゃ……」

「こういうことは以前もあったから問題ないと思うよ。とりあえず部屋を見に行こう」

　先ほど電話で空き部屋があることを、ここを取り仕切っている知り合いに確認を取ってある。仮設住宅にはそれぞれ番号が振ってあり、教えて貰もらった番号を探して歩き始めた。

　漂ってくる食事の匂いに腹を鳴らしつつ奥へと進み、ようやく目的の建物に着いた。その一角に並ぶ平屋は外装の汚れが少なく、星ほし野のさんの部屋がある建物はその中でも群を抜いて綺き麗れいだ。

「新しい建物なんでしょうか。住むはずだったアパートよりも清潔な気がします」

「それは確かに。建てて間もないのかも。前に来たときよりもここら一帯の建物が増えた気がするから、ここを利用せざるを得ないミクスが増えているということなのかもね」

　それじゃあ部屋の中を見てみようか、と扉に手をかけたとき、近くの路地から軽トラックが現れた。

　頭にタオルを巻いた運転手の青年が俺たちの姿を認めると、クラクションを鳴らしてきた。

「竜たつ巳みじゃねえか。久しぶりだなぁ」

　俺たちの横にトラックを止め、運転手が体を乗り出して窓から顔を出してきた。

「どもども。ご無沙汰してます。そっか三人が運んでくれたのか」

　荷台にもう二人同じなりの男たちが乗っていて、手を振ってくれる。三人ともタオルで頭を包んでいるからぱっと見では分からないが、全員ミクスだ。

「お知り合いですか？」

「みんな集落に住んでて、何かとここに縁えんがあるから顔馴な染じみなんだ」

　そう説明しているうちに荷台の上の二人が動き出した。積んであったダンボールの山を降ろし、星野さんが泊まる部屋に搬入していく。

「私の荷物、ですよね？　どうして……」

「さっき集落の管理人に連絡して、部屋の手配のついでに荷物の運搬もどうにか出来ないかって頼たのんでおいたんだ。で、三人を寄よ越こしてくれたっていう訳」

「そうなんですか。ありがとうございます、わざわざ私のために」

　おどおどする星野さんに三人がニッと歯を見せる。見た目は厳いかついが三人とも気の良い人たちだ。

　室内に荷物を運び終えると、三人はまたトラックに乗り込んで手を上げた。

「嬢じようちゃん、今日は大変だったな。まあでも気にしないこった。ヒュマばっかりの南区に住もうと思ったら今回みたいにハズレを引くこともあるさ」

　運転手の兄ちゃんが朗らかに笑いながらそんなことを言う。割り切ったような雰囲気がむしろ星ほし野のさんを力づけたようで、「今日は本当にありがとうございました」と頭を下げる星野さんの表情に少しだけ普段の明るさが戻っていた。

「さて、それじゃあ片づけを始めますか」

　三人を見送り、俺は部屋の中へ向かった。先ほどの三人は仕事帰りだというので、疲れているところに世話になり過ぎるのもどうかと思い入ってすぐのところに置くだけに留とどめて貰もらった。なので、ここからは後は俺の仕事だ。

「あ、待ってください。これ以上ご迷惑をおかけできません。ここからは私一人でやります」

　ダンボールの一つに手を伸ばしたところ、星野さんが慌ててそう言った。

「そうは言っても、奥に運ぶだけでも大変でしょうに。二人でやれば早いんじゃない？」

「そう、ですね……それでは申し訳ないんですけど、お願いします」

　頷うなずいて、ダンボール箱を積み重ねて持ち上げると、星野さんも頼たよってばかりじゃいけないとばかりに一緒になって運び始めた。

「竜たつ巳みさん、やっぱり力持ちなんですね」

「やっぱりって？」

「初めて会ったとき、自分より体の大きい男の子を投げ飛ばしてしまったじゃないですか。私の頭上を飛び越えてしまって、あれは驚おどろきました」

「え!?　そうだっけ？」

　またも思い出せない過去の話を振られるが……今回は別の部分で詰まる。

　男の子、と言うからには子供なのだろうけど、しかし投げ飛ばして頭上を飛び越えただって……？

　すぐさま抱え上げている二箱を確認する。

　上の一つは『食器』、下の大きな箱は『本・アルバム』と書かれている。

　ギチギチに詰められた二つの箱をあわせた重量は、少しばかり……。

「…………」

　俺はこっそり上の箱だけ取り、二回に分けて二つを移動した。

　ちらりと横目で窺うかがうが、星野さんは作業に戻ってこちらを見ていない。

「よ、よおーし、とりあえず布団敷しけるスペースも作ったことだし、俺はそろそろお暇いとましようかな。中身空けるのは俺がいないほうがいいだろうし、遅くなる前に管理人とこに挨拶しに行ってきたいし」

　荷物を奥に移動し終わり、俺は急いでいるように言った。

「それでしたら私もご一緒します。管理人さんが部屋の手配などをしてくれたんですよね？　お礼を言わないと」

「片づけが済んでからにしなよ。まずは自分のこと優先」

　管理人の家の場所を教えると、何か言いたそうな彼女に背を向けて外に出た。

　扉を閉め、夜の空に息を吐き出す。ようやく緊きん張ちようを解ける。

　男の子を投げ飛ばしたって、俺は一体なんてことしてんだか……。

「ままならないなぁ……」

　学校のことがあるっていうのに、星ほし野のさんのことで悩みっぱなしだ。

　はあ、と溜ため息いきが出る。




　管理人の家は崖の麓ふもとにあるトタン屋根の一戸建てで、仮設住宅とはいえ小こ綺ぎ麗れいなものが集まっているこの地区では一際目立っていた。

　戸を叩たたくと、「あいよ、今出る」と溌はつ剌らつとした声が中から聞こえてくる。

「なんや新入りかぁ？　──と、竜たつ巳みやったか。今着いたのか？」

　顔を出したのは、この小屋の家主である狐きつね木ぎ家けの長男だった。狐のミクスらしい先が尖とがった耳が生えた黄金色の頭は汚れてくすんでいる。今日もハードな仕事だったみたいだ。

「先に連れてきた子に部屋を案内してきたとこ。今日はありがとな。おかげで助かったよ」

「ええって、水臭いのはなしや。ほら立ち話もなんやから、上がれよ」

　三た和た土きに靴を揃そろえて上がると、狭い畳張りのワンルームの隅にある極ごく薄うすの大型テレビに視線が行く。ご近所から集まっていたガキんちょがそれを囲んで画面に見入っていて、品は現代的だが、他の家の人が集まってテレビを囲んでいる光景は一昔前の光景のようだった。

「あ、変態の兄やん！」と、俺の存在にテレビの前の一人が気づいた。狐木家の次男だ。

「あ、ほんとだ！　変態さん！」「久しぶりだなー、エッチマン！」「変質者さん、こんばんは」と次々に他の子たちが挨拶してくるのだが、酷ひどい言われようだ……。

「誰だれが変態でエッチマンで変質者だ！　悪口はいけませんって兄貴から教わっただろ？」

　俺がそう言うと、「え、でもほんとのことじゃん」「ねー、すぐに抱きついてきてクンカクンカしてくるし」「わたし前に頭ぐしゃぐしゃになるまで撫なでられた」と真顔で言われた。「そんでも変態やないって言い切れるんか？」と次男坊に訊たずねられて俺は言葉を詰まらせた。

「いやあの、それはな、習性というか何と言うか」

「なんちゅー言い訳や」と長男が呆あきれた表情だ。「頼たのむから俺に警察呼ばせんなよ。それより竜巳、新入りの名前は？」

　長男は箪たん笥すの中から一冊のぼろぼろに使い込まれたノートとペンを取り出して部屋の中央に置かれたちゃぶ台に広げた。

　ほんとによくやるよなぁと感心する。名めい簿ぼは長男が自主的に作成したもので、ＬＣＯに所属しているとか、頼まれているからという訳ではない。長男を便宜的に管理人と呼ぶこともあるけれど正式なものではなく、集落化する以前からこの地に住んでいたことや、人情の篤あつい彼を集落に住む人々だけでなくこの地区の開発担当のＬＣＯの役員も慕っていることが関係して、気づいたら村長のような立ち位置になっていたという。

「なあ、あのでかいテレビどうしたんだよ。随分と立派じゃんか。前来たのは三ヶ月前だっけ？　そんときはなかったよな」

「ホシノ、コハム、Ｃの35左に仮入居……ん？　ああ、それか。よう聞いてくれた。実はついに昇格して、って言うてもバイトリーダーやけど。そんでも昇格祝い特別ボーナスってことで上司に譲ゆずってもろてな、ほんまに先せん輩ぱいみたいな人は貴重やで。ああ、竜たつ巳みもな。世間の風当たりが強い分、善意が身に染みるんや」

「は？　俺も？」

「せや。俺たちのつき合いも、お前さんがここに困ってる人を連れてきてからやろ。最近は滅多になくなりよったけど、攫さらってきてるんか思うたことあるぐらい多い年もあったやないか」

「町歩き回ってたら遭遇するんだよ。そういう町なんだから」

「せやかて、意識せんと見つからんもんやで。それに助けよう思うても、なかなか行動できへんと思うけどなぁ」

「……やめてくれよ。ただの自己満足だって、そんなの」

「謙けん遜そんすんなや。照れてるんやろ？」

　長男は笑ってそう言うが、本当に照れでも何でもない。

　ただの罪滅ぼし。結局はそういうことだ。

　話が妙な方向に流れてしまったので、「もう書くことはないのか？」と意識を逸そらした。そうやった、と長男はノートに向き合い、何やらまた書き始めた。

「さて、それじゃあ必要なことは教えたし、帰るかな」

「何や、忙しいやつやな。まだ来たばっかりやろ。あ、そうだ、これ食うてけ。うちの家系は甘いの苦手なんや」

　ノートを捲めくりながら、長男はテーブルの上の和菓子が入った器を示してきた。

　断ろうと思ったが、そんなタイミングで腹が鳴る。残ってるビタミン剤を胃に突っ込んでもいいのだけど、せっかくだから遠えん慮りよなく食うことにした。

　長男の向かい側に座り器に入っていた饅まん頭じゆうを口にしつつ、何となしにテレビに視線を移す。子供たちが代わる代わるチャンネルを変えていて、ニュース、教育番組、バラエティーとめまぐるしい。

　テロまがいの襲しゆう撃げき予告状がＬＣＯに届けられたとか、本物の肉と俺らが口にすることが出来る人工肉の違いを検証するとか、『都市伝説！　結ゆい芽め市に現れた怪物【キメラ】を追う』だとか、俺にとってはずっと前に飽きてしまった類の番組ばかり。しかし子供たちにとってはまだまだ新しん鮮せんに感じるようで、特に都市伝説が気に入ったらしく、その番組でチャンネルを止めた。

　画面に中学時代の知り合いが映っていた。リポーターからキメラについて取材を受けていたそいつは、『俺、見たんですよ。夜にコンビニで買い物をした後近くの公園を通ったんですけど、突然横から怪物がバッて出てきて──！』と大げさな身振り手振りで意気揚々と話している。

　そいつは用意されていた画用紙に、どこかの漫画にでも出てきそうな醜しゆう悪あくで奇怪な生き物の絵を描いた。頭はライオン、体は山や羊ぎ、尻尾は蛇という形は伝説通りだが、頭から生えている捻ねじれた一対の角が特徴的だった。その図をみんなで見て、わーだのきゃーだの騒さわいで、締しめにこわーいと言う。

　俺は耐えられず顔を背けた。どうにも虚むなしくなる番組だ。指差して化け物、化け物とはやし立てる光景は……気分の良いものではない。それは誰だれかをいたぶる光景に酷似している。テレビの向こうの彼らに悪意がないのは分かっているが、それでもそういう光景に被かぶって見えてしまった。

　それに、内容が内容だけに……余計心がざわつく。

『危なかったですよ。ありゃ間違いなく人食ってますよ。そんな感じですもん』

「…………」

　実際にそれを見た訳ではないはずなのに、どうして決めつけるんだろうか。もしかしたらそういう形をしているだけで、中身は至って普通の人かアニマと同じかもしれないって考えないのだろうか。

　……って、都市伝説を相手にそんなことする理由もないか。何考えてんだ俺……。

「この際長男でいいや。気分冴さえないから尻尾貸してくれないか。モフらせろ」

「ついに俺にきたか。別にええよ。汚くてもええならな」

　そう言って長男は尻尾を差し出してきた。土やらギトっとした黒い汚れなどの今日一日の苦労がこびりついている。「オーゥ……」さすがの俺でもこの尻尾じゃ慰なぐさめられない。

　冗談はさておき、まいったな……昼間の一件もあったせいか、どうも気分が良くない。こういう形容し難い沈んだ気分に時折陥るのだが、なかなかリセットが難しい。

　引きずりそうだなぁ、と落ちつかないでいると、ポケットの厚みに手が触れて携帯の存在を思い出した。

　そうだ、と思い携帯を取り出してメモリーを呼び出し、星ほし野のさんの項目でカーソルを止める。彼女なら俺のこの気持ち、きっと理解してくれるだろう。

　そう思い、メールを打とうとするのだが──

「…………はぁ」

　メールを打つ手を止める。これ以上係わり合うのは、よそう。

　ミクスたちと仲良く出来る資格など俺にはないってのに、これ以上係わってどうする？　自宅に招かれたり、結果として引越しの手伝いをしたりとすでに深入りし過ぎている。

　そうだぞ俺。しっかり自分の立場を自覚しろ。自身の罪を思い出せ──

　自分にそう言い聞かせて携帯をポケットに仕し舞まうのだが、「…………うーん」やっぱり落ち着かない。再び携帯を取り出してメモリーを呼び出し、星野さんを選択する……が、いや待て待て俺、と思い直す。

　何やってるんだろう、俺らしくもない。そう思いながら、ぽつぽつとボタンを押して文字を打ち込んでいく。『まだ管理人のとこなんだけど』とか『都市伝説がさあ』とか『今日のパンツの色は？』とか、打っては消してを繰くり返していると突然携帯が鳴った。まさかセクハラメール送っちゃった!?　と一いつ瞬しゆん焦るが、逆に送られてきたようだ。

『件名：星ほし野のです

　本文：今管理人さんのところへ向かっているんですけど、まだそちらにいらっしゃいますか？』

「あうあー」

「な、何や妙な声だして」

　何て返せばいいんだろこれ。別に嫌ってる訳じゃないから喜んで返したいところなんだけど、彼女とのスタンスを思い直したばかりだというのに……。

　迷っていると、小屋のドアが叩たたかれた。「すみません、管理人さんのお宅でしょうか？」と声が響ひびいてくる。最も早はや声だけで誰だれかが分かってしまった。

「はいはいー」と長男がドアを開くと、もちろんそこには星野さんが。

「夜分に申し訳ありません、急きゆう遽きよ部屋を貸していただきました星野です。本日は色々とお世話になりました」

「おー新入りの子やな。正確には管理人やないんやけどな、俺。まあよろしくな」

「ありがとうございます。それでその、竜たつ巳みさんはもう帰ってしまいましたか？」

「いや、ここにいますどえー」

　もうこうなったら仕方がないと姿を見せると、星野さんはぱっと顔を輝かがやかせた。あまりの可愛かわいらしさに胸が跳ねてしまう。

「何や竜巳、今日連れてきた子は知り合いか？」

「何だよ、その女たらしみたいな言い方は。星野さんとは、知り合いも何も同じ学校の同じクラスで妻だよ」

　俺がそう言うと、「え、すまん最後何て？」と長男が顔をしかめる。慌てて星野さんが「な、何でもないです！　竜巳さんのジョークですよ！」と顔を真っ赤にした。

「何だよ星野さん、つれないなぁ。俺たち毎日放課後いちゃこらしてるじゃん」

「もう、誤解を招くようなこと言わないでください！　あれはクラスの仲をより良くするために話し合っているだけでしょう！　あ、そうでした。そのことなんですけど」

「そのこと？」

　星野さんは「その……」とためらうそぶりを見せ、言った。

「もし良かったらですけど、これからいつもの話し合いをしませんか？」

「話し合いって……クラスのことについて？　これから？」

　もう夕食時を過ぎている。そろそろ高校生同士だろうと一緒に過ごすには遅いと思われる時間帯だ。しかも相手が異性となれば、罪とかどうとかいう話以前の問題じゃないだろうか。

「そ、そろそろ時間が色んな意味で危ないと思うんだけど、一体どうしたのさ？　何か、様子おかしくない？」

　よく見ると、先ほどよりも表情に翳かげりがあるような気がする。今日は色々あったから心身ともに疲れているはずだと思うのだけど、一体どういった心境なんだろう？

「そう、ですね。本当にどうしてしまったんでしょうか……大丈夫だと思ったんですけど……」

　ふっと力なく笑う星ほし野のさん。疲労とは別のものが表情の奥に見えた気がした。

「いや、だけど……」

　と、ごちゃごちゃと色んなことが頭を過よぎり、渋っていると、

「駄目、ですか？」

　と、星野さんが上目遣いで見つめてくる。い、いかん。背が低いせいで意識してやったことではないだろうけど、その保護欲さそう仕草、反則だろ。考えていたことが一気にぶっ飛んでしまった。

「よ、よしとことんまで話し合いやろう！　泊まりだってオッケーですよ！　最近物ぶつ騒そうだし、引越してばっかで不安だろうから、ボディーガードがてら、ね！」

「ね、じゃないわアホ。お前、何言うてんのや」

　長男が呆あきれ顔でそんなことを言うが、しかし、

「ボディーガードですか。ぜひお願いします」

　なんてあっさり頷うなずいてしまう。

「いや、あの、星野さん。ここは『もう竜たつ巳みさん！　いい加減にしてください！』ってツッコむところなんだけど」

「そうなんですか？　えっと、つまり冗談ってことですか？」

「う、うん」

　予想外なことに星野さんは真剣な表情だった。一般的に考えて、異性の同級生を一晩傍そばに置くなんてありえないだろう。だからこそのツッコミがあるわけで。

　なのに、「冗談、だったんですか」とすごく寂しそうな表情をするものだから咄とつ嗟さに、「嘘うそうそ、それこそが冗談だよ！」と言い直してしまった。

「まあお互い納得してるんならええけど、変なことすんなよ竜巳」

　という長男の忠告は右から左へ流れていった。

　星野さんが頬ほおを赤らめて嬉うれしそうにするものだから頭が沸ふつ騰とうしかけている。

　本当にこれは現実なのかどうか、もう俺には判断がつかん。




　しかしどうだろう、徐々に更けていく夜、異性と一つ屋根の下で楽しく会話など出来ようか。

　暫ざん定てい星ほし野の家けへ戻ってきたのち、荷物の山から引っ張り出してきた折り畳みテーブルを挟んで向かい合い、しばらくお互い無言でいた。

「忘れてました、お布団一つしかなかったんでした……」

　ぼそっと呟つぶやく星野さん。それを聞いて、そっかあ星野さんと一夜をともにするんだなぁ、としみじみ思った。

「いや待て、待つんだ。本当にこれでいいのだろうか……」

　それは自身への問いかけだったのだが、「すみません無理に引き止めてしまって」と星野さんが言う。

「ああ、今のは星野さんに言ったんじゃ……いや、いいか。それよりも学校のことを話し合おう」

　それが目的でここに来たのだ。決して楽しいお泊まり会ではない。

　……んだけども、無理だわこれ。すぐ目の前に女の子がいるんだもの。おかしいな、犬いぬ井いがいないだけでいつも通りなはずなのにすごいときめく。男の子なのに乙女になってしまう。

　ときめいたかどうかは分からないが、緊きん張ちようしているのは星野さんも同じようで、顔を赤らめたまま口を開こうとしない。何とかしなきゃ、と俺が適当に口にするが、良い案など出てくるはずもない。みんなを遊びに誘おうであるとか、再び席替えをしようとか、これまでの話し合いで散々挙げられたものばかり口から出てくる。

　結局のところ、俺がいるとそんな企画が通るはずもないし、しかし俺がいなくなったところでみんなが仲良くなる訳でもなく、もっと根本的なところをどうにかしないといけないと結論づけられる。八方塞がりだ。

「今日はありがとうございます。無理を言ってしまって」

　喋しやべり疲れて一息つくと、星野さんが言った。

「私も何か案を出せればいいんですけど、上う手まく頭が働かなくて……」

「今日はしんどい一日だったろうから仕方がないさ」

　携帯を取り出して時間を確認すると、いつの間にか十一時前だ。俺はまだ起きている時間だけど、星野さんは疲労も相まって辛そうだ。

「そろそろ寝ようか。いや、やらしい意味じゃなくて」

　語ご弊へいがないよう後づけしつつ訊たずねると、「そ、そうですね。でも先にシャワーを浴びたいです」と声を裏がえしながら乗ってきた。

　どちらから浴びるか訊きかれたので、もちろん先を譲ゆずる。「それではお先に」と着替えを持ってユニットバスの洗面所部分に星野さんは消えていった。

　数分後に聞こえてくる水音。

　水滴が肢体を叩たたき、流れていく音がこんなにも艶なまめかしいとは思わなかった。

　ほとんどの荷物がダンボールにしまわれたままのワンルームに、その音はよく響ひびいた。
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　俺は静かに立ち上がる。ふぅ、と一呼吸を置き、「よし！」と意気込んだ。

　いっぱしの男子として、ここは何か行動せねばなるまい！

　何もしないことは失礼にあたる。男子が欲望に負けて女子にいたずらしてしまうのは、つまりその女子が魅み力りよく的だからである。逆説的に、この状況で何もしないということは、星ほし野のさんに魅力がないといああもう御託はいいから何か行動しようぜ俺！

　しかしとにかく生活感がないせいで女子の部屋にいる感覚がない。小型の冷蔵庫が玄関横のキッチンの傍そばに設置されているぐらいで、他に目新しいものはない。

　だが、水音の強弱で想像させられる星野さんの肢体のラインのせいでテンションがだだ上がりである。カーテンで仕切られた洗面所に顔を突っ込み、横の風呂場に向かって「一緒に入らない？」と声をかけ、「えっ!?　何を言ってるんですか！」と恥じらう声に興奮し、床に畳まれて置かれている下着に釘くぎづけになる。素晴らしい水色のブラとパンツだ。

　先ほどの落ち込みようなど忘れて非常に楽しい気分だ。あー落ち着かない！　何かないのか！　男子高校生の欲求を満たすものは！

　ふとそこで、奥に積まれているダンボールの陰にちょこんと置かれた小さな白い箱が目についた。綺き麗れいな銀ぎん箔ぱくの花柄模様で、白い紐ひもで括くくられている。勢いに乗った俺はそれをこっそり紐解くことにした。

　手のひらサイズからして香水だろうかと思ったのだが、中には白い陶器の入れ物が入っていた。どこかで見たお茶っ葉の入れ物に似ているような気がする。つまらんなぁと思いつつ、どんなお茶が好みなのだろうと蓋を開けた。

　すると予想は外れて、中には茶葉ではなく白っぽい何かが重なり合って詰められていた。何かを砕いたようなものみたいだけど、何だこれ。

　一目見ただけでは分からなくて、俺は入れ物を傾けたり、片目で覗のぞき込んだりしてみる。

　そうして俺は十二分に観察を終え、




「────ああ、マジか……」




　馬鹿をやってしまったのだと気づいた。

　熱が背後に吹き飛んでいったような感覚だった。先ほどまで馬鹿みたいに盛り上がっていた俺だが、頭の奥は微かすかな興奮の名残を残して、静まり返っていた。

　後悔しても仕方がない。だけど、なぜ開いてしまったのかと後悔せずにはいられない。

　俺は慌てて蓋を閉め、陶器の入れ物を箱にしまい、紐ひもで括くくって元通りにした。

「お先に失礼しました。お次どうぞ──あれ、どうしたんですか？」

　シャワーから戻ってパジャマ姿の星ほし野のさんが俺の様子を見て心配そうに訊たずねてきた。俺ははっとして、「星野さんが使ったおっふろー！」と馬鹿みたいに明るく言って、風呂場へ向かった。

　熱いシャワーを五分ぐらい浴びただけで出て、随分早いんですね、と笑う星野さんに、俺カラスだから、なんて言って笑い、そして就寝となった。

　星野さんは布団に、俺は床の上で毛布を借りて包くるまった。一つ屋根の下で若い男女が寝泊まりするという状況でありながら何事かをしようという気は全く起きず、頭の中は先ほどの陶器のように白い。

「おやすみなさい」

「……うん、おやすみ」

　短い挨拶が終わると長い沈ちん黙もくが降りた。黙だまって天井を見て、何もない部屋のことを考え、そして星野さんが枕元に持ってきた恐ろしい程に清らかな白い箱のことを意識した。

「ねえ星野さん」と俺は口を開く。「この前学校休んでたけど、どうしたの？」

　訊ねると、短い間を置いて星野さんは言った。

「色々と忙しくて、それで」

　短い返事だった。その一言だけで会話が途切れてしまい、再び静まり返る。

　聞かないほうがいいかもしれない。

　そう思いながらも、俺は聞かずにはいられなかった。

「その箱の中身──骨こつ壷つぼ、だよね？」

　星野さんは暗くら闇やみの中で、ぴくりと肩を震ふるわせた。

「見てしまったんですか……」

　責めるというよりはただ事実を認識しただけのような乾かん燥そうした声だった。

「ごめん……ちょっと、調子に乗っちゃって」

　それ以上何も言えず、星ほし野のさんの次の言葉を待つしかなくなる。

　間が開いた。長い沈ちん黙もくの後、ゆっくりと彼女は話し始めた。

「実は……母が亡くなりまして」

　彼女のか細い声は、思った以上に部屋に響ひびいた。

「全然知らなかった……」

「皆さんに心配かけたくなかったので、このことを知っている方々には口止めしていたんです」

「ああ、星野さんが休んでるとき担任の様子がおかしかったのはそういうことか。それでその……どうして、亡くなったの？」

「私の母はハムスターでしたので、もう寿命が来てしまいました。幸せなことに天寿を全うしたんです。二十二歳だったんですよ。すごいでしょう？」

「え、二十二？　それはほんとにすごいな」

　現代のハムスターの平均寿命は十八歳だったはず。ハムスターにとっての一年はヒュマが感じる一年よりもずっとずっと長いという話なので、つまり星野さんの母親は随分な長生きをしたということだ。難しい愛を成就させ、子供まで作り、長生きした後に看取られたというのだから、星野さんが言う通り幸せだったんじゃないだろうか。

　素行調査書によると、父親は海外勤務で年に数回しか日本に帰ってこられず、星野さんが生まれる際に父方の親戚からは縁えんを切られているため、頼たよれる人がいない。だからこうして納骨の日まで骨こつ壷つぼを持ち歩かなければならないのだろう。

　これから星野さんは、母親の声を二度と聞くことなく生きていかなければならないのか……。

「覚悟していたとはいえ、やっぱり辛いものですね。家族を失うというのは。私は一人っ子で、父親は海外勤務なので、本当に一人ぼっちです……」

　本当に竜たつ巳みさんがいてくれて良かった、と星野さんは言った。

「一人でも大丈夫、一人でも生きていけるってお葬式の日に母に宣言して、証明するために家を出ることを決めたんですけど、いざ引越しの日を迎えてみると急に寂しくなって、心細くなってしまいまして……いつだって母が傍そばにいてくれたのに、もう誰だれもいないなんて……」

　俺が来てくれて本当に安あん堵どしたと続けたが、口からは嗚咽おえつが漏れている。苦痛に押しつぶされて、彼女は泣いていた。

「そういうことか……」

　色々と合点がいった。今日はどこか強引だなと思っていたけれど、寂しさの表れだったようだ。母への証明と彼女は言ったが、引越し自体もきっと同じことだろう。思い出が詰まった実家でたった一人で生活するのは、当事者ではない俺ですら想像するだけで辛い。だから、本当は逃げるようにして家を出てきたのではないだろうかと思う。本人は気づいていないかもしれないけれど、公園で実家に戻ろうと提案したとき、彼女はとても悲痛な表情を浮かべていた。

　星ほし野のさんはこちらに背中を向け、泣き顔を見せまいとしている。小柄だというのに余計背中が小さく見えて、消えてなくなってしまいそうだった。

　俺はしばしその背中を見つめる。

　家族の死や見せつけられる迫害に苦しみ、堪こらえられずにいる彼女に俺はこうすることしか出来なかった。

「……そっちの布団、入っていい？」

「え……………………えっ!?」

　ガバっと跳ね起きた彼女のすぐ傍そばに、すでに俺は移動が完了していた。「だ、駄目です！　いけません、そんなことっ！」と慌てて上体を起こした。

「毛布だけじゃあ寒いんだ……人肌を、温かい人肌をおくれ……」

「や、やめてくださいっ！」

「とか何とか言って、俺を招き入れたのはそういう目的があったからでしょう？　こっちはバッチ準備オッケーですぜ！」

「な、何ですかそういう目的って！」

　じりじりと近づいていくと、彼女も掛け布団を盾にしながら後退していく。「いい加減にしてください！」と突き飛ばされて床に転がってから、俺は笑い声を上げた。

「ちょっとは元気出た？」

　きょとんとしていた星野さんはそれを聞いて、「もう」と呟つぶやいて表情を緩ゆるめた。

　落ち着きを取り戻し目元の涙を拭うと、「少し楽になりました」と言って星野さんは横になった。

「星野さんはさ、一人じゃないよ。クラスのみんながいるじゃないか。まだぎこちないけど、でもそのうち寂しさを感じなくなる程仲良くなっていくさ」

「そう……ですね。ええ、そうですよね」

　微笑ほほえむその姿に俺はほっとする。余計傷つけないか心配だったけど、アホな行いが功を奏したようだ。これ以上彼女の泣き声を聞くのは辛い。だからこうしてリラックス出来たようで、俺も楽になった。

　だから油断していた。

　そんなときに彼女は言った。

「優しいですね、竜たつ巳みさんは。いつも人のために何かをしようと一生懸けん命めいで、本当に尊敬します。私はあなたみたいに強くなりたいです。どうしたらそんなにもみんなのために頑張れるんですか？　私はいつも自分のことばかりです……」

　その瞬しゆん間かん、俺は体と心を堅くした。表情も凍りついてしまう。

　俺は答えられない、というより答えたくないこの質問にどう答えたものかと黙だまって彼女の次の言葉を待った。

　しかしすぐに星ほし野のさんから寝息が聞こえてきた。見れば彼女はこちらに顔を向けたまま目をつぶっていた。気が抜けた瞬しゆん間かんに、疲れが一気に押し寄せたのかもしれない。

　俺はゆっくりと大きく息を吐き出した。鼓動が早い。

　俺も目を閉じる。焦った心を落ち着かせ、静かに彼女の寝息を聴きいた。様々な感情が乱れ混じって、自分が今どんな感情を抱いているのかすらよく分からない。ただはっきりしているのは、行動力の源泉への追及を免れたことへの安あん堵ど感と、使命感だけが決然と胸の底にあった。

　俺はそっと立ち上がり、彼女の背中を見つめる。

　そして彼女に向かって──頭を下げた。

「ごめんなさい……星野さんが苦しむのは俺のせいなんだ……俺が生まれなければ、こんなことにはならなかったんだ……」

　ふと思う。もし星野さんがヒュマか、またはアニマとして生まれてきていれば、こんなにも苦しむことはなかったんじゃないのか。

　もし彼女がヒュマの両親の元で生まれたのなら、母親との別れをこんなにも早く経験することもなく、何も気にすることなく町で買い物が出来て、学校に行って、友達と遊んで──はたまたアニマとして生まれていれば、ヒュマより早く訪れる死をその種の摂理として受け入れることが出来、迫害のない世界で自由に駆け回って、狩りをして──そんな生活があったんじゃないのだろうか。

　もし学校がなくなってしまったら……星野さんの居場所はどこに残るのだろう。

　家族を失って、住処すみかさえ手に入らなくて、一体彼女はどこに行けばいいのだろうか。

　そういったことを考えると、俺は──




　……顔がにやついて、仕方がない。




「バカ、何笑ってんだ、俺……」

　あまりにも不ふ謹きん慎しん過ぎる。そんなことは分かっている。

　でも、なかなか笑みは収まらない。

　彼女の不安定な立場、苦痛は俺に責任がある。だから、彼女──いや、ミクス全てか──を襲おそう差別などをどうにかしなければならない。

　そうしなければならない『責務』が俺にはあるのだ。

　そして今この時、それを果たすべき時だ。

　俺はやる気に満ち溢あふれ──溢れすぎて、笑みが止まらない。

「……すぅ……はぁ……」

　深呼吸をして、胸の奥の熱を逃がす。汗が頬ほおを伝っていった。何でこんなに汗を掻かいているのだろう。やる気に溢あふれ過ぎているからか？　……きっとそうだ。

　毛布を畳んで星ほし野のさんの布団の横に置き、荷物を背負い、音を立てないように家を出る。

　家屋の間を駆け抜けながら、脳裏に星野さんの笑顔を浮かべた。しかし俺はそれをすぐにかき消した。

　学校と星野さんを含めたＨクラスのみんなを絶対に守る。例えみんなに嫌われようと、どんな手段を使ってでも守る。頭の中をそのことで一杯にした。

　こういうときの最終手段というものが、俺にはある。何度もその手段を取って仲良くなかった人たちの手を繋つながせてきた。ただ、それはなかなか強引な手段だ。それをしなくても大丈夫ならしないにこしたことはないので、これまではＨクラスには使わなかった。

　だけど、今は急ぐべきだ。

「…………」

　つい溜ため息いきが漏れる。今日の星野さんが俺に向けてくれた笑顔、優しさ、明らかな好意を思い出すと、ボディーガードなんて言い出すんじゃなかったと思ってしまう。

　それらは今日で全てなくなってしまうのだから。

　でも、俺は俺の役目を全うしなければならない。

　それを思えば、仕方がないことだ。

　どうということでもない。










　　　　　　４




　夜は明け、朝になる。陽ひは昇り、集落を照らし出した。

　仕事へ行く者、遠いところにある学校へ行く者たちが姿を現し、集落に賑にぎわいを生んだ。

　小こ葉は夢むの部屋の向かいの扉が開かれ、まだ小学生のミクスが元気良く飛び出してきた。行ってきますという挨拶は近所中に響ひびき渡る。その小学生の元に何人かの同級生が集まり、騒さわがしくなる。

　すぐに小学生たちは去って行ったが、そのけたたましい声に刺激され、小葉夢の意識は夢から引き戻されつつあった。

「んん、もぉうるさいよぉ……いつも自分で起きれるって言ってるでしょ……お母さん……」

　お母さん。

　その言葉を口にして小葉夢は、はっと目を開けた。

　母は亡くなったはずだ。ではなぜ自分はお母さんと言ったのだろう。朦もう朧ろうとした頭は、嫌なこと全てが夢だったのでは、という錯さつ覚かくを起こすが、枕元には骨こつ壷つぼが入れられた箱が置いてあり、あっけなく期待は崩れてなくなった。

　見慣れない部屋での朝。誰だれもいない空間。

　小葉夢は、しばしぼうっとしていた。母が亡くなったこと、アパートから追い出されたこと、学校から遠く離はなれた地に逃げてきたことなどが脳裏を駆け巡った。

　途端、寂しくなり、不安になり、涙が零こぼれそうになる。幼い頃から覚悟はしてきたとはいえ、もう二度と母と言葉を交わすことが出来ないかと思うと、胸が破裂しそうに痛い。

　今にも、「おはよう、もう朝よ」と、トーンの高い母の声が耳元で聞こえてきそうだった。自分を起こすために、その小さな前足で頬ほおを叩たたく感触を鮮せん明めいに思い出す。

　小葉夢は急いで洗面所に行き、顔を洗った。出てきた涙は一緒に流してしまおうと思ったのだ。

　耐え切れそうにない苦痛がのしかかってくる。何度も何度も水を浴びても、その冷たさを上塗りするかのように涙は頬に熱い線を引いた。

「うっ……うぅ……」

　喉の奥から今にも悲痛な声が漏れ出しそうだった。

　しかし、そこで鳴った目覚まし用の携帯のアラーム音で学校のことを思い出し、堪こらえることが出来た。

　そうだ、私は学校へ行かなければならないんだ──そう思い出すと、胸の痛みがすっと和らいだ。

　武たけ辺べや犬いぬ井い──それに竜たつ巳みの姿が頭にある。学校に行けば、彼らに会える。

（私、一人じゃないんだ……）

　学校が今の自分の居場所だ。そこには友達がいて、自分は一人ぼっちじゃない。

　それを教えてくれた人がいた。

「そうだ、竜たつ巳みさん──」

　彼のことを思い出して洗面所から部屋を覗のぞいてみるが、彼の姿はなかった。貸した毛布は綺き麗れいに畳まれ、荷物もない。どうやらすでに家を出たらしい。

　寂しい気持ちはあったが、それでも学校に行けばまた会えるのだと思うと気持ちが楽になる。

　──ずっと心の支えとしてきた人と再会出来た。

　この奇跡を考えると、どんな苦悩にでも耐えられる気がした。

　小こ葉は夢むはもう一度顔を洗い流し、学校へ行くための準備を始めた。




　念のため、と思い早めに家を出たのだが、ホームルームの三十分前に到着してしまった。いつもは十分程前に登校していたので、静かな教室が新しん鮮せんだった。

「おはよう星ほし野のさん。今日は早いんだね」

　自分の席に着くと、すぐ近くの席の犬いぬ井いが話しかけてきた。

「おはようございます」と挨拶をしつつ、教室を見回す。「竜巳さんはまだ来てないんですか？」

「竜巳君？　今日はまだ見てないよ」

「そうですか……」

「どうしたの？　何か用事？」

「いえ、そういった訳ではないのですが」

「そう？　何だか残念そうだけど」

「残念？　そうですね、そうかもしれません」

　確かに犬井の言う通りかもしれない。小葉夢は竜巳に会えないことが残念だった。

　幼いあの日に出会った彼とこの学校で再会出来たこともそうだが、自分を支えてくれた力強い言葉を、竜巳が未いまだに胸に灯ともしていることが嬉うれしかった。ヒュマとミクスが手と手を取り合える世界を作るという言葉は嘘うそではなかったのだ。そんな彼を見ていると小葉夢は救われる思いがする。

　そして再会した今はすぐ傍そばで自分を支えてくれている。彼が傍にいると元気が湧いてくる。彼がいればきっとこの学校は上う手まくいく。そんな気がするのだ。だから早く竜巳に会いたかった。

　しかし竜巳は授業が始まった後も姿を見せなかった。一時間目、二時間目と過ぎていって昼休みになった。それでも彼の机は空っぽのまま。

　いつになったら来るのだろう、いつになったら会えるのだろうと小葉夢はじれったい思いをしていた。竜巳がいないことでくつろいでいるクラスメイトたちとは反対に、小葉夢は自身でも驚おどろく程に落ち着けなかった。

　だから、放課後になって彼が現れると思わず嬉うれしくて微笑ほほえんでしまった。

　竜たつ巳みはいつも通りの能天気さで、「やっほーこんにちはー！　おばんでーす！　皆さん元気してたー？　遅刻しちゃったぜ」と勢いよく扉を開けて教室に入ってきた。

　一いつ瞬しゆんにして教室が静まり返る。帰りのホームルームが終わったばかりで、クラスメイトはまだ全員揃そろっていた。その三十五人の視線を集めても、彼は気にするそぶりも見せず、堂々としていた。

　小こ葉は夢むは思わず立ち上がった。今日のクラスの良好な雰囲気を伝えたかったし、こんな時間まで何をしていたのかと問い詰めたくもあった。それらは全て彼に親しみを覚えているからこその気持ちの逸はやりだ。

　だが、声をかけようとしたときだった。

「はーい皆さん聞いてください。突然ですが、皆さんにはこれから鬼ごっこをして貰もらいまーす」

　竜巳は先日の席替えのように教きよう壇だんに立って、大声でそう言った。

「はあ、何だって？」

　武たけ辺べがすぐに食ってかかった。しかし竜巳は聞こえた様子もなく続ける。

「実は今この学校はとってもマズい状況にあります。廃校の危機です。このクラスのせいで塔とう城じようがなくなってしまいそうなんですねー」

　竜巳はポケットから折りたたまれた一枚の紙を取り出して、上部に書かれた『報告書』という文字を指で示した。

「この紙にＨクラスの現状を書かなければならないんだけど、今のところＨクラスの関係性は良いとは言えず、改善の兆しなし、と書かなければならないんです。それが非常にマズい。なので、みんなで鬼ごっこをしようと思います。仲良く遊んで、それで『みんなで楽しく遊びました』って書こうと思うんです」

　にこにこと竜巳はそう説明した。するとすぐに何人かの男子が鼻で笑った。

「俺らのせいで廃校の危機？　何だそれ」

「工作員のお前が言ったとこで信しん憑ぴよう性せいゼロ。何の罠わなだ、それ」

「本当にヤバくて助けたいと思ってんなら自分で好き勝手書けばいいじゃんか」

　好き放題言われて、それでも竜巳は笑みを崩さない。

「残念だけど他の調査員に監かん視しされてるんだよ。だからみんなに協力して貰わなければなりませ──」

「おい獅し子し山やま」

　竜巳の言葉を遮って武辺が立ち上がった。怒りやら呆あきれやらが入り混じった表情をしている。

「悪いが俺たちは拒否させて貰うぜ。そんな胡う散さん臭くせえ話を信じるほうがバカだし、本当だったとしても俺らには関係ねえことだ。俺らは高校生やりにここに通ってんだ。それが何で学校のために鬼ごっこなんてしなきゃならねえんだ？　お前の言うことが本当だったとしても、それは学校の運営やらＬＣＯやら、お前ら調査員の仕事だろうが。俺らを巻き込むんじゃねえ」

　クラス全体に白けた空気が漂っていた。

　帰ろう、という合図はなかったが、皆が皆ここには居たくないとでもいうように帰り支度を始めた。ああ、まただと小こ葉は夢むは思った。またこうして、先日の席替えのようにＨクラスは離り散さんしてしまう。竜たつ巳みがやっていることは決して間違っていないはずなのに、どうしてこうなるのだろうか。

　ここ数週間でクラスのみんなを引き止める力が自分にはないことを小葉夢は実感していた。ただ、何とか出来そうだと思う人物なら知っている。

　竜巳だ。クラスに工作員などという誤解が蔓まん延えんしているが、席替えを成功させたときのように竜巳なら何とかしてくれるはず。そう思い、小葉夢は救いを求めて竜巳を見た。

　だが、小葉夢はそこで目を疑う光景を目にすることになる。




「ハハ、馬鹿だなあ、お前ら」




　──目の前で何が起こったのか、その派手な音が耳を突き抜けるまで理解出来なかった。

　竜巳は実にリラックスしていた。

　息をするのと同じように、それが当たり前といった様子で足を上げ──

　そして思い切り近くの机を蹴けり抜いた。

　ガダンッ、と鼓膜を揺さぶる派手な音が連続で鳴った。

　机は軽く宙を浮き、教室の中央を跳ね、回りの椅子や他の机を撒まき散らしていく。

　幸いなのか、それとも狙ったものなのか──机が蹴り飛ばされたところに人はいなかった。しかし、誰だれもが驚おどろいて言葉を失っていた。

　音が止やみ、教室に静けさがやってきたところで、ようやく小葉夢は我に返った。

　彼は……何をした？　クラスメイトの机を蹴り飛ばさなかったか？

　見れば近くに立っていた机の持ち主は可哀かわい想そうな程に怯おびえている。身を縮めて後ずさった。

「おい……おいおいおいッ！　獅し子し山やま、てめえ何しやがるッ!!」

　武たけ辺べが怒鳴る。彼の声は静まった教室に良く響ひびいた。

「信じるも信じないも自由だ。だけど一応言っとくよ。さっき言ったことは本当だ。本当に、お前らの行き場がなくなるピンチだ」

　竜巳は先ほどとは打って変わって気味の悪い歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「つまりだ。全てはこの報告書にかかってるって訳。お前らの未来は俺にかかってるんだよ」

　分かった？　オーケー？　と竜巳はみんなに語りかけた。

「それで、だ。俺はこの学校を無くしたくないと思っている。ここが無くなったら調査員でいられないからな。世界で最後の共学校な訳だし。はあ……そうなったら色々ともったいないんだよなぁ。調査員ってさ、入学費用に授業料全部ＬＣＯ持ちで、しかも単位がどうだろうが最初に割り当てられた特定クラスの調査のために絶対進級出来る仕組みなんだよ。せっかく手に入れたそれらの特典を手放すのは惜しいんだよねぇ」

　そう言って溜ため息いきを吐つく竜たつ巳みを見て、小こ葉は夢むは夢でも見ているのかと思った。

　あまりにも自分が知っている竜巳からかけ離はなれていた。

　昨晩のあの優しかった彼は、一体どうしてしまったのだろうか。

「しかしやる気なく鬼ごっこをされても意味がない。さっきも言ったけど、見たままのことを報告しなければならないからな。まあでもやる気ないのは予想していたんだよね。てことで、お前らがどうしたらやる気を出すか考えてみたんだ」

　そう言って、パンパンと竜巳は手を叩たたいた。

　すると廊下から、帽子やサングラス、マスクなどをつけたいかにも怪しい風体の男たちが五人ほど入ってきた。五人は辺りを威い嚇かくしながら犬いぬ井いの傍そばへ行き、彼をロープで縛しばりつけるとどこかへ連れ去って行ってしまった。

　あっという間の出来事で、犬井はぽかんと口をあけたまま悲鳴すら上げず、置物のようだった。それは彼だけではなく、クラスの全員も動揺して同じような様子だった。

「おい……オイッ！　どういうつもりだゴラァッ！」

　最初に声を上げたのは、やはり武たけ辺べだった。武辺は立ち上がると怒鳴り声を上げた。しかし竜巳は怒鳴られても意に介すことなく薄うすら笑いを浮かべた。

「どう？　やる気出た？　ああでもヒュマの武たけちんにとってはミクスの犬井はどうでも良かったかな」

「テ、テメェ……犬井とは友だちじゃなかったのかよッ！」

「うーん？　はぁ？」

「ッ!!」

　キレてしまったのだろう。武辺は倒れていた犬井の椅子を蹴け散らしながら、竜巳に猛然と向かっていった。胸倉を掴つかみ、拳を振り上げた。

　そこで竜巳は報告書を武辺に見せつけた。武辺は戸惑いを見せて拳を止めた。

「あァ!?」

「言ったろ。俺はありのまま見たことを書かなければならない。いいのか？　殴って。もしここで俺が殴られたら、暴力事件発生と書かなけりゃいけなくなる」

「んだとぉ？　………………っ」

　武辺はゆっくりと力を抜いて竜巳を解放した。「卑ひ怯きよう者ものが！」と怒気に染まる口元から悪態が零こぼれ落ちた。

「何とでも言えよ。痛くも痒かゆくもないからさ」

　竜たつ巳みは不敵に笑い、「それじゃ鬼ごっこを始めよう。もちろん俺が逃げて、みんなが鬼だ」と場にそぐわない喜々とした様子で立ち去ろうとした。

「おい、待てよ！　犬いぬ井いをどうするつもりだ？」

「はぁ、何ですかね」

「犬井をどこに連れてったんだよ！」

「はぁ、犬井君？　何だよ、心配してるのか？」

「当たり前だ！」

「当たり前？　お前、ヒュマなのに？」

「ヒュマだから何だってんだ！」

　それを聞いて竜巳はさも可お笑かしそうに笑い始めた。ケタケタと不気味な笑い方だった。

「心配？　そんなの嘘うそだろ？」

「嘘じゃねえ、ホントのことだ！」

「嘘だよ、嘘。そんなの信じられないね」

「ホントだっつってんだろッ！」

「ふーん？　武たけちんは昔、星ほし野のさんを虐いじめてたっていうのに？」

「そ、それは……」

「武ちん、お前が抱いている感情って、ただの偽善じゃないのか？」

　武たけ辺べが一いつ瞬しゆんたじろぐ。竜巳の言葉に小こ葉は夢むは幼い日のことを思い出した。夕日に染まる路地で、自分は武辺たちに足あし蹴げにされていた。

　その光景は今でも鮮せん明めいに思い出すことが出来る。しかし、決してトラウマとして残っている訳ではない。あの日から小葉夢は武辺と友達になったのだ。勇気ある第一歩を踏ふみ出した記念として──そして強く憧あこがれることとなった男の子との出会いの記き憶おくとして残っていた。

　しかし、今目の前にいる男は、あの日に出会った男の子なのだろうか？

「ああ……ああ、そうだよ。虐めていたさ！」武辺が吼ほえる。「だけど今はダチだ！　体の形が違おうと、星野の心は温かかった！　虐めてたってぇのによぉ、怪け我がした俺を手当てしてくれたんだよっ！」

「だから？」

「ああ!?　だから俺は星野と触れ合って、俺たちと何も違わないことに気がついたんだよ！　俺の親はミクスを悪人のように語ったがな、実際は違った！　俺は騙だまされてたってことに気づいたんだよ！　大人たちは自分たちの思想を何も知らねえガキに刷り込みやがる！　他人を傷つけちゃいけないなんて言うが、そう言った本人たちが他人を傷つけてんだよ！　俺はそれに納得がいかねえ！」

　教室の生徒たちの目に力がこもる。しかし竜巳は「ふーん」とどうでもよさそうに鼻を鳴らした。

「うーん、どうにも信じられない」

「て、め、いい加減に──」

　我慢の限界が来た武たけ辺べが殴りかかろうとしたときだった。

「信じられないから」と竜たつ巳みは人差し指を突き出した。「信じさせてみろよ。俺を捕まえられたら犬いぬ井いも返すし、武たけちんの言うことも信じる」

「はあ？　それ、どういう……？」

「だからミクスと一緒に仲良く鬼ごっこしてみせろって言ってんだ。全力で逃げるから、必死になって追ってこいよ。本当に犬井を助けたいと思うならさっさと捕まえてみろ」

　竜巳はそう言うと、尻を武辺に向け「鬼さんこーちら！」と尻を叩たたき、教室を飛び出していった。

　教室はしばし静寂に包まれた。思いがけない展開に思考がついていっていないのだ。

　だが、「ふ、ふざけんじゃねぇぇぇッ!!」という武辺の怒号がみんなを立ち上がらせた。

「こんなふざけたことが許されるか！」

「ムッカー！　あいつマジむかつくんですけどー！」

「おい、みんな行くぞ！　とっつかまえてボコボコにしようぜ！」

「待て！　暴力は止やめよう。まだ学校始まったばっかりだってのに、報告会だか何だかで悪評を伝えられたら、本当に何かマズいことになりそうじゃないか？」

「じゃあどうすんだよ！」

「おい、鼻が利くやつ。犬井の匂い追えねえか？」

「スンスン……んーどれが犬井の匂いか分かんねえ。同じシャンプー使ってるやつ多過ぎ」

「癪しやくだけど、あいつの言う通りふん捕まえればいいんじゃない？　その代わり、どんなに泣いて謝っても捕まえるまで追いかけ回してやればいい」

　教室全体が沸いた。一人の悪に怒りを覚え、皆の心が結束した瞬しゆん間かんだった。

「オッシャ！　犬井を助けっぞ！　そして俺の──いや、俺らの心を分からせるッ！」

　武辺の合図とともにクラスメイトたちは扉へとなだれ込むように廊下へ飛び出していった。目的はみんな同じ。獅し子し山やま竜巳を捕まえる。ただそれだけだ。

　遠くなっていく怒号を聞きながら、小こ葉は夢むは誰だれもいなくなってしまった教室に一人残された。

「……竜巳さん」

　ぽつりと呟つぶやいた名前にどんな気持ちを込めたのか、小葉夢自身、分からない。




　　　　　　ё




　背後から怒声が響ひびいてきたので振り返ってみるが、まだ誰も追ってきてはいないようだ。ふぅと息を吐く。いやぁ悪役も大変だ。怒鳴られるし、殴られそうになるし。武たけちんが恐過ぎるんだよまったく。

　殴られそうになったときなど焦る場面もあったが、まあしかし、上う手まく流れは作れた。

「──ということで犬いぬ井い。俺と知り合ったことが運の尽きだと思って許せ」

　俺は廊下を走りながら携帯に向かって話しかけた。電話は犬井と繋つながっている。

『はぁ……ほんとに驚おどろいたよ。一体これはどういうことなの？』

「詳しくは話せないんだけど、調査のほうで雲行きが怪しくなってきたんだわさ」

『え、ほんとに!?　……だわさ？』

「ということで勝手ながら犬井にも協力して貰もらう。ちょっとした計画があるんだ。お前を拉致したのもその計画の一部だ」

『そ、そうなんだ。うん、もちろん協力するよ。何をすればいいの？』

「とりあえず、俺がその危機を回かい避ひしようとして酷ひどいことしたり酷いこと言ったりしたってみんなには言わないでくれ。たぶん俺という悪に立ち向かうために結束してるだろうからさ、演技だってバレたら興ざめだ」

『う、うん、分かったよ。他には？』

「女の子に変身してメイド服を着て俺の帰りを待っていてくれ」

『うん、絶対に嫌だ』

「胸パッドは必要ないからな」

『やんないよ？　絶対にやんないからね!?　っていうかまず女の子に変身出来ないよ！』

「うーん、去勢？」

『真剣な声で怖いこと言わないでよ！』

　と、背後から十数人ぐらいの足音とともに熱烈ラブコールが聞こえてきた。

「そろそろ切るぞ。とりあえず今はお前にして貰うことはない。ただ大人しくそこにいるヤンキーさんたちと遊んでて」

『この人たちほんとにヤンキーさんなの？　妙に親切なんだけど』

「気にすんな。それじゃあまた後で」と言って携帯を切ってポケットに仕し舞まう。

　さてこれからが本番だ。

「──んの、クソ野郎ッ！　待ちやがれ！」

　武ちんの怒声が背後から追ってくる。今ここは俺たち一年生のフロア、四階の端っこだ。ということはＡクラスを除いた他一年のクラスの前を走り抜けたということになる。

「よし、待ってやろう」

「はっ!?　なっ、急に止ま──」

　突然走るのを止めて横に避よけると、武ちんとその他何人かが俺を抜き去ってごろごろと転がり倒れた。そして彼らはすぐに立ち上がると俺の前に立ち塞がる。背後から遅れてきたメンバーが到着し、挟まれた形になった。

「やあ武たけちん。やっぱりお前が俺の前に立ち塞がるんだな。何となくそんな気はしてたけど」

「御託はいらねえ。犬いぬ井いを返せ！」

　叫びながら、武ちんが飛びかかってくる。

「待てよ。落ち着けって。タックルだって十分な暴力だろ？　いいのかなぁ、報告書」

　武ちんのタックルを避さけ、懐ふところから報告書を取り出して見せつける。

「んだと？　オメェを捕まえたら犬井を解放するんじゃなかったのかよ！」

「もちろんそのつもりだ。だからロープとかそういうの持ってきなって。暴力じゃなくて捕ほ縛ばくが目的って誰だれから見ても分かるような」

「ロープだと？　ちっ、ここは俺らが引きつけておくから、何人か縛しばるもの持って来い！」

　武ちんの指示を聞いた周りのやつらは目配せし、俺を引き止める役と捕縛道具を取りに行く役に分かれ、すぐに行動に移った。武ちんを含む何人かがこの場に残る。

「なあ武ちん。何でそんなに必死なんだい？」

　周囲に人が集まり始めているのを確認し、俺は問いかけた。

「あぁ？　仲間がピンチだからだろうが！」

「仲間？　武ちんってそんなに犬井と仲良かったっけ？　多少会話する程度でしょう？　出会ってまだ数週間しか経たってないのに仲間だなんて笑わせる」

「時間なんて関係ねェんだよ！　この学校に入学した、それだけで俺らは仲間だ！　俺たちは歩み寄るために、傷つけ合ってきた歴史をぶっ飛ばすために集まった仲間なんだよ！」

「はは、傷つけ合ってきた？　違うだろ、ヒュマによる一方的なリンチだ。ミクスは迫害され、居場所など最初からなかった。だからミクスはこの学校に居場所を求めて来たんだ。歩み寄るためなんかじゃないさ。逃げ込んできたんだよ。歩み寄ろうとしているのはヒュマだけだ。ヒュマは結局のところ、立場の弱いミクスを救ってやろうと善人を気取ってるんだろ。偽善だよ、偽善。武ちんが行おうとしているのは偽善さ」

「違う！」

　叫び声が上がる。しかしそれは武ちんのものではなく、横にいた柴しば山やま君が言ったものだった。

「武辺は偽善者じゃない。大体こいつは遊ぶことばっかで、差別をなくそうとかそんな大層なこと考えちゃいないんだ。もちろん何の躊ちゆう躇ちよもなくサッカーに誘ってくれたときは驚おどろいたし、心底嬉うれしかったさ。だけど武辺は偽善者なんかじゃない」

　柴山君がにやりと笑ってそう言った。隣となりで武ちんがむず痒がゆそうな表情を作った。

「それに俺たちはそんなにヤワじゃないぞ。居場所は少なかったけど、なかった訳じゃない。親切なヒュマの知り合いも一杯いるし、俺がこの学校に来たのだって、ただもの珍しさに興味を引かれたからだしな」

「へっ、まぁそういうこったな。俺たちはお前が考えてる程深く考えてないってことだ。普通に学校生活送ろうって、それだけだ。だっていうのに、お前みたいなクソ野郎が邪じや魔ましやがる。そんでもって俺らを侮辱して、挙句の果てにはこれだ。許せる訳ねえってもんだ」

　武たけちんの言葉に周りのやつらの士気が高まっている様子。目に力が滾たぎっている。

　俺はこっそり周囲に視線を巡らせた。帰宅前の生徒たちが野次馬になって俺たちを窺うかがっていた。よし、今のやり取りをしっかり聞いていたことだろう。作戦は順調だ。

　ばたばたと何人かが駆けて来る音が聞こえて、縄なわ跳びやらガムテープなどを持ったクラスメイトたちが戻ってきた。ここでの目的は果たしたし、さてそろそろ逃げるとするか。

　俺はポケットに手を突っ込んで二つの風船を取り出し、即座に膨ふくらますと手を離はなした。

「うぉ、何だ!?」

　驚おどろいて飛びずさる武ちんたちの上を風船が滅茶苦茶な動きで飛び回る。そして風船の口から木材色の粉末が吹き出された。

「な、何、ゲホ、何だコレ!?」

「ふっふっふ、それはゴフっ、マタ、ゲホォッ、マタタ、た、へぇーっくしょーい！」

「お前も、コホッ、食らってん、じゃねーか！」

「ふん、この程度なら作戦に障害は、っくしゅん！　ないわっ！　それでは皆さん、さようなら！」

　そう言って一目散に逃げようとするのだが、「待てや！」「ぉうふっ！」武ちんが腰にしがみついてきて思い切り顔面から倒れ込んでしまった。

「～～ッ！　ってぇな武ちん！　暴力、ダメ絶対！」

「うるせえ、掴つかんだだけだ！　オラお前らも止めろ！　時間稼かせぎだ！」

　次々にその場に残った柴しば山やま君たちが飛びかかってくる。何とか片足を上げて立ち上がろうとするが、武ちんがそれを許してくれない。あ、やべ、一人の手がズボンの裾に引っかかってトランクスが露あらわに。近くにいた他のクラスの女子が悲鳴を上げた。

「おい何だ、何の騒さわぎだ？」と近くを通り過ぎたらしい男性教師が駆け寄ってきた。

「いやーん先生！　この人たちがぼくのズボン脱がしてくるんですぅ！」

「な!?　獅し子し山やま、この野郎っ！」

　武ちんが慌て出すが時すでに遅し。「おい、そこで何やってる！」と教師はすぐそこまで来ていた。「いや、これは！」と弁解し出す武ちん。その瞬しゆん間かん、力が緩ゆるんだ。俺は一度ズボンを脱ぎ捨て自由になった後、武ちんの腕からそれを回収して駆け出した。

「あ、くそ、獅子山てめっ！」

「ハッハー、今度こそサラバダー！」

　武ちんの怒号が聞こえるが、教師に捕まってしまったようだ。俺はズボンを穿はき直しつつ、余裕を持って逃げ出した。




　他のクラスと比べるとＨクラスのみんなは交流が少なく、どこかぎこちない。そして同種族で行動を取っているのが問題だった。

　ただ一つの点──俺を避さけるということに関しては、一致団結していたと言える。普段は同種族の集団で分かれて行動していても、『敵である獅し子し山やま竜たつ巳みから遠ざかろう』と意識下で繋つながっていた。ならば、その部分を刺激して見えない結束を表に引っ張り出してしまおうと俺は考えた。

　それがこの騒そう動どうの目的である。分かりやすく悪役を演じてみんなの怒りを煽あおり、鬼ごっこに持ち込む。そして学校中を駆け回る。ヒュマとミクスの二種族間が協力して何かを為なそうとしている姿を学校中の生徒に見せつける。そうすることで、権ごん太たが報告会の折にＨクラスの悪評を委員会の役員に流したとしても、全生徒に匹敵する証人を立ててそれを否定出来、Ｈクラスの関係性を説くことが出来る。

　強引だとは思うし転じて最悪な結果になりかねないが、そこは俺がどうにかするしかない。とにかく調査結果の報告会は間近なので、この大げさでありながら手っ取り早い手段に賭かけることにした。そういう訳で、本気で逃げているのではない。今は三階をのんびりと歩いていたりする。

　三階は二年生のフロアで、帰宅前の談笑やら部活の準備やらでそこそこ賑にぎわっている。窓の外を窺うかがっている人がいて何だろうと思えば、換気のために開けられている窓の外から上階のＨクラスたちの慌しい様子が聞こえてきていた。

　手近な教室に入って扉を閉め、陰に移動する。そのすぐ後に教室の前を何人かが走り去って行った。

　ここにいるのになぁと内心でほくそ笑んでいると、「えっと、誰だれ？　下級生」と声をかけられた。すぐ傍そばの机に集まっていたヒュマの女子生徒たちが訝いぶかしげにこちらを窺っていた。

　さてどうしたものか、このままもう少し隠れているつもりなのだけど──というのも俺の姿を見失えば、自分たちがいる場所、探した場所などの情報を共有するため、今まで不足していたコミュニケーションが生じるはずだ。なので、もうしばらく隠れて様子を見つつ姿を現して引っ掻かき回すつもりなのだが、どうせ隠れている間は暇なのだから上級生たちの二種族間の関係を調査するのもいいかもしれない。

「ああ、お気になさらず。すいませんお姉さん方、ちょっとお話を伺わせて貰もらえな──」

　と、美人先せん輩ぱいたちと優雅な放課後の談笑と洒落しやれ込もうとしていると、

「──いや、ここでマタタビの臭いが途切れてて……あっ！」

「おっ!?」

　柴しば山やま君と他数名の男子が教室の扉を開いてきて、ばったり目が合ってしまう。「おい、いたぞ！」と柴山君が叫ぶやいなや俺は反対側の入り口へ向かって走り出した。

「そっち行ったぞ！　岩いわ鳥とり、頼たのむ！」

　そんな叫び声が聞こえてきたときにはすでに廊下に飛び出していた。

「ハハハ、そう簡単には捕まらんぞ！」

　上級生たちの間を縫ぬってとにかく駆ける。反応が良かったおかげで柴しば山やま君たちを一気に引き離はなすことが出来た。

　みんなまだまだだな、なんて余裕ぶっていたのだが、「ん？」前方で何やら正座して目を瞑つむっている男子生徒が一人──岩いわ鳥とり君だ。

　何してんだ？　と訝いぶかしんでいると、突然岩鳥君はカッと目を見開き、

「チェストォ！」

「へ？　おわっ！」

　脇に置いていた竹刀を握ると一いつ瞬しゆんで踏ふみ込み横一線に切り込んできた。間一髪、膝ひざをついてリンボーダンスのように仰のけ反って躱かわしたものの足を止められてしまう。

「お、おいおい、暴力はダメって言ったでしょうが！」

　立ち上がって報告書を取り出し見せつけるが、岩鳥君は全く気にした様子を見せず、素人目にも熟練されていると分かる体たい捌さばきで竹刀を構える。

「そんなもの記き憶おくが飛ぶ程痛めつけた後、偽装すればよかろう」

「何しれっと恐ろしいこと言ってんの!?」

「さあ覚悟するでござる！」

「いやでござる！」

　振り下ろされた上段攻こう撃げきを避さけて俺は背を向け全力疾走。岩いわ鳥とり君はそんなに足が速くはないらしく、物の数秒で差が開きつつあった。

　しかし、逃げ切れるか？　と背後を振り返り、「ええ!?」驚おどろくべきものを目撃してしまう。

　掲示板のちょっとした出っ張りや窓枠に取りつけられた落下防止のパイプを蹴けり、時には蛍光灯を掴つかんでターザンのごとく廊下に溢あふれる帰宅間際の生徒たちの頭上を飛び越えてくるやつがいた。

　長いもみあげに、短髪頭。戦場を渡り歩いてきたような戦士の顔つき。猿のミクスの猿さる斗と日び君だ。猿斗日君は俺の頭上を飛び越える瞬しゆん間かん、くるりと体を回転させると手裏剣やらクナイを投げつけてきた。俺を止めるためなのか、それらは俺の目に投げつけられた。──って、あれ？　手裏剣とかクナイ、床に刺さってるんですけど！

「お、おいおい猿斗日君！　殺す気か!?」

　一歩下がって見上げると、猿斗日君が蛍光灯に尻尾を巻きつけバランスを取り、まるで天井に立っているかのように腕組みしてそこにいた。いやいや、幾ら何でもおかしいだろ！　何これ夢でも見てるのか？　祖先が忍者だと素行調査書に書いてあったけど、だからって天井に張りつくって！

「心配ない、ゴム製だ」

「嘘うそつけ！　床に刺さって──あれ、ほんとにゴムだ。もしかして忍術ってやつ？　すげーなぁって、まてまて、忍術とかどうとか関係なく危ないだろ──っとぉ!?」

　猿斗日君に構っている間に後続が追いついたらしい。気配を感じて横っ跳びすると、一瞬前まで居た場所に竹刀が振り下ろされていた。

「ちっ、勘の良いやつでござる」

　岩鳥君がすれ違い様にそう呟つぶやくのが聞こえた。

　猿斗日君が天井から降りてきて岩鳥君と並んで構えを取る。後ろには柴しば山やま君たちも迫っているし、これはマズイ。
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　背後の様子を窺うかがおうとしたその瞬間を見逃さず、猿斗日君がどこかに隠し持っていたらしい先端に錘おもりが取りつけられたロープを投とう擲てきした。はっとしたときにはロープが足に巻きつき、引っ張られて仰向けに転んでしまう。「かかれい！」「おう！」と、そこをすかさず背後の柴山君たちと岩鳥君がガムテープやら縄なわ跳びやらを手に突っ込んできた。

「こなくそ！」

　などと悔しがってみるが、しかしこういったピンチを予想していなかったはずもない。懐ふところから取り出すのは、中でたっぷたぷと液体が音を鳴らす円筒形のボトルである。

　それのキャップを外し、

「食らえぃ、忍法・潤じゆん滑かつ水すい流りゆう弾だんの術!!」

　思い切り中身のローションをばら撒まいた。

「な、何でござるかこれは!?　お？　おおお!?」

　頭からもろに浴びた岩いわ鳥とり君は足を滑らせ転んでしまい、「おおぉぉぉぉぉぉ──!!」と叫び声を上げ、腹這ばいのままペンギンよろしく滑って廊下の奥へと消えていった。他の連中も次々と足を滑らせ身動きが取れない。

「くっ、忍術の真ま似ね事ごととは、笑止ッ」

　などと岩鳥君の巻き添えでローションまみれになっていた猿さる斗と日び君が悔しそうにしている。手も尻尾もぬるぬるで蛍光灯や窓枠を伝って移動することは出来ないはずだ。

　足に巻きついているロープを外し、一跳びでローションゾーンを飛び越える。そのまま猛ダッシュで中央階段へ。

　そのまま二階へ逃げ込もうとするのだが、誰だれかが立ち塞がってきてぶつかってしまう。

「──っと、豪ごう沢さわ君か」

　ゴリラのミクスだけにがっしりとした体格をしており、なおかつ背が高いものだからまるで壁かべのようだ。そのごつい顔で見下ろすようにして俺に向いている。

「悪いけど通して貰もらうよ」

「…………」

　さっ、と豪沢君の右サイドを避よけて通ろうとすると大きな左手で塞がれ、逆を通ろうとすれば右手が邪じや魔まをする。

「むむ、ならこれならどうだ！」

　再び右へ──と見せかけて股下にダイブする。豪沢君は完全に釣られて体が右に寄っていた。完かん璧ぺきなタイミングだった。

　しかし、「あれ？」股下にダイブしたのは良かったものの、途中で襟えりが引っ張られて宙吊づりになる。豪沢君が咄とつ嗟さに俺のブレザーを掴つかんで持ち上げたようだ。

「…………」

「…………」

　吊つられた状態で持ち上げられ、目の前に厚い唇に彫りの深い豪沢君の顔が。じぃ、っと深い眼がん窩かから眼まな差ざしが送り続けられる。「ま、まるで猫の親子だね」と冗談を飛ばしてみるが、豪沢君は無反応だった。

　豪沢君は俺を宙吊りにしたまま階段を上がり始めた。いかん、始まったばっかりなのに終わってしまう。

　そうはさせるかと俺は体を捩よじってブレザーから抜け出し、着地。三階の廊下に戻り、やってきたほうとは逆の東階段へ全力疾走。

　豪沢君が俺のブレザーを片手にすぐに追いかけてくるが動きはゆったりだし、大丈夫だろう。

　──と、思ったら案外足が速い。それに俺は廊下にいる上級生たちを躱かわして走っているのに対して、豪ごう沢さわ君はその巨体のせいか周りの人たちが勝手に避よけてくれるので最短距きよ離りで迫ってくる。

「避けて避けて──！」と叫びながらさらに俺は足を早めた。東階段まで辿たどり着けば逃げ切れる手段がある。

　すぐ背後にブルドーザーのような豪沢君の圧力が迫ってきたとき、どうにか東階段の踊り場に駆け込んだ。壁かべ際の小さなアルミの扉を開く。中に防火シャッターを下ろすレバーがあった。扉には普段鍵かぎがかかっているのだが、昨晩忍び込んでこじ開けておいたのだ。

　レバーを下ろすと、ブー、とブザーが鳴り、シャッターが下りる。豪沢君の巨腕が今にも俺に掴つかみかかろうとしていたが、その寸前でシャッターが下りきった。

　ガシャン！　と豪沢君がシャッターにぶつかったらしい爆ばく音おんが鳴る。随分と派手な音だった。

「おーい、豪沢君！　大丈夫か？」

　問いかけるが何も反応はなかった。もしかして頭を打って気を失ったとか？　そうだとしたら大問題だ。

「なあ、聞こえてるか！　聞こえてるなら返事を──」

　と、シャッターに近づいたとき、バンッと何かがシャッターを突き破り飛び出してきた。

「え、ええ、腕ぇ!?」

　ぶっとい豪沢君の腕がまるで粘土のようにシャッターを突き抜けていた。豪沢君は腕を引っ込めて開いた穴から俺を窺うかがうと、易やす々やすと穴を引きちぎるようにして広げていった。

「嘘うそだろおい！　ゴリラのミクスだからって無茶苦茶過ぎるだろ!?」

　穴を乗り越えてきた豪沢君がぐっと親指を突き出してくる。

「いや褒ほめてねえよ！　それより豪沢君、これマズいよ。こんな穴開けたら防火機能損なっちゃうじゃん。しかも結構高価なもんだろこれ」

「…………」

　豪沢君はやはり無言に無表情で、頭をぼりぼりと掻かいた。そしておもむろに背を向けるとシャッターの穴の縁ふちに手をかけぐっと力を込めた。ささくれ立った切れ目が平らになっていく。

「お、すげえ元の形に直せそうじゃん！　その力があれば凹凸も再現出来そうだな」

「…………」

　ぐっと親指を立てる豪沢君。それにしてもすごい怪力だ。シャッターが見る見るうちに修復されていく。

　後ろで見ていて感心しっぱなしだった。しかし何だろう、何かを忘れているような……ってそうだ逃げなきゃ！

　だがしかし、俺を追いかけていた豪沢君はシャッターの修復に夢中だった。俺はこっそり豪沢君の傍そばに落ちていたブレザーを取り、「終わったらレバー戻してシャッター上げといてね」と言い残して背を向け階下へこっそり歩き出す。

　豪ごう沢さわ君は俺に背を向けたまま片手で親指を立てていた。




「うーん、マタタビ臭い……」

　豪沢君の手から逃れ、ブレザーに腕を通しつつどこに隠れようかと二階を探索していたのだが、先ほど柴しば山やま君がピンポイントで見つけたことと臭いがどうとか言っていたのを思い出して制服を嗅いでみると臭いのなんの。マタタビ粉を俺も頭から被かぶってしまったせいだ。これは鼻の効くミクスには簡単に見つけられてしまう。どうしたもんだろうか、これ。

　マタタビ臭の対策に悩んだまま歩いていると、いつの間にか廊下の反対側の西階段付近まで来てしまった。すぐ目の前に職員室があり、そこから二人のヒュマの男性教師と一人のミクスの女性教師が出てきた。何やら慌てた様子だ。

「まったく、どうしてまた三階のシャッターが下りたのかしら」

「さあ。きっと生徒のいたずらでしょうな」

「それより未み華け先生。今日はマタタビ嗅ぎに行かないんですか？　私ら二人で十分ですから行ってきたらどうです？」

「え、やだ知ってたんですか!?」

　ミクスの女性教師──未華先生が何やら慌てている。マタタビを嗅ぐってことは猫のミクスなんだろう。三毛猫みたいな頭してるし間違いなさそうだ。

　授業に遅れないよう程々に、と男性教師は言い残して俺の横を通って東階段へ向かっていった。未華先生が顔を真っ赤にして、「は、恥ずかしい！」と悶もん絶ぜつしていた。

　いいことを思いついて思わずニヤリと笑う。俺は気づかれていないうちにポケットからマタタビの入ったポリ袋を取り出し、爪で小さな穴を開けて床に置いた。

　そして中央階段の踊り場まで戻り陰に隠れて様子を窺うかがう。するとすぐに未華先生は廊下に置かれたマタタビを見つけた。

「こ、これはマタタビ！　何でこんなものがここに……ああどうしましょう。落としものとして届けたほうがいいのかしら……でも今日はまだ一発もやってないしなぁ……だけどやりすぎで教頭に止められているし……でもでも、結局毎日嗅いじゃってるし、今日は持ってくるの忘れちゃったし……」

　尻尾をバッタバタ振りまくっている。葛かつ藤とうが渦巻いているのだろう。猫は犬と違ってイラついているときやストレスにさらされているときに尻尾を振る。

　しかしすぐに尻尾をピンと立てると、「バレなきゃオッケー！」と自己解決してスキップしながら西階段を下りていった。先生がどこでマタタビを堪たん能のうするかは知らないが、ある程度臭いを学校内に撒まき散らしてくれるだろう。開けておいた穴から粉末がこぼれるなり臭いが漏れるなりするはず。これで少しは攪かく乱らん出来る。

「ん？」

　さて移動しようと思ったとき、ふと誰だれかの気配を感じた。背後を振り向くが誰もいない。二階は文化部部室と職員室しかなくてこの時間はがらんとしている。横の窓の外を覗のぞくが鳥の影かげ一つない。

「ううん？　何だろうか？」

　何か怪しげな気配を感じて警戒していると、上階から足音が響ひびいてきた。急いで中央階段の踊り場内にある用具倉庫みたいな部屋に隠れ、扉を小さく開いて隙間から廊下を窺うかがった。

　すぐに武たけちんが物凄すごい形相で現れた。気づかれたかと冷や汗が出るが、武ちんはきょろきょろと辺りを見回しているのでそうではないようだ。後を追ってきた柴しば山やま君に、「臭いはどうだ」と武ちんが訊きくと、「ダメだ。一階までマタタビの臭いが充満してんだよ」と柴山君は困惑した表情を浮かべている。

　しばらくして二人はどこかへ走り去って行ったが、安全のために出て行くのはもう少し待ってみることにした。耳を澄すませて動きを探る。

　と、そのとき、また背後で何かの気配があった。振り返るが……誰もいない。狭い室内にあるのは、壁かべ際の紙束やらチョークの予備などが置かれているスチール棚があるぐらいで他は何もなく、人が隠れるスペースはない。

　扉から離はなれて用心深く室内を確認してみるが変わったところはない。となると、奥の壁にはめ込まれている窓しか疑うものはない。

　窓を開けて外を覗いてみる。見えるのは広いグラウンドとランニングしている部活生ぐらいで何もない。

　うーん、気のせいか？

　──と思ったら、いきなり頭上からにゅっと逆さの生首が現れた。

「ほ、ほわッッ!?　ね、猫ねこ衣いさんか!?」

　思わず悲鳴を上げて飛びずさると、生首改め猫衣さんは「ニャヒヒヒ！」と不気味に笑うと首を引っ込め、開いた窓から華か麗れいに飛び込んできた。

　勢いでスカートが思い切り捲めくれて結構えぐい下着が丸見えになった。それに目を奪われて迫る靴底を躱かわせな──ぐふぅ！

「痛ってえええ！　もうお前ら何なの人の話聞いてよ!!　周りに人いないからいいけどさ、こういうの目もく撃げきされたらまずいって──あれ？」

　文句を言うために起き上がろうとして失敗してしまう。何やら急に身動きが取れなくなってしまった。見れば手の早いことに猫衣さんがせっせと俺にロープを巻きつけていた。

　ぎゅっと締しめ上げられ床に転がされる俺。猫衣さんは「やったにゃー！　あたしが捕まえたにゃー！」とガッツポーズを上げた。

「げえ!?　嘘うそだろ、こんなとこでゲームオーバー!?」

「一等賞のあたしはどんな景品が貰もらえるのかにゃん？」

　毛糸玉にそうするように俺を手でころころと転がし遊びながら猫ねこ衣いさんは言った。

「んなもんあるか！　な、なあ猫衣さん聞いてくれ、ここで俺が捕まると都合が悪いんだ。これを解ほどいてくれ頼たのむ。世界の半分やるから」

「嫌にゃー。せめて七割は出してくれないと」

「それほぼ世界征服しちゃってるじゃん！　残存勢力も数で圧倒出来そうじゃん！　魔ま王おうもびっくりの図々しさだよ。それより猫衣さん、うっぷ、気持ち悪いから転がすのやめて……」

　ニャハハと笑うと、ゲロ吐きそうな俺の上に馬乗りになって怪しく微笑ほほえんだ。

「世界の代わりにあたしの質問に答えてくれたら考えてあげなくもないよん」

「マジで？　何でも聞いてくれ！」

　息巻く俺に猫衣さんは「ふふん」と鼻を鳴らす。

「さっきの教室のやつ、演技なんでしょ？」

「え!?　い、いやそんなことないですよ？」

「急に態度変わり過ぎなのよねん。バレバレにゃん」

「うっ……いや勘ぐり過ぎだよ。猫衣さんぐらいじゃない？　そんな風に考えてるの」

「そりゃそうにゃ。机蹴けっ飛ばされて驚おどろかされたら誰だれだって驚くよん。でもあたしはいつだってクールだからねん」

　にやにやと笑う猫衣さん。これはどうも騙だませそうにないな。

「このこと秘密にしといてくれない？　今せっかくいい感じに纏まとまってきてるからさ」

「いいけど、また何でこんなことしたのか教えてくれたらねん」

「何でって、教室で説明した通りだよ。報告書をどうにかしなきゃって話」

「そうじゃなくて、何でこんな手段を取ったのかにゃってこと。ぶっちゃけ、敵役やって追いかけられて罵ば倒とうされて嬉うれしそうにしてる竜たつ巳みっち、ちょっと不気味よん？」

「……嬉しそう？」

「もっとやり方があったと思うんだけどにゃ。竜巳っちも一緒に仲良く出来る方法がにゃん」

「仲良くって……俺が、みんなと？」

　何か不意を突かれたようで、うろたえてしまう。

　猫衣さんたちと仲良くするだって？

「あれれ、何か気に障るようなこと言ったかにゃ？」

「……へ？」

「何か汗すごいけど」

「え、な、別に何でもないよ。俺はいつも通りっすよ」

　そう言って笑顔を作り、それまで顔が強こわ張ばっていたことに気づいた。何なんだこの気持ち……やけに胸がざわつく。

「な、なあ猫衣さん。確か鰹かつお節ぶし好きだよな」

「鰹かつお節ぶし？　うん大好きよん。何で知ってるにゃ？」

「それは素行調査書で……って、そんなことよりだ。鰹節のパック、俺の胸ポケットに入ってるけど、欲しくないか？」

　そう問うと、「にゃに!?」と猫ねこ衣いさんは目を輝かがやかせた。

「せっかくだからプレゼントしようと思うんだけど、ほら、ロープに縛しばられているから取り出せないんだよ。だから解ほどいてくれない？」

「分かったにゃ！」

　え、いいのかよ！　という突っ込みをする間もなくあっという間にロープが解かれてしまう。きらっきらした目で、猫のミクスのくせにお座りなどしている。何て安い女なんだ……。

　猫衣さんの身体能力は侮れないと思って昨晩対策を立てたときに思いついた鰹節だが、念のためぐらいにしか考えていなかったのに効果はばつぐんだ。

　胸ポケットからどこのスーパーでも売っているパックを取り出して渡してやると、猫衣さんは「おひょお！」と訳の分からない声を上げてパックを開けると顔から鰹節を浴び、十八禁物に出てきそうなとんでもない表情を浮かべた。鰹節ってそんな精神に影えい響きようを及ぼす成分含まれてたっけ？

「ふう、もう大丈夫そうだな……ああ、そういえば猫衣さん。ずっと俺のことつけてたみたいだけど、一体どこに隠れてたの？」

「スーハー、スー、外がい壁へきの出っ張りを伝って、スー……フィィ」

「ああ、そうなの……お楽しみ中ごめんね」

　危ない薬でもやっているかのような陶酔感に溺おぼれる猫衣さんを尻目に、窓から首を出して頭上を見上げてみた。何本かのパイプが束になって外壁を走っている。そこを移動してきたというならとんでもないバランス能力だ。猿さる斗と日び君や豪ごう沢さわ君といい、最も早はや超人の域だな。

　そろそろ体育館へ行こうと思い扉へ向かうのだが、ノブに手を伸ばしたところで、ふと止める。

　何だか、猫衣さんの言葉が引っかかっていた。

「みんなと一緒に仲良く、か……」

　上う手まく、想像出来ない。まだ見たことがないＨクラスのみんなが笑顔で楽しくしている光景なら想像がつくのに、そこに俺を加えてみようと思うと、途端にぼやけてしまう。

　思えば俺は学校で集団に溶け込んだことがない。いつだって敵にまわってみんなを取りまとめようとして、それで俺はいつも──

「…………っ」

　ぶわっと汗が噴ふん出しゆつした。何か考えてはいけないものを考えようとしていたような気がする。しかし、それは何だろう？　俺は……そう、『責務』があって、それを果たさなければならなくて、誰だれかと、それこそミクスと仲良くだなんて、そんな資格はなくて──

「…………んん」

　何だか頭がごちゃごちゃしてきた。妙なことを考えてしまうし、いかんなこれは。気持ちを切り替えよう。とにかく今は起こした騒さわぎを綺き麗れいに纏まとめなければ。じゃないと何の感動もなくいたずらに気分を害する騒そう動どうになってしまう。

　二度顔を叩たたいて、いざ出陣！　と気合を入れたとき、気勢を削そぐような電子音が鳴った。床に転がっている携帯に着信があったようだけど、俺のではない。

「おーい猫ねこ衣いさん、携帯鳴ってるけど」

「ンハー、うるさいにゃぁっふん、今忙しいからお前が出ろにゃ」

「は、はい」

　キャラが崩ほう壊かいしつつある猫衣さんに怯おびえつつ言われたとおり電話に出てみる。

『もしもし、猫衣さん今どこにいるんだ？　こちらは今獅し子し山やま君を完全に見失って一度全員を集めて情報の統括を行っているんだが、君もこちらへ来れないだろうか』

「あーわりぃ、今トイレ」

『ん？　君は誰だれだ？　……ああ、もしかして獅子山君か？』

「いやだな新あら井い君。このあたくしの声を忘れたというの？」

『ふむ、猫衣さんの携帯に君が出るということは、そうか彼女はやられたのか。無事なんだろうな？』

　少しはつき合ってくれても、と思いながら猫衣さんの無事を告げる。しかし今の猫衣さんの十八禁顔を見てると本当に無事なのか不安になってくる。そろそろ鰹かつお節ぶし、取り上げたほうがいいかもしれない。

「それにしても新井君、ちょっと驚おどろいたよ。いつの間にみんなを纏めたんだい？　指令役を務めるなんて、ヒュマらしい頭脳プレイだね」

『……差別的な発言で気に食わないな。学校中を駆け回る体力がないからこんなことしか出来ないだけさ。しかしまあ、褒ほめていただいて光栄ですよＬＣＯの調査員さん』

「……はは、言うねえ。しかし俺を見つけられなきゃ何の意味もないってもんだ」

　嫌味に少しむっとして言い返すと、しばらくの間があった。向こうで何やらごちゃごちゃと話し声が聞こえる。

「おい、何だよ。急に黙だまっちゃって」

『いやなに、君の居場所の予測がついたもので、みんなにそれらしい所を教えただけだ』

「え!?」

『君の声、さっきから籠こもって聞こえていたんだ。閉へい鎖さ的な空間にいるのだろう？』

　見つけられなければ意味がない、だって？　と新井君は畳みかけてくる。

『捕まるのも時間の問題だ。それでは後ほど会おうか、獅子山君』

　クールに言って新井君は通話を切ってしまう。「ちょ、ちょっとぉ!?」と呼びかけても返事があるはずもない。

　こうしてはいられない。携帯を猫ねこ衣いさんのポケットにねじ込み、ついでに丸見えだったパンツも隠してやり、廊下に飛び出す。

　そして階段を下りてきた武たけちんとばったり出くわした。

「もう来たああ!?」

「うわ!?　何でズボン脱ぐんだよ!?」

　はっ、パニックになって思わず脱いじまった！　っていや何でだよ!?　動揺し過ぎだろ俺！

　しかし武ちんは突然の俺の奇行に怯ひるんでいる。俺はその隙に逃げ出した。

「あ、待て変態！」

「ち、違うわっ！」と返すものの、社会の窓を閉めながらだと全く説得力がなかった。

　武ちんの猛追に軽く悲鳴を上げながら西階段へ。とにかく一階へ下りて体育館へ行けば逃げる手立てはある。

　しかし、西階段からはＨクラスの女子集団が現れた。

「あ、獅し子し山やま竜たつ巳みよ！」

「ようやく見つけたわ！」

「赤あか夏げはどこ!?　無事なんでしょうね!?」

　三人は猫衣さんが心配のようだが、「猫衣さんは中央階段横！　そっち行ってお願い！」と言っても聞いた様子もなくこちらへ向かって猛進してくる。

　正面には女子集団、背後には武ちんが。前進することも後退することも出来ず、苦し紛れに近くの扉を開けて中へ。

　机を避よけて窓際へ避ひ難なんするが、そこまでだった。室内の二つの入り口から武ちんと女子集団が追って入ってきて、ついに追い詰められた。

「袋のネズミだな、獅子山ァ」と武ちんが凶悪な声を出し、「「赤夏の仇かたき！」」と女子集団がビニールテープを構えている。

　ここまでか──と思われたとき、「お前ら、何をやっとるんじゃ！」と横から怒鳴りつけられた。見れば、土星頭の教頭が机に立ち上がって入れ歯を吐き出さんばかりだ。

「ここをどこだと思っとるんじゃ！　いきなり飛び込んできおって、ノックくらい出来んのか！」

　言われて辺りを見回して、そこでようやくここが職員室だと気づいた。

　十数の教師たちの視線がこちらへ向けられている。くっ、何てとこに逃げ込んじゃったんだ俺は……。

　しかし、逆に功を奏したようだ。武ちんたちが俺から教頭へ視線を変え、隙が生まれた。そのチャンスを見逃さず、俺は近くのデスクの紙束をぶちまける。「ああ、せっかく整理したのに！」とデスクの持ち主の教師が悲鳴を上げていたが、気にしている余裕はない。心の中で謝罪しながらデスクの間を駆け抜ける。

「逃がすかッ！」

　紙吹雪の中から武たけちんの手が伸びてきて後ろ髪をかすった。しかし捕まってはいない！

　俺が廊下に出るとともに反対側から女子集団が飛び出してきた。それを確認して東階段へ走り出す。だが、そこからは別の集団が下りてきたところだった。

「いたぞ！」「追え！」と向かい側から追っ手が走ってくる。ぶつかる前に中央階段へ辿たどり着けたが、下階からは柴しば山やま君たちが上ってきていた。

　こうなったら──と階段を二段飛ばしで駆け上がり三階に上る。が、しかし三階廊下も封ふう鎖さされていた。東階段側からは先ほどローションまみれにしてやった集団が岩いわ鳥とり君を先頭に腹這ばいで滑りながらこちらへ、西階段側からは豪ごう沢さわ君が「と、止まらんか！」「いい加減どうしてシャッターを壊こわしたのか言うんだ！」と怒鳴りながら足を止めようとしがみつく男性教師を引きずりながら向かってきている。

「くそっ、四階へ上がるしかないか！」

　遠回りになるがそれしか方法がない。

　いい加減疲れて息を切らしながら必死になって階段を上がる。

　廊下に出てどちらへ行くか見回して、「なるほど誘導されていたってことか」と歯噛がみした。

「ここまでだね、獅し子し山やま君」

　そう言ったのは、すぐ傍そばの壁かべに寄りかかってニヒルに笑う新あら井い君だった。東側も西側もＨクラスのメンバーで固められている。背後から追ってきた連中も、余計な教師陣を引き連れて中央階段を塞いだ。

「最も早はや捕ほ縛ばく道具など必要ないだろう。さあ獅子山君、膝ひざをついて投降したまえ」

　新井君の言葉とともにじりじりとＨクラスのみんなが迫っている。まさしく絶対絶命に思える光景だ。

　全力疾走したこともあるが達成感もあって、俺は大きく息を吐いて手を挙げた。

「さすがにここまでかな」

　手がない訳じゃないが、もういいかと思った。

　綺き麗れいな結末を用意していたけど、ここまででも十分だろう。

　背後の窓を意識し、それをやるのはさすがに、と思い──

　敵意を漲みなぎらせるＨクラスのみんなを見回して、猫ねこ衣いさんの言葉がまた蘇よみがえった。

「……みんなと仲良くとか、ありえないよなぁ」

　俺はそう思った。彼らとはこれ以上の関係になることはこの先ありえないだろう。

　そうか……そうなると、俺はここで止まる理由がなくなる。

　ならば、やってしまおう。

「甘いな新井君。退路は……ここにあるさ！」

　俺はそう言って、背後の窓を開け、足をそこにかけた。

「う、嘘うそだろ!?」

　その一いつ瞬しゆん、ためらいが浮かんだが──すぐに消えうせる。俺とクラスの関係を思えば、もうどうでも良いことだ。

　──驚おどろきの声とともに悲鳴が上がる。

　俺は四階の窓を蹴けって空へと飛び出していた。

　ゴォ、耳元で風を切る音がして内臓が浮いた。見る見るうちに校舎とグラウンドの間に設けられた並木が迫ってくる。

　ぶつかる寸前で体を丸め、枝に突っ込んだ。枝がクッションとなり、途中で引っかかって何とか無事に済んだ。

　どうだ、見たか！　と見上げて新あら井い君たちに吠ほえようとするが、

「な、何!?」

　とんでもないことに後を追って飛び降りてきた女子がいた。愛用のパーカーに尖とがった大きな耳がトレードマークの跳と羽はねさんだ。カンガルーのミクスだけに脚力が強いらしく、スカートを抑えつつという姿勢ながら無理なく着地した。

　慌てて地面に降り立ち逃げようとするのだが、すぐさま跳羽さんが肉にく薄はくしてくる。着ていたパーカーを素早く脱ぐと、背後から俺の首に巻きつけた。

「ぐ、ぐぇっ!?」

「残念だったね。これで終わりよ」

　ぐっと引っ張られて背中に何やら柔らかいものが二つ。ボーイッシュな見た目の割りにいい香りがする……が楽しむ余裕がねえ！

「跳羽さん！　舞まい中なか君！　すまないが頼たのんだぞ！」

　このままじゃ締しめ落とされる、と必死にもがいていると頭上から新井君の声が響ひびいてきた。

「めんどくせーから一番楽なポジション選んだのに、まさか飛び降りて現れるとはな。跳羽、加勢するぜ！」

　そんな声とともに草陰から一人の男子が姿を見せ、コードのようなものを俺の右腕に投げつけ絡ませてきた。電子楽器をアンプに繋つなぐシールドだ。

「くっ……えっ、と……モブＡ……！」

「誰だれがモブＡだ！　舞中だっての！」

「まっ……て……暴力は……ダメ、って……！」

「知るかよ。お前みたいな腐れ野郎はぶちのめさなきゃ気が済まねえ。それに校舎裏だぜ？　誰も見てやしねえっての」

「バ……なきゃ……何……ってもい……てる……か!?」

「ごちゃごちゃうるさいよ。黙だまって落ちな」

　そう言って跳と羽はねさんは更に力をこめる。

　何とか指をパーカーの隙間にねじ込んで締しめ落とされるのを防ぐことには成功していた。しかし猫ねこ衣いさんのようにこの二人は懐かい柔じゆう出来そうにないし、効果的な小道具は残っていない。

　ここまで来たら当初の予定通り事を済ませたい。だから、やっぱり捕まる訳にはいかない。

「跳羽……さん……すまん！」

　俺は気道確保に使っていた手をパーカーから離はなし、腰辺りに移動させた。

　狙いは──スカート！

「え？　な、あ──！」

　驚おどろいて声を上げたときには、彼女にとって手遅れだった。スカートは、今や彼女の足首辺りに落ちてしまい、足首を囲んで地面に円を描いている。

　何をしたか──それは簡単なことだ。左手だけでホックを外してファスナーを下ろした──ただそれだけのこと。
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「な、なな、く、くぅうぅぅ──こ、ここ、この程度で、わ、私がビビると思ってんの？　いいじゃん、下着一丁！　ロックじゃん！　は、ははは──！」

　そう言いながら跳羽さんはがくがく震ふるえていた。その一いつ瞬しゆん、パーカーが緩ゆるむ。今度は片手丸ごと突っ込んでしっかり気道を確保する。

「てっめえ、マジ外道だな！　跳羽、構うことねえよ、殺やっちまえ！」

「おいおい、いいのか？　クラスのみんながもうすぐ傍そばまで来てるんじゃない？」

　そう言うと、ビクッと跳と羽はねさんが震ふるえた。

「ねえねえ、ほんとにロックなの？　下着一丁ってロックなの？　ロックって何なの？　むしろパンクじゃない？　ねえねえ跳羽さん、跳羽さんのそのピンク色の下着はパンクですらないんじゃないの？」

「くっ、こ、こんのォ──！」

　彼女は怒りにぶるぶると震えていた。我ながら本当に外道だな。今度何かお詫わびしないと。

　だけど、その前に──最後の一押し！

「あ、みんなが来た」

　もちろん嘘うそである。しかし跳羽さんは、

「え？　い、いやあああああああああああッッ!!」

　悲鳴を上げるとものすごい勢いで傍そばにあった生垣の奥へ飛び込んでいった。一いつ瞬しゆん露あらわになったパンツに釘くぎづけになる俺──と舞まい中なか君。

「おい、舞中君、何見てんだよ」

「え？　あっ、いや、お前こそ何見てんだよ！」

「パンツに決まってるだろ！　それより跳羽さんスカート忘れてったけど、持っていってあげたほうがいいんじゃない？」

　俺の足元には生々しくも円形にスカートが落ちている。

「へっ、それで逃げようたってそうはいかねえぞ」

「じゃあ何か、君は跳羽さんが恥をかいてもいいと？　このままじゃ誰だれかがスカートを拾って持っていっちゃうんじゃない？　そうなると跳羽さんは下着姿のまま彷徨さまようことになるけど」

「うっ、確かに。……ちっ、くそったれ！」

　悪態をつきながら舞中君はシールドを手放し、スカートを拾って生垣へと向かっていった。それを尻目に俺も駆け出す。

　今度こそ目指すは体育館だ。




　　　　　　ё




「犬いぬ井いぃー、お久しぶりぃー！　会いたかったよぉー！　ってあれ、どうした？」

　体育館に到着。室内の中央に座らされて後ろ手に縛しばられている犬井の元へ駆け寄ったところ、うんざりした顔をされた。

「もう、何で胸元そんなに広げて、ベルトも外して下着丸出しにしてるのさ」

「いやね、体育館前でクラスの女子に囲まれちゃって揉もみくちゃになってさ」

「それで脱げちゃったの？」

「いや、逃げるために自ら脱いだ」

「友達やめていいかな？」目も合わせず犬いぬ井いがそんなことを言う。

　そんなアホなコントを繰くり広げている間も、入り口を机や椅子で塞ぐ作業が進んでいた。作業を行っているのは、長男を含めて集落で集めたミクスたちだ。ヒュマの格好に扮ふん装そうして貰もらっている。

「竜たつ巳みー、終わったぞ」

　協力者のうちの一人の狐きつね木ぎ家け長男が駆け寄ってきた。

「やあやあ今日はどうもありがとう。はい、バイト代。チビッコたちに何か旨うまいもの食わせてやってよ」

「おう、今日はすき焼きの予定や。竜巳も後で一緒にどうや？」

「遠えん慮りよしとくよ。分け前が減るじゃん」

「んなの気にせえへんて。ま、気が向いたら来てくれや。ガキどもも喜ぶやろうしな」

　そう言い残すと長男はバイトの五人を引き連れて、さっさとグラウンドへ通じている外扉から帰っていった。

「ねえ、いい加減これ解ほどいて。そろそろ痛くなってきたよ」

　犬井が泣き言を漏らし、背中で縛しばられた両手をもじもじと動かしていた。

「悪いけどもう少し我慢してくれ。今解いちゃ意味ないんだ。解くのはあいつらの役目だからな」

　俺は体育館の入り口に目線を移した。それと同時に扉が叩たたかれる。「オラ、獅し子し山やま出てこいやー！」と武たけちんの声が響ひびいてきた。

「みんな来たみたいだね。竜巳君はこの後どうするの？」

「うん？　もちろん逃げるさ。それで犬井。お前に頼たのみがあるんだ」

「頼み？」

「ある意味この作戦の一番重要なところだな。犬井、この騒そう動どうの大体の事情は聞かされてるだろ？」

「ああうん、さっき竜巳君と話してた人に聞いたよ」

「なら、さっきも電話で頼んだ通り、そのことを絶対にクラスのみんなに話さないでくれ」

　先ほども電話で話したことなので念を押す程度にしか思っていなかったのだが、犬井はなぜか渋るそぶりをみせた。

「うんと、さっきは頷うなずいたんだけどさ……それだと誤解が解けないままじゃない？　このままじゃあ以前より竜巳君の立場が悪くなっちゃうよ。というか何でこんな方法取ったんだよ」

「何でって、あのな犬井。きっと分かると思うんだけど、誰だれかを虐いじめてる人とか、何かに恐怖している人とか、誰かを軽蔑している人たちってさ、もう同一人物じゃないのって思える程同じ感情を共有してるだろ？　びっくりするぐらいの一体感があるじゃん。俺はあるときそれを見て思った訳だ。これを利用すれば、不仲の人たちも良い関係を繋つなげるんじゃないかって。実際に以前何度か試してみたんだけど、これが面白いぐらい上う手まくいったんだ」

「だからって、何で今回もそれをしたんだよ……」

「そりゃ時間がなかったから、手っ取り早い方法を取ったまでさ」

「手っ取り早いって、何だよそれ。竜たつ巳み君はそれでいいの？　みんなに誤解されたままだよ？」

　犬いぬ井いは納得いかないといった様子で俺を見つめてくる。

「いいんだよ。俺は全然平気」

「平気だなんて……そんなのおかしいよ」

「お、おかしい？」

　犬井は頷うなずく。「誰だれだって嫌われるのは嫌じゃないか」と言う。

「仕方ないさ。俺にはそうしなきゃならない理由があって──」

「理由って何？　前に言ってた罪滅ぼしがどうとかっていうの？　そういうの、教えてよ。そうしたら一緒に考えて──」

　そこから犬井の言葉は聞こえなくなった。

　……理由を教えろだって？

「それは……あんまり人に言うことじゃあないから」

「分かるけど、でも教えてくれたっていいじゃないか。友達なんだし、悩み事があって苦しんでるなら、ぼくは助けてあげたいよ」

　犬井は至って紳士的だった。その眼まな差ざしを見れば、真剣に俺のことを思っていることが分かる。

　だけど、俺はその眼差しを受けて落ち着かなくなった。

　胸の奥がざわつく。猫ねこ衣いさんのときと同じだ。

「……犬井、なあ」

　知らず知らずのうちに、俺は拳を握っていた。

「頼たのむからさ、黙だまって俺の言うこと聞いてくれないかな」

「ど、どうしちゃったの？　何だか、顔、恐こわいよ」

　言われて気づく。またもらしくない表情になっていた。いかんいかん……。

「ま、今回は仕方がないってことで納得してくれよ」

　にかっと笑顔を作り、犬井に向ける。

「そんな……ぼくはこんなの嫌だよ」

「はいはい、終わり終わり。みんなが回り込んでくる前にグラウンドから抜け出さなきゃいけないから、もう行くぞ。頼むな犬井、みんなには内緒な」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　犬井が引き止めてくるが、もう聞く耳を持つ気はなかった。

　さっさとここを立ち去り、Ｈクラスは無事犬いぬ井いを救出し、悪を退けたとしてその感動をみんなで共有して終わり。

　完かん璧ぺきじゃないか。それをおかしいだなんて、それこそおかしいってもんだ。

「何だってんだ……」

　気分は冴さえないが、とにかく今は逃げないと。

　そうして、グラウンド前に通じる外扉へ駆け出そうとしたときだった。

　バコーン!!　と爆ばく音おんを鳴らして体育館の扉が吹き飛ぶように開かれた。

「な、何──うおぅ!?」

　塞いでいた机や椅子が紙かみ屑くずのようにすっ飛んでくる。犬井を庇かばいながら何とか机と椅子の爆ばく撃げきを躱かわして入り口を見ると、豪ごう沢さわ君が体当たりの構えを解くところだった。一息ついた彼は端に避よけ、背後で待機していた他のＨクラスのメンバーに道を譲ゆずった。

　武たけちんを先頭に行進してくるＨクラス。どいつもこいつも額に青筋を浮かべ、目じりを怒りに歪ゆがめている。

「やあよく来たな、武ちん」

「…………。終わりだな、犬井を返して貰もらおうか」

　今回ばかりは会話につき合ってくれないみたいだ。途中で躱してきた刺客たちも復活して勢ぞろい。岩いわ鳥とり君に猿さる斗と日び君は元より、跳と羽はねさんは般はん若にやの面相でギターに張る金属製の弦を構えて殺す気まんまんのようだ。洒落しやれにならん……。

　さあどうするか、と唾を飲み込んだとき、天窓から差し込んだ陽ひ射ざしが俺らの頭上を照らし出した。

　そして、その陽の光を反射して輝かがやくパールホワイトの頭が視界に入る。

　その綺き麗れいな髪の持ち主である星ほし野のさんが、人だかりの中からこちらをじっと見つめていた。目の前の光景が信じられない、といった様子で放心している。

「おい、早く犬井を渡せ」

　武ちんの冷やかな声が体育館に木こ霊だまする。

　ここまで来たのなら、犬井を渡してしまって問題ない訳だけど……これ、間違いなく襲おそわれるよな……。

　横の外扉を見やり、追いつかれる前に外へ辿たどり着けるだろうかと距きよ離りを測るが……だめだ、柴しば山やま君や跳羽さん辺りの脚力が強いミクスには追いつかれてしまう。

　よし、もうこうなったら──

「クク、クハハハハハ、ハァーハッハッハッハッハ!!」

　俺の三段笑いが体育館に響ひびく。イメージは某格ゲーのリーゼント頭である。

「いやいや、参ったよほんとに。まさかここまで本気でかかってくるとはね」

　俺は出来るだけ嫌味たらしく笑い、武ちんに向き直った。

「降参！　俺の負けだ。うーん、これは認識を改めないといけないかもね。みんなほんとに仲良しなのかもしれないって」

「うるせえな、御託はいいからさっさと犬いぬ井い渡して土下座しやがれ」

「分かった分かった、犬井は返すよ。だけどその前に少し聞いて欲しいことがあるんだ」

「はあ？　誰だれが聞くかよ。いい加減にしろ！」

　武たけちんが我慢の限界だとばかりに吐き捨てるように言った。

「まあ聞けって。結構重要な話だ」

　俺は一呼吸置いて、みんなを見やる。

「なあみんな、ミクスがどうして生まれるようになったか、知ってるか？　某国のとある生体研究所がミクスを誕生させる技術を開発したんだ」

　そう訊たずねると、みんな困惑したような表情を作った。何が言いたいんだと訝いぶかしげに見つめてくる。

「そんなこと誰でも知ってるっての。授業でさんざん聞かされてんだ。『非合法な実験が行われていたのだが、ヒュマとアニマとの関係性の新たな架け橋となった出来事だけに様々な論争が起こり、その罪を裁くのは困難を極めた』、だろ？　授業で聞き過ぎて耳に焼きついちまったっての」

「そうだね、それが教科書に書かれていることだ。それじゃあこれは知ってるかな。実はその研究所、元々は生体兵器の開発を目的とした機関だったんだ」

　俺がそう言うと、みんなは顔を見合わせて真偽を確かめ合い、にわかに騒さわがしくなる。

「そこでは戦争で使用する兵器を開発していたんだが、研究の副産物としてミクスが生まれることとなった。そして、その過程でミクスとは別のとんでもない生き物が──そう、化け物というべき存在が生み出されてしまったんだ」

「何だそれ？　都市伝説か？　聞いたことねえぞそんなの。何にしろ、俺らとどんな関係があるってんだ」

　苛いら立だち露あらわに武ちんが訊ねてくる。それでもわざわざ話を聞いてくれるのは、やはり武ちんが良いやつだからだろう。

　俺は口角を吊つり上げて話を続けた。

「様々な生物をかけ合わせて作られたそいつ──仮にＳとしよう。Ｓは、強きよう靭じんな体を持ち、知性があった。もし暴走でもしたら自分たちには制御出来ないと気づいた研究所の連中は、Ｓの廃棄処分を決定した。しかし、危機を察知したＳは一いつ瞬しゆんの隙をついて研究員たちを皆殺しにし、逃げ出した」

　ここまで話すとさすがに武ちんたちは呆あきれたような表情を作り、「もうさっさとやっちまおうぜ」と仲間と相談し始める。まあ、こんな荒こう唐とう無む稽けいな話、信じられないよな。

　ならば、と俺は、

「フン──ッ！」

　思い切り床を踏ふみつけた。

　ダンッ、と鼓膜を一気に貫くような音が体育館中に響ひびき渡った。

　衝しよう撃げきで床に散らばっていた椅子やら机などが一いつ瞬しゆん浮き、ガタガタと音を鳴らした。天井の照明が軋きしみ、窓が震ふるえ、頭上から埃ほこりが落ちてくる。俺が踏みつけた床は少しばかり凹へこみ、そこを中心にして表面のワックスが放射状にひび割れた。

　その尋常ではない力にクラスメイトたちが驚おどろきで口をつぐんだ。

　そして、彼らの視線は一斉に俺へ向けられた。

「それでこれが肝心なんだけど、Ｓは自分を好き勝手改造したヒュマを憎んでいたんだ。その恨みは研究員たちを皆殺しにしたぐらいでは晴れず、研究所から逃げ出した後は人里に現れて殺さつ戮りくを繰くり返した。何百年もの間、ね」

「む、昔話にだって聞いたことねえぜ、そんな話」

　武たけちんだけでなく、他の人たちも怪け訝げんな表情で俺を見つめている。

「そうだろう。誰だれも聞いたことがないはずだ。なぜなら、Ｓはさまざまな生命体に姿を変えることが出来たため、一度たりともその存在に気づかれなかったからだ。それはまさに生命の神秘だった。さまざまな生物の遺伝子を注入され、体の中をぐちゃぐちゃにされるうちに得た力だ。それはＳにとって望まぬ力だったが、幸いにもそのおかげで何百年も生き続けられた」

　俺はおもむろに前方へ一歩踏み出した。

　どしん、と重たく響く。

　俺の異様な雰囲気を感じてか、思わず、といった様子でクラスのみんなが一歩後退した。

「さて、そうしてＳは生き続けたが、その存在を確認した者は誰もいなかった。……それじゃあ、なぜ俺がその存在を知っているか……分かる人はいるかな？」

　さらに一歩前へ踏み込み、ニタァと笑って一人の女子に顔を向けると、「ひっ」と声を上げた。

　何か、ヤバくねえか？　といった不安が彼ら彼女らの表情に表れる。

　俺の話はとても鵜う呑のみにはできない。が、しかし、今の足音は何だ？　常人がただ足を踏み下ろしただけで床が凹むのだろうか？　そういったことを考えているに違いない。極めつけに、「あいつ、何の躊ちゆう躇ちよもなく四階から飛び降りたよな」という呟つぶやき。豪ごう沢さわ君のような規格外のミクスもいるため教室、廊下、その他の施設全てが幅の広い間隔で作られている。なので、普通の学校よりも四階と地上の差は少しばかり大きい。だというのに、何の躊躇ためらいもなく飛び降り、そして無傷でいるあいつは何者なんだ、と彼らは俺を意識している。

　俺は最後の一押しに、呟くようにしてこう言った。

「なぜ、こんな話をしたのか。俺が何を言いたいのか。もうそろそろ分かったよね。……そう、その化け物はね──みんなのすぐ目の前にいるんだ」

　二歩、三歩前へと歩む。すると、クラスのみんなが俺から離はなれるように左右に分かれた。

　みんなの中央に来たところで俺はポケットからピルケースを取り出し、その中の一粒を摘つまんで口に運んだ。そして、「今、俺が何を飲んだと思う？」と訊たずね、おもむろに「あうぅ……ぐぅぅあああ……！」と悲鳴を上げて蹲うずくまった。ついでに、と右腕を思い切り痙けい攣れんさせ、首をぐにゃぐにゃと動かし、白目を向いて首を掻かき毟むしる。ピルケースが床に落ち、カプセルやら錠じよう剤ざいがそこら中に転がっていった。

「わっ、わっ！」「ちょ、なに、何なの!?」「う、うそうそ、やばいってやばいって！」とクラスメイトたちは一斉に壁かべ際へと逃げていった。

「ぬぅぅぅぅぅぅ、ォォォォォォォオオオオオッッ!!」

　俺は雄たけびを上げながら奇妙な動作を続け立ち上がり、真っ直すぐ歩いていく。

「ク、ヒィィィァァッ！」と奇声を上げつつ入り口まで行き、




「ク、クク、クァーッカッカッカ！　俺の本当の姿を見せてやるぜ！」




　そして猛ダッシュ。

　廊下の人だかりを抜け、玄関から外へ飛び出す。全速力でグラウンドを駆け抜け体育館側に回り込み、外扉から中を覗のぞき込んだ。

　中は静まり返っていて、みんな腰を抜かして冷や汗を流し、一様に体育館の入り口をじっと見つめている。

　しばらく沈ちん黙もくが続いていたが、一番早く事を察したのは武たけちんだった。

　武ちんは不意に立ち上がり、

「は、ハッタリかあああぁぁぁぁー!!」

　絶叫が木こ霊だまする。それに触発されて復活し出した他のやつらも入り口の向こうを窺うかがい、俺の姿がないことを確認すると頭を抱えて憤ふん激げきしていた。

「やつを探せ！」「探しだして殺せ！」「血の雨を降らせろ！」などと意気込んでいるが時すでに遅し。まさかまだ近くにいるとは思わないだろうし、すぐにここから立ち去るつもりだ。まったく間抜けなやつらだ。あんな演技を真に受けちゃうなんて。

　俺を探しに、というより殺しに体育館を飛び出すやつが大半だったが、何人かは目的を忘れず犬いぬ井いを解放していた。犬井は何かされなかったかと質問攻めにあっているようで、その思いやりに照れ笑いを浮かべている。結末がどうであれ自分たちの勝利だ、とみんなで称たたえ合って盛り上がっていた。

　俺は懐ふところから調査報告書を取り出し、『Ｈクラス、鬼ごっこで良好な関係を築く』と簡単にメモを書いておく。後でちゃんと清書するとして、とりあえず今日のところはこれでいいだろう。あの権ごん太たが何か言ったところで、こっちには全校生徒の証人がついている。

　よし、そろそろ逃げよう。見つかってボロ雑巾にされたくないし。

　そうして立ち上がり、駆け出そうとしたとき、

「……竜たつ巳みさん」

　背後から呼び止められた。

　不意打ちに肩が跳ね上がる。振り返ると、そこに星ほし野のさんが静かに立ち尽くしていた。

　もう見つかったのか!?　と慌てるのだが、他にクラスメイトの姿はない。

「ど、どうしてここが？」

「あなたがこちらへ走っていったのを見ていた人がいましたので」

「他の人は？」

「確認したいことがあったので、頭に血が上っている皆さんには内緒で来ました」

「あ……ああ、そうなんだ」

　星野さんの声が冷やかに響ひびく。やっぱり、今日の出来事に怒りを覚えているようだった。

「今回の件は、一体どういうつもりだったんですか？　本当のところを教えてください」

「いや実はさ、報告会のことで──」

　と、そこで俺は口をつぐんだ。つい答えそうになったが、それでは犬いぬ井いに秘密にさせた意味がない。彼女はこういう邪道な手段を好まないだろうし、このままでは誤解が解けず俺が一人ぼっちだと哀れみ秘密にすることを嫌がる可能性もある。

　せっかくの絆きずなが誰だれかに仕向けられて生まれたものだと知ったら、何かしらの抵抗を感じてしまうことも考えられる。怖いのは、絆そのものがなかったことになってしまうことだ。

　考えていた通り、今回の強引な手段は効果的に働いた。クラスの関係性は絶対に良い方向へ進んだはずだ。その自信が、俺にはある。これまでの経験からして、間違いないと思っている。

　だから、やはり星野さんには秘密にしよう。

　彼女とのこれまでの関係は壊こわれるだろうけど、昨日に覚悟を決めてある。

　彼女の好意を思い出すと胸が痛むけど、仕方がない。

　Ｈクラスや学校を守らなければならない役目が、俺にはあるのだから。

「教室で言ったとおりさ。やっぱ調査員の特典は手放したくないんだよ。無む償しようで学校に通えて、成績関係なく昇級出来るって、すごいと思わない？　強引だったとは思うけど、ほら、みんなもあんなに仲良さそうだったし、勘弁してよ」

　ね？　と俺は笑顔を星野さんに向けた。

　すると星野さんは目を見開いた後、口をわななかせ、

「っ！」

　ぱちん、という衝しよう撃げき──

　星野さんの平手打ちが、綺き麗れいに振り抜かれた。

「……失望しました」

　怒りのあまりといった様子で、しばらく星野さんは震ふるえていた。
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　何度も口を開いては閉じ、しかし何も言わず、その全ての言葉を飲み込んで立ち去って行った。

「…………」

　鋭するどく痛い平手打ちだった。

　昨日あんなに苦しんでいた彼女をまた苦しめて良かったのか、と頭を過よぎるが、居場所がなくなるよりはマシだろうと思う。

　だからこれでいいはずだ。これで……。










　　　　　　５




「それでは第一回調査報告会を始める」

　結ゆい芽め市中央区にそびえ立つ日本ＬＣＯ中央本部内のとある一室で、厳かな声で会の開始が宣言された。

　Ｈクラスの鬼ごっこ大会から一週間が経たち、入学式からは約一ヶ月が経った。今日は土曜日で学校は休み。ようやくやってきた報告会のためにＬＣＯを訪れていた。

「今日は初回ということで、取り急ぎ解決しなければならない問題もないだろうからすぐに解散するつもりだ。では、Ａクラスから始めよう」

　分かりました、と列の一番端に座っていた男子が塔とう城じよう共学校のＡクラスの実情を話し始めた。

　会議室には調査委員会の役員が五人、そして俺たち調査員が八人いる。役員は折りたたみ式の横長のテーブルの前に座って調査員たちが提出した報告書を眺め、俺たちはその向かい側でパイプ椅子に腰を落ち着けている。まるで集団面接だ。

　Ａクラスから始まり、順々に質疑応答が繰くり返される。概おおむね良好な関係作りが見受けられるといった内容だった。特別取り上げるものはないとのこと。

　入学式から今日まで、この日を乗り切るために色々と努力してきた。鬼ごっこの件については度が過ぎたせいで停学になってしまったが、ちゃんと毎日望遠レンズで外からクラスの様子を観察している。満足のいく報告書を纏まとめられたし、土産話も豊富に取り揃そろえているから何も心配はいらない。

　そのはずなのだが、いざ当日を迎えてみるとどうにも落ち着くことが出来ない。

　問題なのは隣となりの席に座っている権ごん太たの存在だ。ここに集められてから、まだ一言も言葉を交わしていない。何らかのアプローチがあるかと思っていたために、視線すら寄よ越こさない徹てつ底ていしたその姿勢が不気味だった。

「──以上、Ｆクラスでした」

「はい、ご苦労様でした。引き続きよろしくお願いします。では次、Ｇクラス担当の方、お願いします」

　すぐ隣まで順番が回ってきた。「ようやくか」と小さく呟つぶやき、権太が喋しやべりだした。

「Ｇクラス担当の神輿みこしです。それでは報告させていただきます」

　権太のどこか不ふ遜そんに感じられる口調から、やつの粘っこい笑みが頭に浮かぶ。以前、やつはこの日に何かがあると仄ほのめかしていたが、さて何をするというのだろうか。

「──というわけで、僕の担当であるＧクラスも他のクラスと同じく現状では問題ないかと。ただ、しかしですね」

　不意に感じる視線。

　含みのある微笑を浮かべながら、権ごん太たはこちらに嫌味な眼まな差ざしを向けていた。

「こちらの方が担当しているＨクラスなんですが、先日、何やら学校中を騒さわがせる問題を起こしたみたいですよ」

「何？　それはどんなことかね、Ｈクラス担当」

　議長が俺の報告書を手に回答を求めてくる。

「何のことはないですよ。クラスのミクスが乱暴されそうになっていたので、クラス全員でそれを阻止しようとしただけです」

　俺がそう言うと、突然議長の横に座っていた男が口を開いた。

「乱暴だと？　ああ、何ということだ、またしても共学校で暴力事件が！」

　静かな会議室に野太い声を響ひびかせ、部屋中の視線が一人の男に掻かっ攫さらわれる。

　神輿みこし賢けん三ぞうだ。鋭するどい目にオールバックの頭と、何とも迫力がある。今まで黙だまっていたというのに、ここに来て突然口を開いた。

「ふうぅぅぅ……大変遺い憾かんなことではありますが、やはりヒュマとミクスは相あい容いれない存在ということなのかもしれませんなぁ」

　とか何とか言いながら、賢三はどこか満足気な顔をしている。

「共学校は残すところ、塔とう城じようのみ。何度共存を掲げて失敗してきたことか。噂うわさを聞かぬからもしやと思っておりましたが、やはり塔城にも摩ま擦さつが生じていた様子。議長、あなたはどう思われますか。やはり、早急に塔城の解体を進めたほうが良いのでは？」

　賢三はその凶悪な顔を、進行を務めていた議長に近づけた。

「それは早急に過ぎる。たった一度の過ちで見捨てるのは無情であろう」

　その議長の言葉に賛同するように、「その通り、彼らはまだ若いんですからこのようなことも起きましょう」と賢三の隣となりに座る眼鏡をかけた若い役員が言った。

　賢三は次にその若い役員に顔を近づけると、

「君、思い出してもみなさい。何度私たちの期待は裏切られてきた？　一体何人の若人わこうどが犠ぎ牲せいになってきた？　共学校が次々と解体されていったのはなぜだ？　過去に解体された共学校で、被害者に後遺症が残るような暴力事件があったのは君も知っているはず。私たちはヒュマとミクスの共存を推進していく立場にあるが、暴力事件を見逃しておく訳にもいかない。そうだろう？　事が起こってからでは遅いのだよ。事件を未然に防ぎ、共学校の正否を見極め、もしその存在が過ちならば正さなければならないのが我々、調査委員会だ。……もし、だ。もしもの話だがな、死人が出てしまったとしたら……いいか、貴様の責任だぞ」

　傍はたから聞いていたら突拍子がなさ過ぎて失笑ものだった。死人だって？　馬鹿馬鹿しい。Ｈクラスのみんなを知る俺にしてみればありえない話だ。

　しかし若い役員は汗を流して黙り込んでしまった。賢三の迫力に負けたのか、それとも権力の強さを証明しているのか。

「そういう訳で議長。Ｈクラスの事件について念入りに調査をする必要がありますな」

「うぅむ、過敏に過ぎる気もしなくはないが、共学校ということもある」

　何やら議長が頭を悩ませている。怪しい流れになってきた。

　俺は急いでさっきの発言に補足をしようと口を開く。しかし──

「そうと決まればさっそく部下を動かしましょう。徹てつ底てい的な調査の後、いかんともし難い問題であるようならば……残念ながら共学校の完全な廃止となりますな。では調査員の諸君、ご苦労だった。次回の報告会は翌月の第三土曜とする。以上、解散！」

　俺の言葉は賢けん三ぞうに遮られてしまった。部屋にいるほとんどが流れについていけていない様子だったが、賢三に促されて帰ろうとしている。

「ちょ、ちょっと待──」

　と、俺が慌てて他の調査員や役員を止めにかかったとき、カツン、カツン、とボールペンで机を叩たたく音が鳴った。賢三とは反対側の議長の横に座っていた白髪の男が、着席したまま静かにペンを机に突き立てている。

「何でしょうかね、委員長」

　賢三が白髪の男を睨にらみつけて訊たずねた。

　すると男はペンを俺に指し、

「まだＨクラス担当の報告が終わっていない。着席願おうか」

　静かにそう言うと、調査員や役員に視線を流した。

「何を言っているのですかな、委員長。Ｈクラスで事件があったと聞いたばかりでは？」

「Ｈクラス担当。報告を」

　賢三を無視して白髪の男が俺を指名する。賢三は悔しそうにしながらも黙だまり込み、他の調査員はどうしたらいいのかと不安げな表情をしながら椅子に座り直した。

　今のうちに、と俺は語り出す。

「あのー、先ほどのＨクラスの事件なんですがね、ちょっと度が過ぎたレクリエーションでして。ええっと、まあつまり、余興だったんですよ。クラスの更なる良好な関係作りを目指した一人の男子がいまして──」

　その後、数分をかけてＨクラスの実情を語った。




　二度目の解散の音頭は議長が取った。真っ先に部屋を出て行ったのは、何とも苦い顔をした賢三だった。やつのその表情に満足がいった俺は思わずほくそ笑む。

　何とか山場は越えたようだ。ほっと一安心して、俺も他の調査員に続いて帰ることにした。

　立ち上がったとき、再びペンで机が叩かれた。しかし今度のは聞こえるかどうかの小さいもので、さりげないものだった。

　他の役員が帰り支度を進める中、委員長がじっと俺に静かな視線を送っている。

　俺はその視線の意味するところを察し、軽く頷うなずいた。

　荷物の整理をするフリをし、委員長を除いた他の人が退出するのを待った。

　完全に二人きりになった後、改めて委員長と向き合う。

「久しぶり、じーちゃん」

　そう呼びかけると、委員長もといじーちゃんは不思議そうな顔をしてこちらを見ていた。

「あ、もしかして呼び方嫌だった？」

　そう訊たずねると、じーちゃんは首を振った。

「いや、お前にそう呼ばれるのは初めてのことだからな、少し驚おどろいた」

「確かに、いつも『所長』だったからな。でもそっけないじゃん。俺も今じゃ獅し子し山やまなのにその呼び方じゃあさ」

　じーちゃんこと獅子山雅まさ在ありは、今でこそ二種族共同生活調査委員会の委員長を務めているが、俺がまだ幼かった頃はある医科学系の研究所に所長として勤めていた。出会いがその頃だったので、訳あって一人身だった俺を彼が引き取ってくれた後もずっと『所長』と呼び続けていた。

　しかし、幼い頃から何かと俺は異種族間のトラブルに関わることが多く、その度にじーちゃんの力を借りており、そして今回も調査員になるために色々と手回しして貰もらったりと世話になりまくっているので、もういい加減親しみを表現してもいいと思ったのだ。

「それで、何か用があるんじゃないの？」

「ああ、頼たのまれていた薬を持ってきた」

　そう言ってじーちゃんは立ち上がってスーツのポケットから白い紙袋を取り出した。

「そうだ頼んであったんだっけ。サンキュー、どうもどうも」と近づいて紙袋に手を伸ばす。しかし、「あり？」掴つかもうとしたところでじーちゃんは袋を引っ込めた。

「あのー、何でがしょ？」

「竜たつ巳み、なぜこの薬を必要とする？　この薬を飲んだら、どうなるか分かっているだろう？　お前の立場は非常に特殊だから、もしもがないとは限らないために持ち歩くことを許しているとはいえ、……そういえば持たせてあった分はどうした？」

　途端、じーちゃんの顔が厳しくなる。

「この前学校で落としちゃって」

　体育館で一芝居うったときに、いつも食事時に飲んでいる薬とは別のちょっと変わった錠じよう剤ざいを落っことしてしまっていた。

「それで、なぜこれを欲しがるのだ。学校に関係するのか？」

「ん、まあ」

「…………。竜巳よ、確かに塔とう城じようの解体の可能性は出てきてはいるが、こちらでも阻止するために色々と動いている。一生徒のお前が気にすることではない。平和に暮らしていればいい」

「そうは言っても、神輿みこしが何か企たくらんでそうだったし。じっとしてらんないさ」

　色んな理由をこじつけて何とか調査員にして貰もらったものの、じーちゃんは初めから俺が調査員になることに反対していた。

　俺がミクスに対して特別な思い入れがあることを知っているじーちゃんは、歳の数に似つかわしくない苦悩を抱えていると不ふ憫びんに思っているらしい。いつも平和で安らかな生活を送れと言ってくるのだが、それでも俺は調査員を降りるつもりは毛頭ない。

　なぜなら──

「ミクスのために出来る限りのことをする。それが俺の『責務』だと思うから」

　そう言って、俺は紙袋を引っ張り取ってポケットにしまった。はあ、という年寄りの溜ため息いきを聞くと罪悪感を覚えるが、しかし引くわけにはいかない。

「お前はまだ、自分のせいだと思っているのか？」

　じーちゃんの窪くぼんだ眼がん窩かから哀れみを匂わせる眼まな差ざしが向けられる。俺はその問いに答える代わりに頭を掻かいた。

「竜たつ巳み、ミクスが差別されるのはお前のせいではない。お前に責はないのだよ。彼らが差別されてしまうのは、大多数が思考を停止し、真実と向き合おうとしないからだ。また少数を受け入れられない心の弱さも関係しているだろう。そういったものはお前が背負うものでもないし、背負いきれるものでもない。それに何より──」

　と、じーちゃんはそこで言い淀よどみ、言葉を選ぶような間を空けた。

「お前のその特殊な出生に関しては、完全に大人たちの都合だ。だからお前が気にすることではないのだ」

「…………」

　俺は鼻から息を吐いた。

　もう何度その言葉を聞いただろう。耳に出来たタコはとうの昔に潰つぶれてしまっている。

「じーちゃんのその優しさはいつだってありがたいんだけどさ……」

　その後に続く言葉が見つからず──いや、すでに頭にあるのだが、結局はさっき言ったことと同じだ。じーちゃんが何を言ったところで、何も変わることはない。

「ごめん……もう行くよ」

　そう言って背を向けて出口を目指そうとしたところ、「待ちなさい」と呼び止められた。

「竜巳よ。もう少し素直になったらどうだ」

「素直？」

　振り返って訊たずねると、じーちゃんは深い眼差しで俺の目を見つめてきた。

「そうだ。お前が言う『責務』というものに、一体自分がどのような意味をこめているのか、それを自覚しなさい」

「？　何言ってるんだよ。自覚ならしてるさ」

　そう言うと、じーちゃんは哀れむように顔を俯うつむけた。なぜそんなそぶりを見せるのか、俺にはさっぱりだ。

「分からないか……ならばこれ以上はやめておこう。しかし最後に一つ」とじーちゃんは顔を上げる。「先ほどの会議で言っていた事件、お前が引き起こしたことだろう？」

「え、ああ、うん」

「やりすぎには注意しろ。事を大きくすれば、得られる結果も大きくなりがちだ。それが思い描いたものと異なっていたとしてもだ。自分というものをよく考え行動しなさい」

「……うん」

「それと、お前はもっと自分を大事にしなさい。自分自身を大事にせず結果を求めるのは自傷行為のようなものだ」

「…………。二つ目じゃんか」

　指摘すると、じーちゃんは「む」と呟つぶやき、ふっと笑みを作ってみせた。

「小言は老人の特権だ。許せ」

　俺も笑みを作り、「それじゃあ」と手を上げ、今度こそ部屋を出た。

　後ろ手に扉を閉め、その場でポケットに仕し舞まった紙袋の存在を確認し、息を吐き出す。

　そのときにはもう限界で、笑顔ではいられなくなっていた。




　ふと振り返れば、巨大な円筒形のＬＣＯの建物がそびえていた。外面のほとんどがガラス張りなので、中を行き来している人が見て取れる。陽ひの光を浴び、鮮あざやかに輝かがやいている。

　はるか頭上、先ほど俺がいた六十六階を見上げてみるが、視力に自信がある俺でもそこにじーちゃんの姿を見つけることはさすがに出来なかった。

　何アホなことしてるんだか。自じ嘲ちようして、さっさと帰ろうとＬＣＯ前の広場から繁はん華か街がいの奥へと歩き始める。

　土曜ということもあって、昼間でも学生だろうと思われる若い人たちが闊かつ歩ぽして賑にぎわっている。ＬＣＯは街中のど真ん中に建っているため、人の通りが多く賑やかだ。

　しかし、先ほどのじーちゃんの言葉がずっと引っかかっていて、町の喧けん騒そうに馴な染じめない。

　気になっているのは、自分というものをよく考えろなどと言ったじーちゃんの言葉だ。それを考えるのに伴って猫ねこ衣いさんや犬いぬ井いの言葉も思い出していた。

　不気味だとか、変だとか……一体何だっていうんだ。

　俺は自分というものをしっかり理解している。ミクスに罪を負っているから、どうにかしなければ──いや、どうにかしたいと思っていて、それを実行している。

　ただそれだけだ。だっていうのに、何で否定的なことを言われなきゃならないんだ……？

　色々と行動を起こして、その結果、俺は孤立することとなった。じーちゃんは恐らくそういったところを自傷行為と言ったのだろう。

　でも、俺はみんなの居場所を守った。

　やるべきことをやっただけで、むしろ望んでやったことだ。みんなに冷たい目で見られても、俺は痛くも何ともない。むしろ満足している。

「だからこれは自傷行為なんかじゃないよ、じーちゃん」

　呟つぶやいてみるが、虚むなしく響ひびくだけだった。

　俺の独り言が通行人の気を引いてしまって視線が向けられる。俺は苦笑し、何でもないと手を振る。

　──そこではたと気づく。

　自分の内に向いていた意識が表に戻ってきて、ヒュマもミクスも入り混じっている周囲がようやく目に入ってきた。

　当たり前のようでいて、珍しい光景。

　しかし、それぞれは綺き麗れいに別々の方向へと足早に去っていく。

　ヒュマは右手の東側の表町へ。ミクスは左手の西側の裏町へ。

　昔、裏町は風俗街として有名だったが、ミクスの人口が増えるにつれ、裏町は健全色に塗り替えられ、ミクスたちの町として機能するようになった。ミクスたちは表町で自由が利かないことに不満を持ち、自分たちの町を作ろうと裏町に集まったのだそうだ。そうして、表町はヒュマたちの町、裏町はミクスたちの町と住み分けがなされるようになった。

　それなのにどうしてここは入り混じっているのだろうと思えば、少し歩いたところに地下鉄に繋つながる階段があった。そこから二種族ともに出てきて、そしてお互い背を向けて去っていく。

　虚しい光景だ。学校にいると平和過ぎて現実世界の実情を忘れがちになるのだが、こうして久しぶりに町に出てみると、塔とう城じようという学校がいかに特別かを思い知らされる。

　そして、二つに分かれてしまったこの町の中心にいると、自分がとてつもなく小さく、無力な存在に思えた。

　ちょうど表と裏の境にいたせいだろう。二つの町が俺を挟み込んで圧迫してくるような感覚に襲おそわれる。

　通る道を間違えた。冷や汗が流れる。

　体の半分はヒュマの町に、もう半分はミクスの町に。

　俺はどちらに属しているのだろうか。この町のどちらへ行けばいい？

　──いや、どちらに存在していいのだろうか……。

　そのことが頭の中を回って、汗が止まらない。どちらの町にも、俺との間に一枚のガラスが差し込まれているようで、俺一人隔絶されている妄想を抱いてしまう。

「…………」

　果たしてそれは妄想なのか？

　……いかん、気分が悪い。さっさと町を出よう。

　そう思って、駆け出そうとしたときだった。

「ふざけるなっ、私たちは客だぞ！」と前方から怒鳴り声が聞こえてきた。

　ファミレスの入り口で、男性が店員に向かって大声を上げている。耳にピアスを光らせている茶髪頭の店員は、へらへらとした態度で頭を下げていた。「そのぉ、苦情が来まして」だとか「ほら、毛の中にダニとか、ね？」などと見た目のチャラさに似合う喋しやべり方だ。

「ダ、ダニだと？　この子は清潔だ！　毎日風呂にも入れているし、丁寧に洗うよう躾しつけている！」

「いやぁそう言われましても、俺、追い出すよう言われただけなんで。そんじゃ仕事あるんで失礼しやーす」

　なおも食いつく男性を無視して店員は店の中へと戻っていった。男性は道端に残され、呆ぼう然ぜんとしている。

「あのー、何かあったんですか」

　声をかけると、はっとするように男性は俺を見た。恥じ入るように顔をしかめたが、すぐにそれを警戒と敵意に変えて俺にぶつけてきた。

「見ての通りだ。追い出されたんだよ」

　男性はヤケを起こしたように、吐き出すように言った。

　変だなと俺は考えていた。先ほど店員が言っていたように、不潔と感じるヒュマがミクスを店から追い出そうとすることは珍しいことではない。だからこそ、この町は二つに分かれた訳なのだが──しかしこの男性、どこからどう見てもヒュマだった。

　不思議に思っていると、ひょこっと男性の陰から幼い子供が顔を出した。その子の姿を見て、なるほど、と俺は納得がいった。その子は、焦げ茶の三角耳を不安そうに折りたたみ、怯おびえた目をこちらに向けていた。

「この子がこの店のハンバーグを食べたいと言ったんだ」と、男性はミクスの子を背後に隠しつつ言った。「久しぶりに休暇が取れたから食事でもと思って連れ出したのに、どうしてこんなことになるんだ……」

　怒りと悔しさの他に滲にじむ深い疲労の色から察するに、今回のようなことは初めてじゃないのかもしれない。

「そう……ですか」

　自然と表情に笑みが浮かぶ。

　ここは、俺の出番じゃないか？

「あの、これ」

　俺はポケットに入れておいた財布から、一枚のショップカードを取り出して男性に渡した。

「これは？」

「俺の知り合いのミクスが営業してるレストランです。その子がいれば大丈夫だと思いますけど、追い出されそうになったら『獅し子し山やまからの紹介』って言ってください」

　そう言うと、男性は「ミクスが営業している店？」と呆ほうけた表情で俺を見返した。

　しばらく俺の言葉を吟味するような間があったが、急に生気を取り戻したかのように、

「こ、この店、どこにあるんだ？　ああ、すまないカードに書いてあったな！　えっと……ああ、すぐ近くじゃないか！」

　男性は子供の手を握って小走りで去って行った。だが途中で振り返り、「すまない、ありがとう！」と頭を下げた。

「どういたしまして」と俺も返したが、聞こえたかどうかは分からない。しかし彼らが温かい食事にありつけるのだと思うと、心が楽になる。

　この町に俺が存在していることを実感し、ほっと胸を撫なで下ろした。




「なかなか君は人が良いようだね。ヒュマを助けてあげるなんてさ。まさかあのミクスのガキのためではないだろうね？」

　親子を見送っているときだった。

　前方からリムジンが走ってきて俺の傍そばで止まり、後部座席の窓が開き、そこから陰険な声が飛び出してきた。

「げ、権ごん太た……」

「やあ、名前を覚えて貰もらえて光栄だよ。それで獅し子し山やま君、少し時間をくれないか。話したいことがあってね」

　権太は片腕を窓枠に乗せ、身を乗り出してくる。嫌な予感しかしない。

「いや、悪いけど早く帰りたいんだ」

　手を上げ、そそくさと立ち去ろうとするのだが、

「そうか。ならば、送っていってやろう」

　と、車内の奥から低く重厚な声が聞こえてきた。

　パンパン、と手を叩たたく音が響ひびいてきた。すると、運転席と助手席に乗っていた黒服の男たちが飛び出してきて、あっという間に俺を挟み込んだ。

　そして、後部座席のドアを開けると俺を中に放り込んだ。

「え、ちょっと──!?」

　バタンと閉められたドアに飛びつきノブを引っ張るがドアは開かない。男たちはさっと元のポジションに戻り、車を発進させた。

「ようこそ獅子山君。そう恐こわがることもない。楽にしてくれたまえ」

　焦る俺などお構いなしの声がかけられた。俺は唾を飲み込み、声があったほうへ顔を向ける。

　リムジンの中は円形に座席が設置され、トランク側を背に神輿みこし賢けん三ぞうと権太が並んで座ってこちらへ顔を向けていた。

「何なんですかこれ。一体俺に何をしようと？」

「いや何、この度の調査報告会について語り合おうと思ってな。ああ、まずはご苦労だった。高校という慣れない環かん境きようで調査員という仕事を任され、さぞや苦労したことだろう」

「いや、別に……」

　リムジンは路地を曲がると表町へと走っていき、景色はどんどん流れていく。

　もうこうなったらどうしようもないと覚悟を決め、俺も二人と向かい合うように座席に腰を下ろした。

「あの、この車はどちら行きで？」

　訊たずねると、賢けん三ぞうはそれまでの朗らかな表情に狡こう猾かつさを含ませた。

「君の自宅だよ。送り届けてあげようと思ってな。ただ、君には少し話があるため、少し遠回りに走らせている。そしてこれから君と行うやりとりが上う手まく進まなければ、いつまでも帰宅することは叶かなわない」

「明確にさせたいことがあるのさ」と隣となりに座る権ごん太たが、不愉快な笑みを浮かべながら言った。ふん、と賢三が鼻を鳴らす。

「君は先ほどの会議でＨクラスの騒そう動どうについて、行き過ぎたレクリエーションだと説明していたな。もしその説明がなければ、またも共学校で事件が起こったとして塔とう城じようの解体に一歩近づいたはずだった。そこで訊ねたいのだが……あのとき、君はなぜ事件として済まさず正直に話したのだ？　学校を守るためか、それとも委員長に促されたためか」

「そんなこと聞いてどうするんです？」

「つまりだ」と賢三が顔を近づけてくる。「君がどちらの側なのかを知りたいのだ。私たちか、それともミクスたち側なのか。君がミクスどもに敵対する姿勢を取っていることは話に聞いていたのだが、しかし先ほどの会議では庇かばうようなことを述べていた。はっきりして貰もらいたいのだよ」

「……は、はあ」

　賢三はそこで一度口を閉ざし、わざとらしく背筋を伸ばし、まるで神父のように腹の前で手を組んで俺を見つめた。

「君はミクスどもをどう思う？　私は全くもって許しがたい存在だと思うのだよ。この現代に存在する文化、町、技術のほとんどをもたらしたのはヒュマだ。ヒュマこそが世界の支配者であり王者である。……しかし、ミクスなどという訳の分からん生物が、まるで我々と同等とでも言うかのように社会で権利を主張し、生活している。下等生物であるアニマの耳やら尻尾やら、進化の過程で我々が捨て去ってきたものをその体に宿した姿はまさに原始人であろう？　とてもではないが、同じ生き物とは言えん」

　賢三は嫌悪を露ろ骨こつに表情に表した。

「知っているかね？　日本だけの話ではあるが、成人したミクスの約七割が肉体労働で生活しているという。それはつまり、学校での教育が無駄になっているということだろう。ならば、ミクスたちには社会生活に最低限の知識を種族学校で身につけさせ、身体の強化を図る施設などに入れた後は我らの手足として働かせるのが最良とは思わんかね？」

　賢けん三ぞうは識者気取りで言う。俺はそれを聞いて、呆あきれ返っていた。

　数字だけで全てを決めつけるなんて馬鹿馬鹿しい。その身体能力を生かすため、または差別があって仕事を選べないという理由があって七割という数字があるはずだ。ちょっと調べれば分かるはずなのにそうはせず、そうだと思い込んだ賢三の言葉は、酷ひどく癇かんに障った。

「教育が無駄になるということは税金の無駄遣いということでもある。特に共学校というのは二種族の生活を調和させるために普通校より多くの補助金が費やされる。施設の拡張に強化、維持費。種族間の問題についてのアドバイザーの常勤確保。全くもって馬鹿馬鹿しい金額になるのだよ。だからこそ私は共学校の全廃止に向けて活動してきた」

「…………」

　ついに賢三が核心に迫ることを口にした。

　共学校が次々と廃止に追いやられていることには賢三が関係していると確信を持っていたが、しかし本人から直接確認が取れると、その真剣さに圧倒されてしまいそうだった。そして、今回の報告会を乗り切ったぐらいでは危機を回かい避ひ出来た訳ではないと分かり、緊きん張ちようが走る。

「権ごん太たよ。あれを」

「はいお父様」

　賢三が横に手を出すと、権太が傍そばに置いてあった小さめのジュラルミンケースを手渡した。それを賢三が俺に渡し、「開けてみたまえ」と言った。

「うわ、またあからさまな……」

　ケースの中には絵に描いたように札束が三つ並べられている。

「さあ私の話を聞き、そしてそのケースの中身を得られると知った上で、答えを出して貰もらおうか。君はどちらの側なのか。どちらの側につくのか」

「あー……ちなみに、解答の正解不正解によって結果はどうなるんですかね？」

「ふむ、正解ならば、君とはこれから懇こん意いにさせて貰おう。君に相応ふさわしいヒュマだけの学校の籍せきを用意してやるし、授業料等もこちらで受け持つ。そして不正解だった場合だが……君は賢かしこい人間だと確信しているため言う必要はないと思うが、これだけは言っておこう。話によると、君は委員長の養子なのだそうだね。大変お世話になっているのだろう？　迷惑はかけられまい」

　賢三の目は、どうなるか分かるだろうとでも言いたげだ。

　これは脅迫以外の何ものでもない。選択肢はあれど選べるのは一つ。笑ってしまいそうな程分かりやすい展開であるけれど、とてもじゃないが笑えない。

「君の協力を得られたら、きっとすぐにでも悲願を達成出来るはずなんだ。共学校の完全撤てつ廃ぱいをね」と権太が話し始めた。「何たって、Ｈクラスは精神的に問題を抱えているやつだけを集めたクラスだからね、この前のようにクラスを引っ掻かき回してくれよ。そうすれば、すぐにでもボロが出るだろうから」

「……何だって？」

　一いつ瞬しゆん耳を疑ったが、しかしすぐに納得がいった。全部で八クラスもあるのに、Ｈクラスだけが妙に不安定だなと感じていたのだが……そうか、仕組まれていたのか。

　しかし、クラスのことは大丈夫だろう。権ごん太たはクラスのみんなを問題児と称したが、実際のところ賢けん三ぞうたちが好むような問題を引き起こすやつはいない。権太は勘違いしているが、それについては確信がある。先日の鬼ごっこで見た彼らの本心を俺は知っている。

　ということでクラスについては保留してもいいだろう。そしてじーちゃんのことも、恐らく心配ないはずだ。賢かしこい人だし、ＬＣＯの保安部と繋つながりがあるから事前に危険を報しらせておけばどうにかするはずだ。

　だけど、学校は放っておいたらどうなるか分からない。

　ならば、と俺は話を聞いている間にずっと考えていたことを実行に移す。

「──それじゃあ」

　と、言ってケースの中の札束を一つ掲げ、

「この札束、ありがたくいただきます。これが俺の答えです」

　にっこりと笑ってそう言った。

　すると賢三は「そうかそうか。よく言った。ヒュマらしい賢い選択だ」と満足そうに笑うのだが、

「ですけど」と俺は続けた。「全然足りないんですよ」

「……何だと？」

　こいつは何を言っているんだ、と呆ほうけた顔をして賢三と権太が俺を見つめてきた。そしてすぐに表情を凶悪なものに変えていく。

「……貴様、自分の立場が分かっているのか？」

　賢三の言葉は怒気を孕はらんでいた。それでも俺は笑顔を崩さない。

「ええ分かっていますよ。その上でさらに申し上げます。もっとお金ください」

　これにはさすがに度肝を抜かれたようで、賢三は怒りを通り越して呆あきれ返っていた。

「あれ、何か勘違いしてませんか、賢三さん。俺のこと守銭奴って思ってません？　もうやめてくださいよぉ、ちょいと良い案が思いついたんでそれを実行するためのお金をプラスで貰もらえないかって言ってるんです」

「は？　良い案、とは？」

「ミクスとヒュマを争わせる……そういう案ですよ」

　俺がそう言うと、賢三はしばらく頭がついていっていない様子でいたが、理解が追いついてくると吊つり上げていた眉を下ろして代わりに口角を尖とがらせた。

「なるほどなるほど、それが君の答えなんだな？」

　その問いに、俺は微笑ほほえむだけで返す。

「よし、具体的に話してみたまえ」

「それはですね──」と、俺は『良い案』を語って聞かせた。

　すると賢けん三ぞうは、考え込むそぶりを見せた後、その悪人面を歪ゆがませて、手を差し出してくる。

「なかなか図々しい注文だが、いいだろう。好きなだけ私の金を使え」

「そりゃありがとうございます」

　俺はそう言って、傲岸な男の手を握った。
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「はあ……」

　昼休みが終わり、五時限目の体育のため、体育館内にある更衣室で着替えをしているところだった。小こ葉は夢むはジャージの上着に腕を通しつつ溜ため息いきを吐ついた。

「んふ？　あんれぇ、どうしたのさぁー元気なさげ？」

　わいわいと賑にぎやかな中、赤あか夏げがそれを耳聡ざとく聞いていた。近寄ってきて背後から抱きしめてくる。

「大丈夫、元気ですよ。ただ私、体育が好きじゃないものですから」

　体を動かすこと自体は嫌いではないが、走っても遅いしボールを扱うのも苦手。いつだって団体スポーツでは足手まとい。そのため、小葉夢は遊びではない運動がどうも苦手だった。みんなの足を引っ張ったらどうしようと考えてしまう。

　それに、ヒュマとミクスそれぞれに分かれて授業を行うことも気になっていた。確かにヒュマとミクス両者とも同じ基準で成績を決めるのは難しいだろうが、それにしても別のやりようがあったのではないかともやもやしてしまう。

　そんな彼女の内心などおかまいなしに、赤夏の表情は何やら楽しげだ。

「ふぅん、体育ねぇ。てっきり竜たつ巳みっちのこと考えてたのかと思ったにゃん」

「え!?　あ、あの、何で？」

「だってこの前の鬼ごっこ事件の後からずっと塞ぎこんでるじゃん」

「そ、そんなことないですよ」

「そういえばあいつ、いつ戻ってくるのかにゃ。停学になって一週間以上過ぎたけど」

「そういえばそうですね。戻ってきてもいい頃でしょうけど」

「心配？」

「べ、別に心配なんかしてないです！　……あんな最低な人っ」

　吐き捨てるようにそう言うのだが、しかし非常に複雑な思いが渦巻いていた。

　彼の行いは深く小こ葉は夢むの心を傷つけていた。あんなにクラスをどうにかしようと一緒に努力してきたというのに、クラスメイトを見下し、自分の利益しか考えない言動を取った。母を亡くしたこと、それに幼い頃から憧あこがれ続けてきた人だと思ったこともあって、自宅に招いて泊めるなどのように多少なりとも心を許した後だったため、自分の大切な気持ちまでもが踏ふみにじられたと余計にこたえていた。

　だが、それだけならまだ気持ちの整理がついたはずだった。心の痛みへの対処はそれまでの人生で学んできた。出来るか出来ないかは別として、痛みをぐっと堪こらえ、忘れようとすればいいだけの話。そうすることでどうにか感情を抑えられる。

　しかし、更衣室を見回すとそうもいかない。事件から二週間程経たった今現在、事件以前には見られなかった組み合わせの交流が生まれていた。今ではもうすっかりヒュマもミクスも関係なく交友関係があちこちで結ばれている。今までどうして意識し合っていたんだろう、とそれぞれ疑問に思っているかのようだ。

　その光景は小葉夢が望んできたもので、竜たつ巳みと一緒に目指してきたものでもあった。酷ひどい裏切り行為は、結果痛みとともに喜びももたらした。

　その点が小葉夢の心境を複雑化させている。

「私は、竜巳さんのこと……」

　と、そこでチャイムが鳴った。いけない、体育の渡わた辺なべは時間に厳しい教師だ。

「赤あか夏げ、急ぎましょう」

「うにゃん」

　友人を引き連れ更衣室を飛び出す小葉夢だったが、まだ頭の中は竜巳のことで一杯だった。




　ランニング一周追加を覚悟してグラウンドに出ると、しかしそこには渡辺はおらず、すでに整列していた男子が騒さわがしくしていた。

　珍しいこともあるものだと思っていると、「おーい、星ほし野の」と男子の先頭にいた武たけ辺べが駆け寄ってきた。

「渡辺先生はどうしたんです？」

「何があったのかは分からねえけど、自習だって言い残してどっか行っちまったぜ」

「自習ですか。何をしたらいいんでしょう？」

「おう、そのことなんだが、せっかくだし全員で出来ることしないか？」

　そう訊たずねておいて、彼はすでにサッカーボールを抱えていた。

　彼の周りには種族関係なくクラスメイトが集まっている。それを見て小葉夢は、はっとした。これは、ヒュマもミクスも関係なく体育を行えるチャンスじゃないだろうか。たとえ今日限りとはいえ、せっかくの機会を無駄にすることはない。

「そうですね、始めちゃいましょうか。でも私たちも混ざっていいんですか？」

　小こ葉は夢むが訊たずねると、「もちろんだ」と武たけ辺べは言う。

「というより、サッカーやるならグラウンド全部使いたいんだ。だけど、それだと女子が使うスペースなくなるだろ。わりぃけどつき合ってくれねえか？　気が乗らないやつは見学でもいいし、どうよ？」

　女子の中には気乗りしない者もいたが、武辺の一押しに促されてぽつぽつと頷うなずいていた。

「それじゃあ一緒にやりましょうか」

「おしじゃあ早速やろうぜ。半分に分かれて散らばってくれ」

　大雑把にも程があったが、しっかりしたルールで固められるよりは女子も馴な染じめるだろうという彼の配はい慮りよだと小葉夢は感じた。武辺とは幼おさな馴な染じみなので、何となく考えることが分かる。

　女子の間で話し合って戦力が半々になるよう分かれ、グラウンドに散らばった。男子はすでにポジションについていて、女子たちは適当でいいということだったので、空いているスペースに並ぶ。

　今日限りとはいえ、貴重な体験だ。小葉夢は武辺に感謝し、今この瞬しゆん間かんを楽しもうと考えた。

　しかし、そのとき──




『（ピーガガー）えーＨクラスの皆さま、急で申し訳ありませんが、本日の体育は中止としまして、この時間は【迷宮・ＴＨＥタツミクエスト】に挑んでいただきます！』




　聞き覚えのある声が校庭に響ひびき、その途端、地面が大きく揺れた。

「じ、地じ震しんか？」と誰だれかが言った。

　しかし、そうではなかった。グラウンド全体を囲むように、コンクリートの壁かべが地面からせり上がってきたのだ。

　何だろうあれは、と遠くの異変に気を取られていたせいで足元の変化に気づくのが遅れた。周囲と同じ色の土を被かぶせることで巧妙に隠されていた分厚いコンクリートの壁が、土を巻き上げながら小葉夢の目の前に生え、立ち塞がった。コンクリートの壁は見上げる程の高さだ。

「ど、どうなってんだこりゃ!?」

　背後にいた武辺が驚きよう愕がくして声を荒らげていた。気づけば壁に囲まれ、クラスは分断されていた。近くには犬いぬ井いと武辺しかいない。

　困惑していると、横の壁に埋め込まれていたモニターが発光し、椅子に座っている妙な被かぶり物をした男が映し出された。

『よく来てくれた、勇気ある者たちよ。このダンジョンはヒュマとミクスの因果の力が絡み合い、何やかんやあって魔ま界かいから召喚されてしまった悪あく魔まの迷宮である。この迷宮は、踏ふみ入る生徒たちを飲み込み、その体内で永遠に迷わせ続ける怪物だ。塔とう城じようの勇敢な男たちが何人も挑んだものの、未いまだ還かえってくる者はいない……。このままでは塔城の民は体育を行うことが出来ず、単位が足りなくなってしまう』

　モニターに映っている男はビシッとこちらに向かって指を突き出してきた。

『そこで諸君らに、集まって貰もらった訳だ！　塔とう城じようでも屈指の濃こいキャラクターを誇る君たちにこの迷宮の攻略をお願いする！　以上、質問はあるか？』

　小こ葉は夢むたちはお互いの顔を見合わせた。みんな揃そろって「全くもって意味不明」と頭に浮かべている。

「おい、俺の声聞こえてんのか？」と武たけ辺べがおもむろに訊たずねた。

『聞こえてますぞよ』

「あー……そんじゃ質問なんだがな、とりあえずその妙な被かぶり物は何だ、獅し子し山やま」

『獅子山？　誰だれのことかね？　オラはおっとこハム次じ郎ろうでちゅ』

　男は、デフォルメされているのに太い眉毛と青あお髭ひげのせいで可愛かわいらしくないハムスターの被り物を被った頭を傾かしげた。

　何だか無性に腹が立つ、と小葉夢は思った。

「うっぜぇな、ふざけてんじゃねえぞ！　そのマスク取って真ま面じ目めに取り合えや！」

『大好きなのはお金と女でちゅ』

「はあ!?　知るかそんなこと！　こりゃ一体何なんだ!?　何で俺らを閉じ込めた！　何でてめぇは平和な日常を邪じや魔ますんだよッ！　どっかで見てたんだろ!?　俺らがサッカー始めようとしてたのをよォ！　こんな機会、滅多にないんだぞ！」

　そこで小葉夢は武辺の気持ちに気づいた。先ほど何気なくサッカーの誘いを受けたが、彼も自分と同じように体育の制度について疑念や不満があったようだ。幼おさな馴な染じみの彼に、確かな絆きずなを感じる。しかしその絆は、ヒュマに歩み寄る決意をさせたとある男の子がいなければ得られなかったものだ。

　今、目の前のディスプレイに映っている男がその子だと思っていた。しかしその確信は揺らいでいる。

　心に焼きついた髪の色を何度も何度も思い出し支えとしてきて、思い続けたせいで恋心に近いものを抱くようにもなっていた。だからこそ、見間違えることはないと思っていたのだが……。

　もしかしたらこれは塔城を守るための作戦なのかもしれない、とも思う。誘拐事件のことも、結果を考えればその可能性を否定しきることは出来ない。しかし期待するのと同時に、今までは善人の皮を被っていただけだったという可能性も考えてしまう。中にはいるのだ、善人面をして近寄ってきて、仲が深まった途端、絶望に突き落とすような人が。他人を蹴け落とし、傷つけて喜ぶ人が、この世の中には確かに存在する。

「竜たつ巳みさん」と小葉夢はディスプレイに向かって呼びかけた。「何でこんなことするんですか？　何が目的なんですか？　私、あなたのことがよく分かりません……」

　自分の正直な気持ちをぶつける。

　しかし、

『んっんー、竜たつ巳みとは誰だれのことやら』

　竜巳はそう言い残し、ディスプレイの電源を切ってしまう。

「あんの野郎ッ、舐なめ腐りやがってッ！」

　憤ふん慨がいする武たけ辺べを犬いぬ井いが必死に宥なだめている。

　その横で、小こ葉は夢むは一人、判然としない胸の苦しさに悩まされていた。
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　背後で地面を踏ふみしめる音が聞こえたので振り向いてみると、権ごん太たが嫌らしい笑みを浮かべてこちらへ向かってきていた。

「やあ、首尾はどうだい？」

　そう言って、俺の目の前の机に置かれた複数のモニターを覗のぞき込んだ。

「とりあえず予定通りＨクラスのみんなはこの迷路の中だ。それで、そっちはどうなんだ？　先生方の説得は済んだのか？　任せろって言うから、こっちでは全く手回ししてないぞ」

「僕を誰だと思っているんだい？　神輿みこし家けの財力にかかれば情報操作など駄菓子を買うようなものさ」

「すげえな、駄菓子か。それじゃあ企業買収は？」

「え、企業買収？　き、企業買収はどうだろうな……うどんを食べるぐらい……いや、そんなことより今は目の前のことに集中しようじゃないか。この迷路を作るのに相当な費用をこっちが負担しているんだから、しっかりと目的は遂行してくれたまえよ」

　そう言って、権太は目の前の巨大迷路の外がい壁へきを見上げた。

　この迷路は、俺が賢けん三ぞうに『良い案』として作らせたものだ。

　頭を使わなければ脱出出来ない仕組みにして、いかにヒュマの頭脳が素晴らしいかを見せつけようともちかけると、賢三は快く承しよう諾だくしてくれた。もちろん建前であって、実際の目的はいつも通り、彼らの関係性の改善だ。

　ついでに好きなだけ金を使っていいと言われたのでこっそりと経済的なダメージを与えようと目もく論ろんでいたのだが、こうもあっさりと作られてしまうと期待出来そうにないな。

「ところで、何でまたこんなところに拠点を張っているんだい？　室内でのんびりと観察すればいいじゃないか」

　俺たちは現在、迷路の出口の正面に設置した監かん視し機材で中の様子を窺うかがっている。

「まあ色々あるんだよ」

　もし何かあったときすぐに助けに行けるように、などなど。命の危険がないような設計を頼たのんであるので大丈夫だと思うが、念のためだ。

「ふうん？　まあいいけどね」

　権ごん太たは怪け訝げんそうに言った。何か含みのある表情に見えたが、気のせいだろうか？

「おや、動き出したようだぞ」

　言われてモニターに視線を戻すと、バラバラに分かれたＨクラスが一様に前へ進み出していた。




　　　　　　ё




　喚わめいても仕方がない、と小こ葉は夢むたちは歩き出した。

　道は幾度も折れ曲がり、非常に複雑。いつの間にこんなものを作ったのだろうと呆あきれる思いだ。それは他のメンバーも同じようで、周囲を見回して苦笑していた。

「大丈夫か、星ほし野の。元気ねえみたいだが」

　グラウンドは元に戻るのだろうかと考えていると、横を歩く武たけ辺べが訊たずねてきた。

「大丈夫ですよ。ちょっと考えごとしてただけです」

「分かるぜ。獅し子し山やまの奇行にはうんざりだよな。俺らを閉じ込めてどうしようってんだ？」

「そうですね。ほんとに、何なんでしょう……」

「ったく、あのクソ野郎、次会ったときぶっ飛ばしてやる！」

　武辺がそう意気込んだ。すると、「あ、あのさ」と犬いぬ井いがおずおずとした様子で口を開いた。

「竜たつ巳み君はそんな悪い人じゃないよ。きっと何か考えがあると思うんだ」

「何だ犬井、お前もしかして獅子山の味方すんのか？」

　武辺がそう訊きくと、その迫力に驚おどろいたのか犬井は体を強こわ張ばらせる。

「あ、悪い、脅かすつもりはねえんだ」と武辺は慌てて言う。「だけどな、あんなやつのこと庇かばうことねえんだぞ。たまにいるんだよな、最初は善人面してるんだが、いきなりその面剥がして暴れるやつ。獅子山はそういうタイプだ、絶対にな」

「うん分かるよ、そういう人。だけど竜巳君はそういう人じゃないと思うんだ。あの……これ、秘密にしてって言われてるんだけど」

　と、犬井が何かを打ち明けようとしたとき、

『はいはい皆さん元気に迷ってるぅ？　迷子ハツラツぅ？』

　どこからともなく竜巳の声が響ひびいてきた。その途端、武辺の眉が跳ね上がる。

「ちっ、いきなり話しかけんじゃねえよ」

『そう言うなよ、冷たいなぁ』

「うっせぇーな。用件は？」

『はいはい、あのですねえ、この迷路を何組かに分かれて探索して貰もらってる訳だけど、君たちだけやたらと遅れてるってことをお知らせしたかったんだわ。このままチンタラしてたら授業が終わるまでに脱出出来なくなっちゃうぞ』

「分かってるっての！　さっさと失うせろ！」

『ひっでえな、親切心で教えてあげたのに。まあいいや、とにかくさっさと進んでね』

　そう言い残して竜たつ巳みの声は聞こえなくなった。「クソったれが」と武たけ辺べが悪態を吐つく。

　竜巳の指示に従うのは癪しやくだったが、動かなければ状況に変化はなし、と小こ葉は夢むたちは渋々急ぎ出した。

　幾度か角を曲がり、行き止まりにぶつかっては引き返すことを繰くり返していると、「にょわ～～～～～！」という個性的な悲鳴が聞こえてきた。

「い、今のって」と犬いぬ井いが目配せする。

「赤あか夏げの声です！」

　友人の身に何かあったのかと小葉夢は駆け出す。「お、おい星ほし野の！」と武辺が引きとめようとしたが、小葉夢はそれを振り切って声が聞こえたほうへ向かった。

　角を曲がったところで広場にぶつかり、小葉夢は足を止めた。地面が向こう十メートル程まで陥没しており、底は緑色の液体で満たされていた。淵ふちには岩いわ鳥とりと猿さる斗と日びの二人が立ち尽くしており、底を覗のぞいている。

「あの、一体何があったんですか？」

「ぬ？　おお、星野殿。それが猫ねこ衣い殿が落ちてしまってな」

「え、あの液体の中に赤夏が？」

　見るからに怪しげな緑色の液体がぶくぶくと泡立っている。あの中に赤夏が、と小葉夢は青ざめた。

　しかし小葉夢の心配をよそに、「にょああ、これベタベタして気持ち悪ぅ～」と水面から元気よく赤夏が顔を出す。

「赤夏、大丈夫？　体に何か影えい響きようない？」

　小葉夢が訊たずねると、『ああ、それ人体には影響ないよ』と赤夏の代わりに竜巳が答えた。

『ただし、服は溶けるけどね！』

「え!?」「何!?」「!!」とその場にいた三人に戦慄が走る。

　はっとしたときには、猿斗日が投げた縄なわを赤夏が上りきっていた。

「わっ……！　ふ、二人はこちらへ！」と小葉夢は慌てて岩鳥と猿斗日をすぐ近くの角へ追いやる。「おーい、星野。大丈夫か？」と後を追ってきた武辺たちも止めさせ、こちらへ来ないよう忠告する。

「怪け我がはない？」

「うん、ないよん。でも服が溶けて、おっぱいボロンボロンにゃん」
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『うぎゃああああー！　地球が二つ！　興奮のあまり目が破裂しそうだッッ!!』

「な、何見てるんですか！　すぐにカメラを切ってください──って、赤あか夏げもポーズ取らないの！」

　小こ葉は夢むは恥じらいのない竜たつ巳みと赤夏を叱しかりつけながら、慌てて上着を脱いだ。それを赤夏に着せようと思ったのだが、

『ちょいと待って星ほし野のさん。もうすぐそっちに制服届くから』

「え、届くってどういう──」

　と、何やら視界の隅でこちらに向かって動くものがあった。

　壁かべの天頂部にレールが敷しいてあるようで、そこを走る四輪の機械がこちらへ向かって走ってきていた。その機械から突き出した鉄の棒にハンガーで衣服が吊つるされていて、バタバタとなびいている。

　制服に──そして、パンツやブラなどの下着までもが。

『ちゃんと猫ねこ衣いさんのサイズだから安心してくれ。って、あれ星野さん、どうしたのさ？　顔を真っ赤にして俯うつむいちゃって』

「っ……もう竜巳さんの馬鹿、最低……！」

　赤夏が服を着た後、角に追いやっていた男子たちを集め、今後について話し合うことになった。

「ここを渡れってことなんだろうが……どうしようもねえじゃねえか。服溶かしながら渡れってか？」

　武たけ辺べが目の前の陥没地帯を眺めてそう言った。

「んふ～そんなことする必要ないにゃん。あそこに足場があるよん」

　そう言って赤あか夏げが指差した陥没地帯の中央には、人一人が立てるかどうかの大きさの丸太が縦に突き出ていた。

「勢いつければ届かなくもないが、間違いなくそのまま落ちちまうって。……こりゃつまり、俺らヒュマは渡れねえってことか」

　武辺が苦い表情を作る。アニマ並みのバランス感覚を持ち合わせる赤夏などはこの地帯を渡りきれるだろう。逆に言えば、彼女たちのような驚きよう異い的な身体能力がなければ渡れない。そういった構造から、竜たつ巳みの悪意が感じられて彼は不快になっているようだ。

「そんなことはないぞ。拙者もミクスであるが親はペンギンゆえ、泳ぎは得意だが身体能力は御主たちと大して変わらん。拙者もここを渡ることが出来そうにない」

　岩いわ鳥とりが宥なだめるようにそう言った。それを聞いた武辺は、「悪いな、気ぃ使わせちまって」と苦笑する。

「ここでじっとしていても仕方があるまい。猿さる斗と日び殿、先に進んで様子を見て来てはくれぬか？」

「……承知した」

　猿斗日は短く答えると、助走もつけずに丸太へ向かって跳んだ。みんなが見守る中、猿斗日は無事丸太の上に着地する。勢いのあまり落ちそうになるが、尻尾をピンと伸ばして上う手まくバランスを取った。

　彼なら大丈夫だろうと揃そろって安心したとき、猿斗日が飛び乗った丸太がガコンと沈み込んだ。「しまった、罠わなか!?」と岩鳥が叫ぶが、丸太は数センチ沈み込んだところで止まり、次いで液体から幾つもの丸太が飛び出してきた。

「驚おどろいた。こういう仕組みだったんだね。これでぼくたちも渡れるんじゃない？」

　呆あつ気けに取られていた他のメンバーが犬いぬ井いの言葉にはっとする。現れた足場はヒュマでも届く位置に突き出ていた。

「そうですね。これなら猿斗日君程の能力がなくても行けそうです」

「いや、これこそが罠ってことはないか？」

　武辺が不安になってそう言うと、確かにそうかもしれないとメンバーに緊きん張ちようが走った。

「竜巳君はそんなことしないよ。きっと大丈夫」

　犬井はそう言うが、小こ葉は夢むたちにとっては信じられる要素がなく、いまいち安心に欠ける。

　どうしたものかと動けないでいると、

「ん～、グダグダ言っててもしょうがないし、あたし行っちゃうよん」

「あ、赤夏！」

　小こ葉は夢むの制止を聞かず、赤あか夏げはひょいひょいと現れた丸太を飛び越えていく。丸太は倒れたり沈んだりすることもなく、彼女は猿さる斗と日びを超えて対岸まで行ってしまった。

「僕も行くよ」と犬いぬ井いも続くと疑念も晴れて、小葉夢たちも続くことが出来た。武たけ辺べだけが一人最後まで納得いかない様子だったが、メンバーが次々と対岸へ渡っていくのを見て、渋々といった様子で動き出した。

　最後に猿斗日がひとっ飛びで渡りきった。背後でギミックが元に戻る音を聞きながら、小葉夢たちは迷路を進んでいく。

「っかしいな。獅し子し山やまのことだから、また妙なことを仕組んでるもんだと思ってたんだが」

　武辺が怪け訝げんそうにそう言う。小葉夢も、もしかしたら、と彼と同じことを考えたのだが、実際そんなことはなく、犬井は「だから言ったでしょ」とどこか嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

　人数が多いことを利用して散らばりながら効率よく進むと、しばらくして壁かべに突き当たった。

「新あら井い君と舞まい中なか君？　何してるんですか、そんなところで」

　小葉夢が呼びかけると、壁に手を当てて唸うなり声を上げていた新井と舞中が振り向いた。

「助かった、手を貸してくれ。こいつがいかんせん重くて俺たちじゃ動かせないんだ」

　舞中が目の前の壁を拳で軽く叩たたく。そこに、一枚の四方が三十センチマスの４×４スライドパズルが埋め込まれていた。パズルを解くことで道が開かれる仕組みだろうと想像がつく。

「何だよ情けねえな。よし、俺が何とかしてやる」

　武辺が意気込んでパズルに手をかける。が、ピースはピクリとも動かない。

「おいおい、どうなってんだこりゃ……」

『そのパズルは特注品だから武たけちんごときじゃ動かせないよ』

　不意にどこからか竜たつ巳みの声が聞こえてくる。

『ヒュマの筋力じゃあ動かせないようになっているんだ。そういう重労働はミクスにでも任せておけばいいんじゃないかな』

「あぁ？　どういう意味だそれ！」

「拙者たちを思ってくれるのは嬉しいのだが、ここは抑えろ。思う壺つぼだぞ」

　岩いわ鳥とりにそう窘たしなめられ、「ぐぅ……」と武辺は感情を収めた。

「とにかくこのパズルを完成させなきゃ進めないみたいだし、頑張ろうよ」

　犬井がそう言ってパズルのピースに手を当ててスライドさせようとする。しかしビクともしない。見た目からして彼の腕の力は弱そうだった。

　岩鳥や猿斗日のミクス男組と赤夏も加わると、ようやく動き出した。しかしそれは微々たるもので、一マス分を動かすには相当時間がかかりそうだった。

「な、何とか動いたね……でもこれは結構しんどいなぁ」

　犬井がそうぼやいたとき、背後からぬっと伸ばされる太い腕があった。

「お、豪ごう沢さわか。いつの間に来たんだ？」

　豪ごう沢さわは、「…………」と無表情に無言を通して、ぐっと親指を立てるとピースに手のひらを当てて力を込めた。すると重さを無くしたようにピースが滑らかに移動する。

「うお、さすが豪沢。すげえ怪力」

　武たけ辺べの賞賛に豪沢は、「…………」と無言でぐっと親指を立てた。

「これでパズルに取り組めそうですね。豪沢君、この続きもお願い出来ますか？」

　小こ葉は夢むの言葉に豪沢は、「…………」無言でぐっと親指を立て、パズルに向き直った。

　どうにかなりそうだ、と犬いぬ井いたちが一息ついたところ、しかし豪沢は手を止めて無言で小葉夢たちを見つめる。

「もしかして、どれを動かせばいいか分からないんですか？」

　小葉夢が訊たずねると、豪沢は黙だまって頷うなずいた。

「よし、なら僕の出番だな」と新あら井いが前に出る。「こういうのは得意分野だ。こちらで指示するから、豪沢君はその通りにピースを動かしてくれ。それじゃあまず──」

　まるで最初から答えが分かっていたかのように、間断なく新井が指示を飛ばす。豪沢は的確にピースを動かし、パズルはものの数分で完成した。

「す、すごいです新井君、こんなに早く解けるなんて！　さすがですね」

「学年首席の君にさすがと言われてもな。それに僕一人では完成出来なかった。豪沢君のおかげだよ」

　豪沢は相変わらず無言だが、誇らしげな表情で親指を立てていた。

「しっかしあれだな、せっかく完成したってのに、この絵柄じゃあ萎えるな」

　完成された、薔ば薇らを咥くわえた半裸の竜たつ巳みがウインクしている絵に武辺が不平を漏らす。他のメンバーも同じで、難問を解いた感動よりもげんなりした気持ちが勝っていた。小葉夢に至っては、目の前の半裸の男に一いつ瞬しゆんでも気を許した事実に頭を抱えたくなっていた。

『ど、どうかな、結構上う手まく描けたと思うんだけど』

「手書きでござるか!?　気持ちの悪いやつめ。それよりも御主、普通に話しかけてくるのだな。急に話しかけられると心臓に悪いのだが」

『だって暇なんだもーん。──はい、それじゃあ扉開くから少し離はなれてくれ。ポチっとな』

「にゃ!?　手動かい！」

　ゴゴゴ、と地響ひびきを鳴らしながら、壁かべは中央から割れてゆっくりと奥へ開かれた。

「おいおい、俺たちの苦労は何だったんだよ！」

『パズルが完成しない限り開けるつもりはなかったから無駄ではないさ。ってか、苦労も何も武たけちん何もしてないじゃん』

「う、うるせえな！　くそっ、そこで待ってやがれ、今すぐにぶっ飛ばしに行ってやる！　おら、お前らどんどん行くぞ！」

　武辺が怒鳴り声を上げてどすどすと進んでいく。扉を通る際、竜巳の絵を蹴けり飛ばすことを忘れない。それに岩いわ鳥とり、猿さる斗と日びのコンビも続き、終しまいには赤あか夏げも絵を引っかいていく。犬いぬ井いと豪ごう沢さわは特に興味なさそうにスルーしていた。

　最後に残った小こ葉は夢むはしばし半分に割れた竜たつ巳みの絵を見つめる。

　しかし何をする気も起きず、すぐに顔を逸そらして仲間の後を追った。




　その後も、様々な障害物や仕掛けが待ち受けていた。どれもこれもが面倒で手間のかかるものばかり。小葉夢たちもそうだったが、途中で合流した他のクラスメイトも揃そろって肉体的に疲労していた。だが、不思議と揃って表情は明るい。それどころか、どこか楽しげな雰囲気が漂っていた。

「何か妙な気分だ」と武たけ辺べが言う。「もっと不快なもんを用意してると思ったんだが」

　武辺は眉をひそめ、何とも表現出来ない表情を作った。彼は、今までの仕掛けがまるでヒュマとミクスが協力しないとクリア出来ないかのようになっていたことに疑問を感じているようだった。

「結構やりがいがありましたよね。私は何も役に立てませんでしたけど」

「それは俺も同じだ。やっぱ猿斗日たちはすげえな。お前らがいなかったら遭難してたかもな」

　武辺の言葉に、「俺だけではなく、新あら井いの冴さえもあってこそだろう」と猿斗日は返す。

「しかし、実際に仕掛けを解いたのはほとんど君たちじゃないか。僕はただ口を動かしていただけだ」

　新井は照れくさいのかしきりに眼鏡の位置を直している。しかし猿斗日の言う通り新井の頭の回転は素晴らしく、これまでの仕掛けを解いたのはほとんど彼だった。

「そんなに謙けん遜そんしなくても。本当に凄すごかったですよ」と小葉夢は、自分も話題にあげろと騒さわぐ赤夏の頭を撫なでながら言った。

「その通りでござる。新井殿の活かつ躍やくのおかげで拙者たちは──くしゅん！」

　岩鳥が言葉の途中で思い切りくしゃみをした。岩鳥は岩鳥でプールでの仕掛けを解くのに得意の泳ぎを披ひ露ろうしていた。

「おいおい、大丈夫かよ？」と武辺が訊たずねると、「心配無用でござる。しかし邪険にせず、用意されていたタオルでしっかり拭いておくんでござった……」と岩鳥はぼやいた。

　その後も歩きながら越えてきた仕掛けについて語り合った。誰だれが凄い、誰が活躍したと称たたえ合い、表情は明るい。小葉夢も、どちらかといえば楽しかったという感想を抱いていた。

　どれもこれも、ヒュマの誰か（ほとんど新井ではあるが）とミクスの誰かが協力しなければ越えることが出来なかった。もちろんそれぞれの側にそれぞれ発想力と高い身体能力を持ち合わせた者がいれば問題なかったことだが、小葉夢のチームは結果としてそういう形になった。

（もしかしたら、竜巳さんは……）

　小葉夢の中に期待が膨ふくれ上がる。やっぱり竜巳は自分たちの味方なのではないか、と。

『よぉーし、目の前の角を曲がれば最終ステージだ！　最後だけに大掛かりにしてあるから、みんな気合いれて行けよ！』

　それからしばらく歩き、なかなか次のステージに辿たどり着けないなと話し合っているところ、竜たつ巳みのアナウンスが入った。

「ステージとかよく分からないけど、いっちょやるかー！」

「何か燃えてきたぜ！」

「最後はどんなのかな。期待しちゃうぞー！」

　クラスのそんな盛り上がりを見て、席替えや鬼ごっこ事件のときと同じだな、と小こ葉は夢むは思った。始めはバラバラだったクラスだが、終しゆう盤ばんになると驚おどろく程の一体感が生まれる。終わった後は、お互いに入学式前からの知り合いのように触れ合うことが出来るようになった。

　ラストスパートだ、と駆けていく目の前のクラスメイトの中には、今までに見たことのない組み合わせをちらほらと見ることが出来る。いつの間に友達になったのだろうと考えると、やはりこの訳の分からない迷路を一緒に彷徨さまよったからに違いない。

「おーい、星ほし野の。ぼんやりしてどうしたんだ？　みんなに置いてかれるぜ。走れるか？」

「ええ、体力は残っています。行きましょう」

　竜巳への思いを抑えて、小葉夢は武たけ辺べとともに走り出した。

　角を曲がり、大きく開けた所へと出る。

「うお、何だこりゃ……」

　そこには何十台もの自転車型のダイエットマシーンのようなものが綺き麗れいに列をなしていた。その機械の群集の向こうの壁かべ際には屋根つきの建物が建っており、その建物は堀で囲まれている。底には服だけ溶けるという緑色の液体が溜たまっていた。

　小葉夢たちがいる側の水際から対岸まで二本の鉄のパイプが延びており、そのパイプにしがみつくような形の足で固定された、人一人乗れる大きさの台車のようなものが停とまっていた。

『よぉーし、みんなよくここまで来た！　過酷な試練を潜くぐり抜けてきた君たちにまずは拍手を送ろう！』

「うるせー、早くここの攻略法教えろ」

『あ、はい。じゃあ武たけちん、その自転車みたいな機械に乗って思い切り漕こいでみてくれ』

「俺が？　……ちっ、しゃーねえ」

　武辺がマシンの一つに跨またがり力いっぱいペダルを漕ぎ出す。すると対岸の小屋の前辺りの空間が突如揺らいだ。

「おお、もしかしてホログラムってやつ？」

『その通り！』とクラスの一人の言葉に竜巳が答える。『クラスの一人がワゴンに乗り、目の前に映し出される十個のクイズに正解すれば道は開けてみんな出口がある小屋に辿り着けるぞ。だがこのフロアには電気が通っていない。そこでみんなで協力して電気を作って貰もらう』

「電気を作る、ですか？　どうやって──」

　と、そこでガシガシと激しく漕ぐ武たけ辺べと、消えたりブレたりして安定しないホログラムの映像から小こ葉は夢むは気づいた。

「もしかしてこれは発電機ですか？」

『そうなんです！　一台一台の発電量は微々たるものだから、解答者一人を除いた全員で漕いで貰もらう』

「ハァ、ハァ……なるほどな」

　機械から降りた武辺が息を切らせながらクラスを見回した。

「そんじゃ誰だれが解答者やるか決めるか」

　それなら、と犬いぬ井いが手を上げた。

「新あら井い君がいいんじゃないかな。ここまでの仕掛けを全部解いてきたんだし、クイズぐらい簡単なんじゃない？」

　犬井がそう言うと、クラス中が首を縦に振っていたが、新井は渋い顔をしていた。

「そんな無責任なこと言わないでくれ。数学は得意だけど広く知識を持ち合わせている訳じゃないんだ。それより僕は星ほし野のさんが適任かと思うよ。数学だけの僕と違って幅広い学問に通じてるじゃないか」

「え、私ですか？」

　体力もつかな、と考えていた小葉夢は突然飛んできた矢に驚おどろいた。見れば、「それもそうだな」とクラス中がうんうんと頷うなずいている。

「いいんじゃないか？　体力に関しては新井のほうがあるだろうし」

　武辺にそう言われて、「確かにそうですけど」と小葉夢は自信なく言う。みんなが苦労しているときに自分だけのんびりクイズをするのも気が引ける。

『俺も星野さんがやることに賛成！　何たって、もし答えを間違えたらドボンだからね。もちろん落ちたら素っ裸……ウッ──！』

　ボタボタと何か液体が落ちるような音が聞こえてきて小葉夢は顔を真っ赤にした。

「は、裸!?　も、もうっ、何言ってるんですか！　へ、変態──え、武辺君も何で顔赤らめて、顔背けるんですか！　あ、新井君まで!?」

　見れば男子は揃そろって顔が真っ赤だった。何とも言えない恥ずかしさに小葉夢は涙目になる。

「竜たつ巳みさん……、後で引っ叩たたきますからねっ！」

『ぜひお願いしますッ!!』

「もうっ！」

　竜巳はこんなキャラだっただろうかと考え、そういえばこの学校で会った最初からこうだったと思い出し、小葉夢はがっくりと肩を落とした。

　その後も誰が解答者になるか話し合ったが、クイズに答えられなければ話にならないということで、やはり小こ葉は夢むが解答者をやることになった。「落ちなければいいんでしょう！」と小葉夢はやけくそ気味に言い、自分のポジションへ向かう。

　小葉夢は台車の左右に取りつけられた手すりに掴つかまり、足元を確かめながら乗り込んだ。それと同時に、背後で武たけ辺べの号令が上がり、ペダルを漕こぎ出す音が鳴る。ブゥゥン、とフロア全体に鈍い音が響ひびき渡った。

　パッパラパッパー、と間抜けな音が鳴り、小葉夢の眼前の空間に『塔とう城じよう共学クイズ王決定戦!!』とどこかで見たようなロゴが飛び出すように浮かびあがり、ドーンと爆ばく発はつが起こった。

　続けてクイズの概要が、壮大な音楽とレーザ光線やら隕いん石せきなどの映像演出に混ざって飛びまわった。目で追うのがやっとだったが、正解するごとにワゴンが少しずつ前へ進み、それに連れてワゴン後部に繋つながれている合成繊せん維い質の丈夫な布が広がるので、全問正解したあかつきには後続も渡れる橋が出来上がる仕組みなのだということを読み取った。

　そして一問でも間違えるとワゴンがひっくり返って落とされ、真っ裸にされた上に最初からやり直しになるらしい。

　色んな意味で絶対に失敗出来ない、と気合が入ったところでさっそくクイズが始まる。

《第一問（デデーン！）！　歴史からの出題です。版はん籍せき奉ほう還かんや廃はい藩はん置県などの功績を残したことで有名な西さい郷ごう隆たか盛もりですが、その手腕は相談役であり、相棒だった犬の力が大きかったとされています。さてその犬の名前は？》

「ええと、答えは『つん』です」

《正解！》

　目の前に仮想の花火が次々と炸さく裂れつし、正解の文字が躍おどる。

　ガクンと台車が突然揺れ、慌てて小葉夢は手すりを掴んだ。台車はゆっくりと前進し、停とまった。

《では続けて第二問（デデーン）！　一八六二年に米国大統領のリンカーンにより奴ど隷れい解放宣言とともにペット解放宣言が発せられました。これによりアニマを愛玩用に支配することが禁じられましたが、安全な寝床と食事を奪われ不服とするアニマたちがいたため、ＬＣＯがヒュマとアニマの共同生活を同意の上で正当に営むことが出来る制度を作りました。その制度の名前は？》

「ホームシェア制度」小葉夢は悩むことなく答える。

『んん～……せーいかいッ！』

　どこかの司会者風なタメを作って竜たつ巳みが言う。正解時の軽快な効果音、花火、そして台車が動き出す。その振動に揺られながら、結構簡単だなと小葉夢は考えていた。

　そうして余裕を持って小葉夢は次の問題に挑むのだが、

《第三問（デデーン）！　サービス問題です。あなたの考える一番魅み力りよく的だと思う自分の体の部位はどこですか？》

「はい。……え？　ちょ、ちょっと待ってください……魅力的な、体の部位？　え、ええ!? 何がサービス問題なんですか！　何なんですかこの問題！　ふざけてるんですか!?」

『いいえぇ、ワタクシ大真ま面じ目めに本気と書いてマジと読むぐらいの気持ちを込めて問題作らせて貰もらいました。ちなみにサービスって、男子たちへの、という意味なんであしからずぅ』

　不意に視線を感じて背後へ振り返ると、興味津々な男子の視線が幾つも見られた。

「そ、そんなキラキラした目で見ないでください！　それに赤あか夏げ！　何で女子のあなたもこちらを見るんですか！」

　はあ、と興奮気味に息を吐いて一度気持ちを落ち着かせる。こんなふざけた問題に真剣になることなんてない、と小こ葉は夢むは呟つぶやいた。

「え、えっと、私は爪が綺き麗れいだと思います。毎日手入れしているので」

『………………』

「え、何ですか、この沈ちん黙もくは」

　竜たつ巳みもそうだが、背後の電力供給チームもなぜか静かだ。

『…………。えー、続いて第四問（デデーン）！　あなたの考える一番魅み力りよく的な自分の体の部位を、【お】と【し】と【り】を使ってお答えください』

「ちょっと待ってください、答えが限定されてるじゃないですか！　それ以前に映像が第三問から切り替わってないですよ！」

『残り十秒』

「え、えっと、えっと……ああんもう！　私が考える一番魅力的な自分の体の部位はお尻ですっ！」

『イェアアアアッッ!!　聞いたか男子どもォオオ!!　星ほし野のさんはお尻がプリティだってさあ!!』

　おお！　とにわかに背後で盛り上がった気配があった。

「ひ、酷ひどいです、こんな恥ずかしい目に合わせて……！　あなたが何者であろうと、次に会ったらまた叩たたきますからね！」

『ぜひお願いしまっすッ!!』

　彼には一生敵かなわないんじゃないだろうか、と小葉夢は頭が痛くなる。

　その後も問題が続き、度重なるセクハラに辟へき易えきしながらも小葉夢は答えていった。その度にクラスの男子は盛り上がっているし、女子は女子でそんな男子たちを小馬鹿にして賑にぎわっている。これも竜巳の計算の上でのことなのかもしれない。ただ単に性欲を有り余らせているだけかもしれないが……。

《第九問（デデーン）！　なぜミクスは人型をベースに産まれてくるのでしょうか》

「それは未いまだに解明されていません。自然界のどこにでも見られる黄金比率を崩さないよう、超常的な存在の意思が介入しているのではないか、と宗教的な観念を交えて語る学者さんがいるみたいですね」

『とりあえずそれらしい解答だったから正解ってことで』

　ほっ、と小こ葉は夢むは息を吐ついた。そろそろクラスメイトたちの体力も限界が近いようで、時折ホログラムがブレるときがある。だが次の一問で終わりだ。

　色々と大変な思いも恥ずかしい思いもしてきたが、この時間は楽しかったのかもしれない。それぞれの種の特徴を活かして様々な仕掛けに挑み、それを乗り越えてきた様は、小葉夢が望んだ体育の形に他ならない。

（もう、疑う必要はないですよね？）

　小葉夢は心の中で竜たつ巳みに問いかける。苦しかったはずの胸は、今ではとても温かいもので満たされていた。

　しかし──

『次の問題をクリア出来れば出口への道が開かれます。心して挑んでください！　それでは、最終問題（デデーン）！』

　そこに映された問題を見た瞬しゆん間かん、体に冷水を流し込まれたような感覚に陥った。




《──ミクスが嫌われ、迫害される理由を答えなさい》




「何、を……？」

　頭の中が真っ白だった。ドクンと心臓が跳ね、喉が詰まり、呼吸が止まる。

（期待は、裏切られたの……？）

　ミクスに自分たちが嫌悪される理由を答えさせるなど、悪意以外の何であろうか。わざわざ嫌悪や迫害といったミクスたちにとってデリケートな部分に触れる言葉を口にした彼の意思は、邪悪以外の何だと言うのか。

　それでも小葉夢は考える。相手は竜巳だ。考えがあってのことかもしれない。

　しかしやはり、その逆も考えてしまう。

　不安、怒り、悲しみ、期待、痛み。一瞬で様々な感情が過よぎっていく。

　どちらなのだろうか。竜巳は、どういった人なのだろうか。

　あの夕日の下で出会った頃のまま？　それとも変わってしまった？　そもそも、別人なのだろうか……？

　もし竜巳が自分の期待通りの人でなかったとしたら、自分の心はどうなるのだろうか。小葉夢は考え、目が熱くなるのを感じた。

　そうやって無駄に考えを巡らせて悩んでいると、スピーカーから竜巳の声が聞こえてくる。

『制限時間は残り十秒。……星ほし野のさんなら答えられるよね？』

　最後にこっそりとつけ足された言葉に小葉夢は、はっとした。

　顔を上げ、辺りを見回してスピーカーとこちらの様子を窺うかがうためのカメラを見つける。そこをしばし見つめ、目元を拭った。

　小こ葉は夢むは足にしっかりと力を入れ、正面を向き、言った。

「それは……怖いからだと思います。顔や言葉が違う外国人の方々を意識するのと同じように、私たちも目につく存在なのでしょう。しかし私たちは外国人の方々と違ってヒュマではありませんし、体型も違います。ヒュマでもアニマでもない、とてもあやふやな存在なんです。だから、どう扱っていいのか分からないのではないでしょうか。──それに私たちは絶対数が少ないですから、触れ合える機会の少ないヒュマの方々は限られた情報の中で私たちを想像するしかありません。ですから、膨ふくらんだ憶おく測そくから私たちを危険視してしまい、そこから差別が生まれるのだと、私はそう思います」

　自信など一ひと匙さじもない。ただ単に、面白半分で自分たちを攻こう撃げきする輩やからも多くいるし、知能の優劣だけを挙げて馬鹿にする人もいる。

　だが、小葉夢は今述べたようなことが大多数であって欲しいと考えている。なぜなら、知らない存在に恐怖するのは当たり前のことで、小葉夢たちも同じなのだ。それは本能なのだから当たり前のこと。そこにはまだ救いがある。理解さえ出来れば、仲良くなれるということだから。

『んん～』と竜たつ巳みの間の抜けた声が響ひびく。

　そして、──

『さすがだね、星ほし野のさん、大正解！　同じ質問を調査会社で不特定多数のヒュマに行って貰もらったところ、約七割の人たちが、【よく知らないから】と答えたんだって。詳しい内容までは聞いてないけど、きっと星野さんが言っていた通りじゃないかな。──よし、それじゃあ台車動かすから手すりに掴つかまって』

　目の前の映像に《ＣＯＮＧＲＡＴＵＬＡＴＩＯＮ》の文字が躍おどり、台車が前方へ進み出した。対岸へ降り立ち背後を振り返ると、向こう岸から台車まで丈夫そうな繊せん維いの幕が張られて道が出来ており、へとへとになったクラスメイトたちがこちらへ向かってきていた。幕は対岸に取りつけられた金具と台車に繋つながっており、台車が前進することで張られるようになっていたようだ。

「さすが星野さん、学年一位！」

「助かったよ。もうこれ以上は足動きそうにないんだ……」

「星野さんも大変だったよな、いろんな意味で」

「皆さんお疲れ様です。すみません、苦労かけさせちゃって」

　渡ってきた仲間から賞賛を得て小葉夢は照れる。

「大丈夫か。その、最後は気分わりぃ問題でよ……代わりに俺がやればよかったな」

　表情を曇くもらせた武たけ辺べが言った。そんな彼に小葉夢は笑顔で返す。

「私が解答者で良かったです。長年考え続けてきた答えがここで証明出来たんですから」

「……そうか。まったく、獅し子し山やまは何考えてんだろうな」

「さあ、分かりません。でも、きっと何か考えがあるんだと思います。それを今から聞きに行きましょう」

「おう。そんじゃさっさと出口向かうか」

　そうして小こ葉は夢むたちは建物へと向かった。

　さっそく中に入ろうとするが、小屋には扉が二つあることに気がつく。

『ああ、そうそう。その建物、入り口が二つあると思うけど、ヒュマは左にミクスは右に入ってくれ』

「はあ？　何でだよ」

『そんなに警戒すんなよ。どうせ扉の前の床下のセンサーで種族を判別して扉の鍵かぎを操作する仕組みだからズル出来ないんだ。ほら、気にせずさっさと分かれてくれ』

　竜たつ巳みの言い草に引っかかるものを感じなくもないが、とりあえず小葉夢たちは言われた通りに分かれ、扉の前に立った。

　カチャ、と鍵が開く音が聞こえ、小葉夢たちはそっと扉を開く。中を覗のぞくと何もない真っ白な室内と、奥の壁かべの扉一枚が見える。武たけ辺べたちの部屋とは壁で遮られている。

「お、行けそうだ。そっちは？」

「ええ、こっちも開いてます。それじゃあ武辺君、また後で」

　おう、という彼の短い返事を聞き、それぞれ自分たちの扉の奥へ入っていった。

　そしてそこで小葉夢たちは──




　　　　　　ё




「はっはははははははは！　これは良い──いや、これは酷ひどいな、本当に！」

　突然権ごん太たが笑い声を上げた。俺は振り向くこともせず、モニタに映るクラスメイトたちをじっと観察し続けた。

「仲良く楽しく迷路を攻略させているときはどういうつもりなのかと不安だったんだが……なるほど、こういうことだったのか。いや、恐れ入った。君はとてつもない悪人だね」

「悪人？　まあ、そうかもな。俺は悪人だ。生まれたときから」

「まさかこんな結末を用意してたなんて！　散々仲良くさせといて、最後はどちらかしか出られないなんて、なんて残酷なんだ！」

「………………」

　星ほし野のさんたちがいる小屋のそれぞれの部屋の奥には出口である扉があり、その扉には張り紙がしてあった。内容はこうだ。

【この扉を開けば、もう片方の扉は鍵かぎが閉まって開かなくなる。どうする？】

　モニタには苦痛に顔を歪ゆがめる星ほし野のさんの表情が映し出されていた。武たけちんの怒声がスピーカーを通さずとも聞こえてくる。

「予想しよう。ここまでやる君のことだ、もっと徹てつ底ていしているんだろう？　ミクス側の扉は絶対に開かないようになっているとか、ノブに手をかけたら電流が流れるとか、そんな仕掛けも用意しているんだろう？　違うかな？」

　何が楽しいのか、権ごん太たは愉快そうに笑う。俺は出来るだけ感情を殺してこう返した。

「まさか、そこまでしないさ。というか、張り紙は嘘うそだ。ほんとは鍵なんてかからない」

「はっ？　えっと……まて、待て待て待て！　何だって？　鍵がかからない？　なら今にも出てきてしまうってことか？　おいおい、出口は僕たちの目の前なんだぞ！　やつらが出てきたら僕の身が危ないじゃないか！」

「そんな心配はいらない。なぜならさ、ほら」

　俺はモニタを指差す。「ん？　何だ？」と権太が覗のぞき込んだ。

「な、何をしているんだ、こいつら」

　二台のモニタでヒュマ部屋とミクス部屋の二つを分けて表示している。その二つのモニタ内で同じようなことが起きていた。

　クラスのみんなは、その場に座り込んだのだ。皆、意思を固めた表情をしている。

　スピーカーから二人の声がほぼ同じタイミングで聞こえてきた。

『ここにいるヒュマ全員を代表して俺が言う。俺たちはこの場から一歩も動かねえ』

『ここにいるみんなを代表して宣言します。私たちはここから一歩も動きません』

　武ちんと星野さんが言う。感情を押し殺した声だ。

「馬鹿なのか、こいつらは！　ミクスがヒュマたちの脱出を優先するのは当たり前として、何でヒュマたちは出てこないんだ？　おいおい、これじゃあ迷路を作った意味がないじゃないか！　ヒュマの有能さを証明し、ミクスの醜みにくさを暴き出すために作ったんだろう？　これじゃあ失敗じゃないか！」

「失敗？　いいや、違う。大成功だ。予想通りの展開さ。これをお前たちに見て貰もらうために、この迷路を用意したんだ」

「は？　これ？　このモニタに映っている光景をか？　……ああ、待ってくれ。言っている意味が分からない。つまりどういうことだ？」

　権太の言葉を一旦無視して、モニタなどを置いている机の上から書類の束を取り、それを権太に渡す。

「これを見てくれ。Ｈクラスの素行調査書だ。どうしてみんながこの学校に来たのか、そこに書かれている」

「はあ？　何で僕がそんな面倒なことしなきゃならないんだよ。ミクスどもが群れる理由なんて、矮わい小しようだからの一言に尽きるじゃないか」

「……ウチのクラスには犬のミクスがいる。そいつは以前、耳にいたずらをされたことがトラウマになっていると言っていた。だけど、調べてみればいたずらどころの話じゃなかった。幼い頃、親戚に乱暴され片耳を失い、人工組織をくっつける手術を受けている」

「おいおい、勝手に話し始めるなよ」

「心に傷を負っているのは決してミクスだけじゃない。一人のヒュマは、虐いじめていたミクスに怪け我がを手当てして貰もらったことで和解し、仲良くなったと言っていた。そのことが、ミクスを毛嫌いする家族との不仲に繋つながり、ついには家を追い出され一人暮らしを強制されることになった。それも中学に入学したての頃の話だ。ネグレクトと言っていい。勘当は今も続いている」

「当然だろう。忌むべき存在とじゃれあうなんて、気が触れてるとしか言いようがない。とてもじゃないが一緒に暮らせないよ。僕が親でも同じ事をするね」

「…………。ヒュマと仲良くしたいと願うミクスの女子生徒がいる。幼少期から志を持って行動してきたため、ヒュマからもそうだが、ミクスたちからも疎まれ孤立していた。イジメにあったようだし、不登校にもなったみたいだ。ようやっとこの学校で望んでいた生活を手に入れたが、アニマの母親を亡くし、父親が赴任中に引越し先から追い出され、心はボロボロのはずなんだ」

「へえ、だから？」

「きっとみんなにとって、この学校はようやく得た安息の地なんだ。いや、彼女だけじゃない、この学校にいる全員同じはず。心に傷を負っていても、この学校にいる間はそれを感じさせないぐらい、いつも楽しそうなんだ。だから──」

　俺は地面に膝ひざをつき、両手を地面に揃そろえて、頭を下げた。

「頼たのむ。もうあいつらのことは放っておいてくれ」

「ど、土下座？　随分みっともないことするんだな」

「見ての通り、あいつらは誰だれかを犠ぎ牲せいにしなければならないなら自分を選ぶような人畜無害なやつらなんだ。あんたたちには何も危害は加えないし、近寄ったりもしない。だからこの学校を奪わないで欲しい」

「……ああそう。まあ言いたいことは分かったよ。しかしなぜ君が頭を下げるんだ？　意味が分からない」

「それは、あいつらが苦しむ大本の原因が……俺にあるからだ。だからあいつらを助けてやらなくちゃならない」

「はあ？　一体何したのさ？　何か怖いよ、君。必死過ぎじゃない？」

「……好きに言えばいい。だけどあいつらのことはもう放っておいてくれ」

「ふん、気持ちの悪いやつ。残念だけど、それは僕の一存で決められることじゃないんだ」

　まあ、そうだよな。相手は巨悪で凶悪な賢けん三ぞうであって権ごん太たじゃない。そんなことは初めから分かっていたことだが、ここで頭を下げたのは、それが俺の役目だと思ったからだ。

　きっと権ごん太たは親の賢けん三ぞうにミクスは差別するべきと刷り込まれて育ってきたのだろうと思う。善悪の分からない幼少期に親の思想を植えつけられ、特に理由もなく『それが当たり前』として他者を攻こう撃げきするということはよくある話だ。武たけちんがその一例だろう。

　だけど、こうしてＨクラスのヒュマとミクスたちの実情を目の当たりにしても全く興味を示さないところを見ると、どうも心変わりを期待するのは無駄みたいだ。刷り込みが深いのかもしれないが、もう高校生なのだ。ミクス嫌いはやつ自身の感性となってしまったのかもしれない。

　無意味なことを続けていてもしょうがない。俺は立ち上がると権太の正面に立ち、うろたえる権太に向かって言った。

「最後にこれだけ。見ての通りあいつら仲良いんだ。あんたらが何かこすいこと仕掛けてきても、並大抵のことならはね退のけてしまうぐらいには心を通じ合わせていると思う。だから諦あきらめてくれ」

　不安定だったＨクラスにちょっかいを出して問題を起こさせ、そこにつけ込み、塔とう城じようを籠ろう絡らくさせようという意図を感じたので、今のＨクラスを見たなら考えを改めるはず。

　例えそれが一時の気休めだとしても時間を稼かせげるならばそれでいい。元より、俺個人で賢三のような権力者に立ち向かうのは無理があるのだ。だったら同じ権力者であるじーちゃんの決定打を待ち、俺は危機を細かく回かい避ひすることに尽力するべきじゃないかと思う。

「おい、何をするつもりだ？」

　俺が机に向かうと権太が言った。

「みんなを解放すんのさ。そんでもって武たけちんにぶん殴られる。あー、逃げたいけどダメだよなぁ……マジギレだったもんなぁ」

「ふん。そうかい。じゃあ終わりってことだね。なら最後に訊きかせて貰もらおうかな」

「あん？　何を訊くって──」

　と、権太のほうへ振り向こうとしたときだった。




　ジリリリリリリリリリ──




　突然、けたたましい警報音が学校から鳴り出した。

「な、何だ!?」

　学校のスピーカーから『家庭科室から火災が発生しました。教師の指示に従って、速やかに退たい避ひしてください』と流れる。すぐにどのクラスも慌しくなり、校舎の窓ガラスの奥で生徒たちがひしめき合っているのが見える。

　すぐに昇降口から生徒たちが逃げ出してきて、そのまま校門を抜け出した。グラウンドは巨大迷路のせいで避ひ難なん出来ないためだろう、方向からして近くの公園を目指すようだ。

「何も疑問に思わなかったのかな？　君に大金を使わせる義理が、僕たちにあったと思うかい？」

　背後で権ごん太たがごちゃごちゃ言っているが、それに答えている暇はない。俺は慌てて迷路の出口を開放するスイッチを探した。

　だが、それと同時に、

『あ？　何だよお前──うっ』

『きゃっ、何？　何ですか、それ』

　モニター横のスピーカーから悲鳴が聞こえてきた。

　ヒュマ部屋、ミクス部屋のそれぞれに、迷彩服に目と口にあたる部分を切り開けた黒いマスクを被かぶった男たちが、Ｈクラスの生徒を取り囲んでいた。

　その手には、ゾンビが出てくるホラーゲームで見たことがある、縦にパイプを連ねた形の細長く黒光りするものが抱えられていた。

「な、何だよこりゃ！　あれってまさか」

「そう、君が考えている通り、あれは銃だ」

　訳を知っているように権太が言った。

「くそ、これお前らの仕業か！」

　問い詰めようと権太へ振り向き、その途中、視界の隅に見えた人ひと影かげに視線が奪われる。

「やあ獅し子し山やま君、道化仕事、ご苦労だったね。この時からこのショーは私が預からせて貰もらおう」

　迷路の外がい壁へきの陰から、モニタに映る黒ずくめの男たちの仲間と思われる数人を連れて、そいつはスーツ姿で現れた。

「……賢けん三ぞうさんじゃないですか。学校にどんなご用件で？」

　目の前まで来た賢三に俺は精一杯平常心を保とうとするが、内心どういうことか理解して打ちのめされそうになっていた。

「分かっているだろう、獅子山君。君が騙かたったことを私がこの後、遂行しようというのだよ。以前から企画していたことなのだが、君のおかげで思わぬ機会を得られたのでね、それを活かそうと思いわざわざ足を伸ばしたのだ」

　賢三がパンパンと手を叩たたくと、開閉スイッチを押していないのに星ほし野のさんと武たけちんたちがいるそれぞれの部屋の出口が開いた。中からはＨクラスのみんなと、猟銃に見えるものを抱えた黒ずくめの男たちが出てきた。

「ショーは始まったばかり。この続きは体育館で行う」

　いつのまにか覆ふく面めんを被っていた賢三と権太が、さも愉快そうに笑った。










　　　　　　６




「獅し子し山やまァ…………これ、どういうことか説明しろや」

「そうは言われましても、ワタクシにも分からないことはあるんですよ」

　武たけちんが、静かだけどこれ以上ないってぐらいに憤ふん怒ぬしておりまして、ええ。まあそれは、Ｈクラス全員なんだけども。飛んでくる視線の鋭するどさといったらない。

　現在、Ｈクラス一同は体育館に移動させられ、後ろ手に縛しばり上げられた後、ステージ前に集められて座らされていた。それを囲うように黒ずくめの覆ふく面めん男たちが猟銃を構えて立っている。

　縛られているのは同じだが、俺だけが賢けん三ぞうと権ごん太たの足元に座らされていた。

　賢三と権太を除くと覆面男たちは全部で十三人。そのうち七人がＨクラスのメンバーを監かん視しし、他の六人が体育館の窓や扉の封ふう鎖さ作業や、三脚に固定したビデオカメラをパソコンに繋つないだり暗幕をステージ上部に掛けたりして撮さつ影えいの準備をしていた。

「……随分と大掛かりだけど、前から用意してたんですかね？」

　問いかけると、賢三は口角を吊つり上げた。

「いいや、急きゆう遽きよ手配したものだ。感謝するぞ、獅子山調査員。塔とう城じようは最後まで生き残っただけに実に平和的でな、廃校へ追い込むのに手をこまねいていたのだよ。しかしこうして君のおかげでアイディアを得られた。安全に襲しゆう撃げき、撤てつ収しゆうが行える地下道の作成に、世界に効果的な一石を投じる手段のな」

　地下道ってどこの銀行強盗だ、というツッコミは今は置いておくとして、

「効果的って？　こんなことしていったいどんな意味があるってんだよ」

「まあ見ていたまえ」

　そう言って賢三は仲間からマイクを受け取ると、傍そばの机の上のパソコン画面を確認し、Ｈクラスのみんなに向けていたカメラの前に立った。

「全世界のヒュマの諸君、我々は【人間賛歌】と名乗るものである。人間とは前時代に使われていたヒュマを表す言葉であり、その名はヒュマの叡えい智ちと尊厳を取り戻すために結成されたことを意味する。──我々は今、この人間世界の病巣である塔城学園共学高等学校に来ている。見たまえ、私の背後にいる禍まが々まがしき者たちを。そして悪あく魔まに魅みせられた哀れな子らを。──我々は禁忌の血族の凶暴たる真実の姿をここに暴き、ヒュマの子らを救うためにここにいる」

　聞いているだけで耳がどうにかなってしまいそうな台詞せりふを、賢三は延々と続けた。マイクかパソコン側のどちらかで変声機能を働かせているらしく、パソコンから漏れ聞こえてくる声は肉声よりも低く響ひびいている。

　要約するとこうだ。賢三たちはヒュマ主義団体の者で、ミクスが嫌いだから虐いじめてやろうということだった。なぜ猟銃を持ち出したのかと言うと、凶暴なミクスに攻撃される可能性があるためというありえない理由と、野生のアニマを制圧するために作られたそれを向けることで、ミクスを人とは認めず獣けものとして扱うという彼らの意思表示があるからなのだそうだ。

「これ、テレビで流れてるんですか？」

　演説が終わって戻ってきた賢けん三ぞうに訊たずねてみると、「もっと現代的手段だ」と言った。

「ネット配信で世界中継をしている」と賢三は言い、嫌らしく笑った。「どんな意味がある、と先ほど訊ねてきたな。この人数を見れば納得がいくだろう」

　賢三は机の上のパソコン画面をこちらに向けた。画面には個人向けのネット配信用サイトが開かれており、縛しばりつけられたＨクラスのみんながカメラを通して映されている。そして賢三が示したのはその下に表示されている視し聴ちよう者しや数すうだった。すでに五桁に達している。

「な、何でこんなに……」

「ニュースにもなっていたが、先日どこかの馬鹿者からＬＣＯに襲しゆう撃げき予告が送られてきた。恐らく暇な学生辺りがいたずら目的で送ってきたのだろうが、ありがたく利用させて貰もらったのだよ。部下に襲撃をネット配信するというデマを流させ、この配信へ繋つながるアドレスを散布し、こうして興味を持った者が集まったという訳だ」

「……こんな大事にしたんだから、すぐにＬＣＯの治安保全課がやってきますよ」

「それはどうかな」と権ごん太たがにやにや笑い出した。「襲撃の予告状はいたずらと分かっていても念のためにＬＣＯは対策を打たないといけないからね、手一杯なんだそうだよ。特に予告状に書かれていた日付は今日なんだ。だから迷路の完成を早めたっていう訳さ」

　そういうことか、と歯噛がみしたくなる。賢三の金だからと無茶苦茶に使ってやったつもりだが、それにしてもやけに早い完成だと思ったのだ。

　そうまでして塔とう城じようを消してしまいたいってのか。病的と思える程のその執念に恐怖すら覚える。色々な物事を見渡せる立場にありながら、都合の良いものだけを選び取って他を認めないその姿勢は、どこか機械的だ。

　くそったれ、と罵ば倒とうしてやりたいところだが、そんなくそったれを手助けしてしまったのは他でもない、俺なのだ。罵倒されなければならないのは俺か……。

　賢三は次に起こす何かの準備を始めた。仲間と一丁の猟銃の確認をしたり、「さあ次のショーへ移ろう。消音に設定出来ているのだろうな？」とパソコンを操作をしていた一人に訊ねている。

「何分こういうことには詳しくないので、いまいち自信が……」

「何だと？　貴様、それでもヒュマか！　なぜ事前に操作方法を熟知しておかない？　知恵あるヒュマとは思えぬ愚かさだ！」

「し、しかし、色々と準備がありまして」

「言い訳はよせ、恥知らずめが！　どけ、私がどうにかする！」

　賢三は覆ふく面めん男を押しのけ、パソコンに向き合うと弄いじくりまわし始めた。「このようなもの、説明書を見ずとも直感で操作は可能であろうが」と覆ふく面めん男に説教をたれている。

「よし、これでいいだろう」

　賢けん三ぞうはカメラの横に立つと、咳せき払いを一つして、Ｈクラスのみんなに向き直った。

「諸君、心して聞くように！　これから人間学の補修を行う！」

　賢三の大仰なそぶりに、さっそく武たけちんが反応した。

「はあ？　意味分かんねえぞ、おっさん」

「おい、お父様に何て口を利くんだ！」と権ごん太たが声を上げた。「慎みたまえよ、愚か者。全く、ミクスなどという獣けものに媚こびを売りやがった恥知らずめが」

「は？　……んだと、テメ──う、くそっ」

　武ちんの頭に、近くの覆面男が銃を向けた。武ちんは心底悔しそうに歯噛がみしている。

「安心したまえ、私たちは殺さつ戮りく者しやではない。銃に込められているのはゴム製の弾だ。暴徒鎮ちん圧あつ用のな。だが、相当な威力があることに違いはない。当たり所が悪ければ、もしかしたらということもある」

　怯おびえる生徒たちを見て、賢三は満足そうに笑みを浮かべた。

「いいかね、ヒュマの諸君。君らは今、非常に勿もつ体たい無い状況に陥っている。我らは生まれながらにして叡えい智ちの化身だ。なぜならば、歴史を紐ひも解けば我らヒュマはその頭脳、知恵によってアニマどもとの戦争を勝ち残ってきたからだ」

「それが何だっていうんだよ」と一人のミクスが呟つぶやくと、「黙だまりたまえ。貴様らミクスに発言権などない」と賢三は軽蔑を含んだ眼まな差ざしを向けて言った。

「さて、続けよう。我らは肉体の強化を捨て頭脳の進化を選んだ結果、最も栄えた種となった。その栄光を鑑かんがみれば、我らは学究の徒として更なる勉学に励むことが最良と言えよう。この頭脳の発達こそヒュマである我らが誇るべきものであり、これからも追い求めるべきものであり、幸福そのものである。……が、しかしだ。君たちを取り巻く環かん境きようは勉学に励むには上質とは言い難い。いや、最悪だ。我らがはるか昔に捨て去った獣じゆう性せいを宿す原始人のようなミクスどもに合わせた授業を受けたところで、我々のヒュマ社会に遅れを取るだけだ」

「いやいや、共学校だからといって特別な授業をしてる訳じゃないし、普通の学校と同じカリキュラムが組まれてるはずだけど。大体、この学校のランクって平均以上じゃなかったっけ？」

　俺がそう言うと、賢三が鬼の形相で睨にらみつけてきた。黙れ、ということらしい。

「とにかく、ヒュマの諸君らはここにいるべきではない。然しかるべき教育を受けるために相応ふさわしい学校へ通う必要がある。君たちの弱者を擁よう護ごしようとするその行動、哀れみ慈しむその心はまさにヒュマらしい美しいものだ。尊敬に値する。しかし、そういった神聖なる思いは大切にしなくてはならない。ミクスなどという我らヒュマの姿をしていながら獣の血を引く訳の分からん生物に与えるものではない」

　その瞬しゆん間かん、体育館にぴりっとした緊きん張ちようが走った。みんなの表情が硬くなる。

「さて、話は分かって貰もらえただろうか？　いや、心優しき君たちはきっと納得出来なかったであろう。そこで我々はここにミクスと我らの差というものを明確にしようと思う。ここにミクスたちの醜みにくさ、凶暴さを暴き出してみせよう。それできっと諸君らも自分たちの愚かさに気づくはずだ。……さあ、お前たち！」

　賢けん三ぞうの合図で覆ふく面めん男二人が動き出した。「え、ちょ!?」俺を担ぎ上げるとクラスのみんなの目の前に投げ出し、銃の一つを俺から数歩分空けて置いた。

「解放されたくば、こいつを撃うて！　たった一人でよい！　撃てば全員を解放してやろう！　撃たなければお前たちを撃つ！　ヒュマを傷つけるのは胸が痛むが、大多数を救うために犠ぎ牲せいはやむを得ないと私は考える！　それを踏ふまえ、行動せよ！」

　こいつ、といって賢三が指し示したのは俺だった。クラスメイトたちはこぞって俺を見て、困惑したり、険しい表情を作った。

　俺はちらりとカメラを見やった。音声が切られているということは、中継を見ている人たちはこの状況を正しく理解できない。

　賢三の言葉から推測するに、やつはミクスの誰だれかに俺を撃たせたいのだろう。

　短絡的な人物はその映像で得られる情報だけでこの状況を理解しようとする。そして誤解が生まれれば、少なからずミクスたちに対する悪印象が広まることになる。最初は小さくとも、波紋は時間の経過で大きくなり、個人の問題から学校の問題へとすり替わっていくかもしれない。一石を投じるというのはこのことか。

「さあ、撃つ者を決めろ。まあ恐らく、愚かなミクスが真っ先に飛びつくと思うのだがな」

　賢三は静かにそう言い、暗い笑い声を響ひびかせた。覆面男たちも同調して大口を開ける。体育館中に気味の悪い哄こう笑しようが木こ霊だました。

「おい、お前は何も思わないか？」

　目の前にいる武たけちんがこっそり俺に話しかけてきた。

「ああ、思うよ。もし三分だったら、ム○カだったのにな」

「ばっか、ふざけてる場合か！　ここまでされて、お前は何とも思わないのか？」

「……そりゃな。相当気分悪い」

　正直に自分の気持ちを言うと、武ちんは難しい顔をした。

「そうか。お前もそう思うのか。なら何でこんな真ま似ねをした？」

「それは……」

　言い淀よどむ。誤解は解きたいが、真意をバラしてもいいものか。

　既にＨクラスの中では絆きずなが出来つつある。バラしたところで、その関係性が崩れることはない、と思う。だけど……バラした後、なぜこいつはそんなことをしたのだろうかという疑問に行き着くだろう。

　それに俺は答えられない。とてもじゃないが、答えられるものじゃない。

　だから、「いや、その」と俺は必死にはぐらかそうとした。だが──

「あの、もう話しちゃうよ」と、犬いぬ井いが口を開いた。「今までのことは、僕らのためにやってきたんだ。廃校の可能性があったから、竜たつ巳み君はそれを回かい避ひするためにみんなに一丸になって欲しくて敵役を演じてくれてたんだよ。だからこれだってきっと──」

「っ！　犬井、それ以上言うな！」

　思った以上の大声に自身も驚おどろく。犬井はびくっと尻尾を震ふるわせていた。

「それは本当でござるか？」

　岩いわ鳥とり君が俺に視線を寄よ越こしてくる。胸に不安が広がり、自分の表情が強こわ張ばるのを感じた。

「あたしは最初からそうだと思ってたよん」

「だけど、そういう風に装って、実は僕たちの敵かもしれない」

　猫ねこ衣いさんの言葉を新あら井い君が否定する。

「……どちらにせよ、今はそんなことを議論しているときではないのでは？」

　今度は猿さる斗と日び君がそう言い、「そうもいかねえ。コイツ次第で俺たちの行動も変わってくる」と武たけちんが言った。

「おい、何を言い争っている。さっさと決めないか！」

　しびれを切らしたように賢けん三ぞうが怒鳴った。

　すると、「うっせえぞ、おっさん！　黙だまってろよ！」と、跳と羽はねさんが叫んだ。ロックが何ちゃらと言っていた彼女らしい気の強さだが、こんな場面でそれを発揮しても状況が悪化するだけだった。

「貴様！　ミクスの分際で楯たて突く気か！」

「ミクスだから何だってのよ！　関係ないでしょ!!」

　跳羽さんの勢いに流されるように「そうよ、そうよ！」「偉そうにしないでよね！」と女子たちが騒さわぎ始めた。

「何て言い草だ！　金食い虫の奴ど隷れいどもが一丁前に人の言葉を喋しやべるんじゃあない!!」

「誰だれが奴隷だレイシスト！　本性現しやがったな！」

「猫のミクスの教師だっているんだぞ！　馬鹿呼ばわりしやがって、頭おかしいんじゃないのか！」

「だ、誰に言っておるのだ誰に!!　この大企業を統べる神輿みこし賢三を侮辱するとは愚か者め!!」

　賢三が怒鳴り散らし、武ちんたち男子も加わって更にヒートアップする。覆ふく面めん男たちが銃口を向けても、我慢の限界とばかりに状況は収まりそうもない。

「…………」

　そんな嵐のような喧けん騒そうの中央で、俺はただ一人、静かに彼らを見守っていた。

　俺はどちらにも属していないから、どちらの側でもないから、加わることも出来ない。だから俺は横で見ているしかない。

　不意に孤独を感じる。町にいるときと同じ気持ちだ。俺と彼らの間には何か一枚の隔たりがある。近くにいるのに遠く感じられる。

　──いや、だから何だっていうんだ。俺は大きな罪を背負っている。だからここにいるんだろう。だから俺は孤独でもしょうがない。そうだろ、俺──

「竜たつ巳みさん」

　喧けん騒そうの中から、透き通るような声で名前を呼ばれた。

　今までずっと黙だまっていた星ほし野のさんが、ここに至ってようやく口を開いた。真っ直すぐ俺を見つめていて、その瞳ひとみは何かの感情に揺れ動いているように見える。

「竜巳さん、教えてください。あなたの本心を。私は知りたいんです……」

「そうださっさと言っちまえ！」言い争いから抜け出してきた武たけちんが言った。「お前は俺たちの敵なのか、それとも仲間なのか！」

「そ、それは……」

「竜巳君、何で言わないの？　教えてくれれば、みんな納得するんだよ！」

　そう言う犬いぬ井いの表情には不安が滲にじみ出てきていた。口を割らない俺に不信感が芽生え始めたのかもしれない。ずっと味方でいてくれた犬井のその表情に、途端俺の心が揺れ動く。いやいやいや、馬鹿たれ俺、そんなことで一々動揺すんな！

「言ったって、この状況は変わらないじゃんか」

「そうだけど、このままじゃ納得いかねえんだ。すっきりしねえんだよ！」

「すっきりってなぁ……ああ、くそ、分かった。教えるよ。俺はな、ミクスのみんなに対してでっかい負い目背負ってんの。だから償つぐなおうと自分の身を犠ぎ牲せいにしてでもＨクラスみんなの仲を取り持とうとした！　オッケー？　理解しましたか？」

「……。ああ、分かった。理解した」

　武ちんは一度は頷うなずくものの、すぐに睨にらんでくる。

「だけど、何でこんな下手な真ま似ねをした。何で俺らに助けを求めなかった？　理由があったなら、なんぼだって助けてやったのに」

「そりゃ……そんな資格は俺にないから、さ。それぐらいでかい罪なんだよ」

「はあ？　資格？　何だそりゃ」

　武ちんが意味不明と言わんばかりに肩をすくめた。そして続けて言った。

　──俺が最も恐れていたことを。

「そんなアホなこと考える程の罪って何だよ？」

「…………それは」

　冷たい汗が体中を這はいずり回る。俺は視線を武ちんから逸そらし、ごくりと唾を飲み込んだ。

　世界の何もかもが膨ふくれ上がる錯さつ覚かくに陥る。彼らとの間の壁かべが厚くなった気がした。

　締しめつけられるような胸の痛み。そして、酷ひどい孤独感が俺を支配する。

「う、うるせえな！　何で言わなくちゃならないんだよ！」

　寒気と、何かに対しての恐怖に耐えられず、俺はみっともなく大声を上げた。

　武たけちんは目を丸くしていた。そりゃそうだろう。いつも飄ひよう々ひようとした態度を取っているやつが急に怒り出したのだ。俺自身も驚おどろいている。先ほどから自制が利かない。

「何だよ、急に。……やましいことでもあんのか？」

「き、聞くな！　他人事に首突っ込むなよ！　ああもういいだろ、敵ってことでいいよ。俺はお前らの敵だ。お前らが大嫌いだからこんな事件を起こした！　それでいい！　だからこれ以上詮索すんな！　何なんだよ……何でそんなに俺を知ろうとするんだ！」

　言い切って、気づいた。いつの間にか体育館は静まり返り、俺の声がわんわんと室内に響ひびき渡っていた。

　体が震ふるえている。息は途切れ途切れで、吐く息は生暖かい。みんなの視線が俺に集まる。気まずさに俺は顔を逸そらした。

　とてもじゃないが、言うことなんて出来ない。俺がなぜこんなことをするのか。なぜ罪を背負ったのか。その秘密を話せば──いや、見せれば、か──きっと軽蔑するに違いない。

　それを考えると、たまらなく怖いのだ。だから俺はこうして震えてしまっている。

「どうして震えているんですか？」

　星ほし野のさんが優しく訊たずねてきた。俺はそれに沈ちん黙もくすることで返答した。

「話したくないことなんですね。では私が、なぜ詮索するのかというあなたの疑問に答えます」

　星野さんはそう言うと、静かに立ち上がった。

　驚いて見上げると、星野さんは覆ふく面めん男の一人に腕を縛しばっている縄なわを外すように言い出した。

　そして──

「おい、星野！　何やってんだ！」

　武ちんが叫ぶ。

　信じられないことに、彼女は前へ出てくると銃を抱え上げた。

「ようやく決まったか。やはり意地汚く生きようとするのはミクスか！　いいぞ、いい絵が撮とれそうだ！　きっと全世界の人々が思うだろう。ミクスとは学友を平気で傷つけるおぞましいやつらだと！」

　賢けん三ぞうが実に可お笑かしそうに笑い声を上げる。だが星野さんはそれを意に介さず、静かに言った。

「私たちがあなたのことを知りたがるのは、あなたが私たちの友達なのかどうかが知りたいからです。みんなあなたに友達になれる心を感じているんです。だけど行動が矛盾しているから、信じきれない」

　星野さんの眼まな差ざしは俺の胸の奥を見ようと必死だった。

　俺はその眼差しが怖かった。必死になって心に暗幕を張る。それでも星野さんの眼差しはそれをすり抜けてくるかのようだ。

「……信じきれないって……なら、それでいいじゃんか。俺のことを嫌うなら嫌うで俺はそれで──」

「嫌なんです！」

　俺の言葉を遮るように、星ほし野のさんは叫んだ。

「誰だれかを憎んだりするのって、とても辛いことなんですよ？　それはすごく体力を使うことですし、心もどんどん磨すり減ってしまいます。それはとっても痛くて苦しくて……私は傷つけられるのも、そして誰かを傷つけるのも嫌なんです」

「星野さん……？」

　語りながら、星野さんは涙を流していた。その姿に似つかわしくない猟銃なんてものを抱えながら、鼻を赤くしていた。

「なぜ私がこの銃を抱えているか分かりますか？」

　泣き顔を隠そうともせず、正面から俺を見ている。俺は正直に、分からないと首を振った。

「私が銃を持ったのは、誰にも撃うたせないためです。こうして私が抱えていれば、発射されることはないでしょう？」

　最後の言葉は俺だけでなく、賢けん三ぞうにも向けられていた。星野さんは顔を上げ、怯おびえながらもしっかりと賢三に眼まな差ざしを向けた。

「なにぃ？　舐なめた真ま似ねをしおって、覚悟は出来ているのだろうな？　お前たち、銃を構えろ！」

　賢三が反応して唾を飛ばすと、覆ふく面めん男たちは一斉に星野さんめがけて銃口を向けた。

「お、おい、やめろ！」

　俺の懇こん願がんが響ひびき渡る。クラスのみんなの顔が引きつり、顔を背ける人がいた。

　銃は今にも発射されそうに、先が細かく揺れている。

　だが──星野さんは一いつ瞬しゆん目を瞑つむっただけで、すぐに目を開けると再び俺と向き合った。

　彼女も、俺と同じように震ふるえていた。今にも崩れ落ちそうな程に。それでも尚なお、その瞳ひとみは力強い。入学式に見たときと、同じ目をしていた。

　一度大きく息を吸うと、星野さんは叫んだ。




「私は──私は、あなたのことが知りたいんです！　銃で撃たれても構わないぐらい、あなたのことが知りたいんです！　あなたと──あなたと友達になりたいんです！」




「────」

　彼女の願いが俺の胸に突き刺さる。鼻水を垂らさんばかりに涙を流して、一体どんな感情が星野さんをこんな姿にしてしまったのだろうか。

　俺と友達になりたいと彼女は言った。

　その言葉は、とても温かくて、優しい響ひびきだった。

　俺も友達になりたいと思った。というより、ずっと友達になりたかった。星ほし野のさんだけじゃなく、Ｈクラスのみんなとも親しくなりたかった。そんなの当然だ。みんな良いやつで、個性豊かなやつばっかりで楽しくて、一緒に遊びたいと思わないほうがおかしいってものだ。

　だけど俺には友達を作る資格なんてない。罪人にそんな資格はない。それに、俺がどんな罪を背負っているかを知れば、どんなやつだって俺から去っていく。だから、抱える秘密は誰だれにも見せたくなかった。

　だけど──

「竜たつ巳みさんっ！」

　彼女は叫ぶように俺の名前を呼んだ。

「まるでねずみのように騒さわがしいやつだ！　今すぐ黙だまらせてくれる！」

　星野さんが今にも撃うたれてしまいそうだった。

「────っ」

　俺はほぼ無意識に、腕にありったけの力を込めて縄なわを引きちぎっていた。

　あっ、と思ったときには、カメラを蹴けり倒し、星野さんを庇かばうように立っている。

　この室内にいる全員が驚おどろいて言葉を失っていた。何せ、道具を使わずに丈夫に編まれた縄を、力をこめただけで引きちぎったのだから。

「うそ……」と、驚きの声があちこちから聞こえる。

　俺は、ああ、終わったなと思った。

　星野さんを──みんなを助けたかったら、秘密を打ち明けるしかない。そうしたら最後、優しかったみんなとはお別れになるだろう。

　でも仕方のないことだ。『責務』なんだから。

　そうだ。だから、寂しくなんてない。全く、何を悩んでいたのか。別に軽蔑されようと、嫌われようと、元々俺は一人だったじゃないか。

　それを思うと、ふっ、と胸が軽くなった気がした。

「──分かった。話すよ。ていうか、見せる。俺が抱えてる秘密」

　ポケットに仕し舞まっていた、じーちゃんに貰もらった錠じよう剤ざいをさっと口に入れて飲み込んだ。するとすぐに胃を中心にして体中が熱くなった。

　ちらりと星野さんを見ると、彼女はぽかんとした顔で俺を見ていた。俺はそんな彼女に心の中でこっそりと別れの挨拶をした。

　そして、俺は辛くならないよう、わざと明るく道化を演じる。

　いつも通りに。

「さあさ、これからお見せするのは、世にも奇妙な怪物でございます！　お立ち寄りの方々、とくとご覧あれ！」
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　　　　　　ё




　一番古い記き憶おくは何だと思う？　と聞かれると、大抵の人は母に連れられて公園で遊んでるとか、レジャーランドで遊んでいるとか、そういった平和的で幸福なものに結びつけられているものを答える。実際に知り合いに訊たずねまわったのだから確実だ。

　しかし俺の場合、色んな管が体中に取りつけられた状態で、妙な液体まみれで巨大な機械の中で目を覚ました記憶が最も古いものだった。正確にはそうとは言えないけれど、もしそれを誕生と例えるなら、俺は機械の中から生まれたことになる。

　結ゆい芽め市の中央区の端っこにある研究所付属病院の地下で、俺はたくさんの研究員に囲まれながら機械の中から取り出された。そのときの俺は物心がつく直前の子供のような体型と精神年ねん齢れいだったらしく、後にはっきりと目を覚ました瞬しゆん間かんを覚えていると言って研究員たちを大いに驚おどろかせた。きっと当時の俺にとってその光景はあまりにも衝しよう撃げき的だったため、目に焼きついてしまっていたのだろうと思う。

　その後の記憶はぼんやりして詳しく思い出せないが、幼かった俺はその施設がどういうものか分からず、とりあえず言いつけを守って施設の中でずっと過ごしてきたのは確かだ。しかし成長するにつれ、いたずら好きの性分が現れてきたのか、薄うす緑色の病衣を着たまま院内を走り回って子供の霊れいが出るなんて噂うわさを作ってしまったり、外に抜け出して世話をしてくれていたじーちゃんたち研究員に迷惑をかけたりしていた。

　そうして外界に触れるうちに、どうして自分は研究所で生まれて（というか目覚めて）、両親というものがなく、外で見かける同い年の子供たちと違う格好をさせられるのか気になってくるようになった。研究員たちに聞いても「まだ早い」と言って誤ご魔ま化かされてばかり。

　ただ一つ、今の世界は君のおかげで出来上がったんだ、とは言われていた。だけどもちろんその意味は分からなかった。

　心身ともに成長してきて物事を考えるようになり、もやもやとした日々を送るようになったある日のことだった。食事として出される錠じよう剤ざいの山を俺は跳ね除のけ、近くに置いてあったじーちゃんの代謝促進剤を、ちょっとした反抗心で飲んでしまった。そうすることで何かが変わるとは思っていなかったし、錠剤を運んできた研究員もそれが害のない薬だと知っていたので俺を注意しただけだった。だめだぞ、と言われ、はいはいごめんちゃい、と俺はそう返したのを覚えている。

　次の瞬しゆん間かん、俺の体に異変が起きはじめた。

　まず変化があったのは頭だった。薬を飲んで一分も経たたずに頭から一対の角が生えてきた。その痛みに悶もだえているうちに、背丈が伸びたことを感じた。すぐ後に灼しやく熱ねつが体全体を襲おそい、体が破裂するような感覚があった。

　気づいたとき、俺は研究所のある一室をぶち抜いて──巨大なライオンに変身していた。

　いや……果たしてそれがライオンと言えたのかどうか。

　俺の頭に生えた一対の角は捻ねじれ、尻から垂れ下がっている尻尾にはびっしりと鱗うろこが覆おおっている。肩ぐらいを境に尻にかけて白い体毛が覆い、それはまるで山や羊ぎのようだった。前足はライオンのそれだが、後ろ足は蹄ひづめとなっていた。

　驚おどろきのあまり呆ぼう然ぜんとする俺に、駆けつけたじーちゃんと研究員たちが説明してくれた。

　──実は、お前は人ではない。これがお前の本当の姿なのだ。

　──黙だまっていて悪かったね。だけど何も悲しむ必要はないんだ。

　──今のところ君の体内でしか確認されていないウイルスが、全世界の医い療りようを格段に進歩させた。新たな種を生み出すことに成功したのも、そのウイルスを改良したからなんだ。

　──元々、君は角の生えたライオンだったんだけど、ある違法な研究所が君をこんな姿にしてしまったらしい。

　──だけど竜たつ巳み君、安心して。その研究所で行われていたことはおぞましいことだったけど、その研究所で開発された技術で君を人型に戻せるんだ。

　──君は何も心配する必要はないからね。

　研究所のみんなが、たくさんの言葉をかけてくれた。

　じーちゃんも、世話してくれていた他の研究員たちも、俺の姿を見て哀れんでいた。

　だけど、俺はそのとき、自分が特別であることを単純に嬉うれしく思っていた。

　俺だけを守るための研究所。未知なる変身能力。

　まるでヒーローじゃないか、と思った。

　これで今まで助けられなかった人たちを助けられるんじゃないかと、俺はわくわくしていた。何があったのか詳しく覚えていないけれど、外の世界を観察し、差別的な光景にでも出会ったんだと思う──そのときには、すでに俺は異種族間の差別に関心を持つようになっていた。

　いつの間にか楔くさびのように打ち込まれていた、ヒュマとミクスの共存を可能にするという決意につき動かされ、これまたいつ頃から始めたのだったか、俺は大小様々な種族間のいざこざに手を出していたのだが、その願いが果てしなく希望がないことを知って打ちのめされていた。

　だからこそ自分の内にある力に気づき、興奮を覚えた。

　絶対に世の中に役立てられると思った。というより、絶対に役に立てると誓ったのだ。

　……だけどすぐに思い知ることになる。

　ある日、一人の力ではどうにもしようがない集団リンチに出くわした。酷ひどいものだった。路地裏に一人を引きずりこみ、周りを大勢で囲み、楽しそうに一人のミクスをいたぶっていた。

　そのとき、俺はすごく興奮してたと思う。

　怒りを通り越す程の正義感と自身への期待。

　盗み出した代謝促進剤を飲み、変身して、俺はそのリンチに飛び込んでいった。

　目の前に立ちはだかり、吠ほえ、ちょいと前足で転ばすだけ。

　たったそれだけで、十人以上に囲まれていたミクスを助け出すことが出来た。

　俺は、一人を全力で助けた。

　助けた側だったはずだ。

　だっていうのに──ああ……今でも忘れられない。

　ミクスをいたぶっていたヒュマも、助けてあげたミクスも、俺の本当の姿を見てこう言ったのだ。

「化け物」

　俺はそのとき、真の意味で理解した。ヒュマもミクスも、やっぱり同じ生き物じゃないかと。

　どちらも同じような感性を持ち合わせていて、俺を怖がり軽蔑するのだと。

　そして、俺は世界のどの種族にも属さない、つまはじきモノだと。
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　強烈な痛みと熱を伴って、肉体が大きく変化する。体のあちこちが爆ばく発はつが起きたように膨ふくれ上がり、視界は赤くなったり白くなったり、終しまいには意識が飛んで世界が暗転する。

　やがてそれが止むと、視界は先ほどよりも少し高くなり、視野は広くなっている。

　ここにいる全員の瞳ひとみに、奇怪な化け物が映っていた。

　四つの足で立ち、その足は毛むくじゃら。前足と後ろ足で形状が違う。尻の一部が重く、意識するとその部分に生えた尻尾が動いた。

「ゥガアアアァァァァァァァァァ──ッッ!!」

　一声吼ほえると、覆ふく面めん男たちは悲鳴を上げ後ずさりし、何人かが尻しり餅もちをついた。

「ば、化け物っ！」

　誰だれかが言った。

　そうだ、俺は化け物だ。みんなから恐れられ軽蔑される化け物だ。

「な、何だかよく分からんが、撃うて、撃て！」

　賢けん三ぞうが俺に向けて指先を向ける。複数の銃口が俺に向けられた。

　俺は素早く駆けると、手のひら──というより、前足の裏で覆面男たちを叩たたきつぶす。尻尾を鞭むちのようにしならせ、横の男の銃を叩き落とした。

　覆面男たちが俺を避さけて壁かべ際に退いたことで、体育館の出口に向かって道が切り開かれていた。

「おいみんな、今のうちに逃げろ！」

　クラスのみんなを背に俺は言った。とてもじゃないが、顔を合わせることなど出来ない。

　みんながどういう顔をしているか分かっている。

　この姿を見せた途端、親しかった人も俺を軽蔑するようになった経験がある。だから、みんなの顔を見なくても気持ちは十分想像出来る。

　だから、せめてそれを目の当たりにする前に、別れを告げたかった。みんなのことは、温かい記き憶おくに留とどめておきたかった。

「ん？　あれ？」

　──しかし、一向に誰一人として動こうとしない。覆面男たちがびびって動けない今がチャンスだというのに……ああ、そうか。みんなも腰を抜かしているのか。

　こうなったら何とかこの場を俺一人で鎮ちん圧あつするしか──

　と、そこで、前足に何かが触れた。

　俺は驚おどろく。

　星ほし野のさんがそっと手で触れていたのだ。

「こんな、秘密があったんですね……」

　星野さんは慈しむように毛並みを撫なでている。俺は驚いて、「何で……」と言葉を漏らした。

「く、くそったれ！」

　そのとき、近くにいた覆面男がヤケクソ気味に叫ぶと銃を向けてきた。銃口は俺に向けられているが、震ふるえて定かじゃない。このままでは星野さんに当たってしまうかもしれない。

「危ない！」と咄とつ嗟さに叫んだが、しかし弾は飛んでこなかった。突然、男の手から銃が消えたのだ。

　──いや、消えたのではない。銃は男の背後にいる猿さる斗と日び君が握っていた。

　猿斗日君は銃の底で男の後頭部を殴りつけると、男はふらりと揺れた後、倒れ伏した。

「猿斗日君？　何で、え、縄なわは？」

　驚おどろきのあまりうっかり背後を振り返ってしまった。そして更なる驚きよう愕がくに見み舞まわれて、一いつ瞬しゆん脳が停止した。「縄抜けの術なり」などと猿斗日君がそれらしいことを呟つぶやいている。

「よっし、全員縄解ほどけたな。そんじゃいっちょやるか」

　などと言う武たけちんも自由の身となっていた。クラスのみんなを縛しばり上げていた縄は解かれ、一様に異様な雰囲気を漂わせている。手首の調子を確かめる者、首を捻ひねって準備体操的なことをしている者。俺など眼中にないようだった。

「ちょ、ちょちょ、待て待て！　何してんの！　縄解いてる時間あんなら逃げろよ！　ていうか解けんのかよ！　いや、それよりも、それよりもさぁ──」

　何でこいつらは、化け物を目の前にして平然としているのか。

　言葉を失っていると、「怖くなんてないですよ」とまるで俺の心を読んだかのように星ほし野のさんが言った。

「どうして……」

　訊たずねると、星野さんは微笑ほほえんで言った。

「友達の姿形が変わることよりも、もっと怖い思いをしてきましたから」

　友達……。

　その響ひびきは、心に染みて痛みを伴う。

「そういうわけだ。おりゃああああッ!!」

　武ちんは雄たけびを上げながら、覆ふく面めん男たちに突とつ撃げきしていった。それに続いて他の男子たちも拳を振り上げた。

「ばっか、逃げろよ！　危ないって！」

　武ちんの目の前に銃口が迫る。しかし、ステージ横の用具室から取ってきたらしい竹刀で岩いわ鳥とり君が銃を叩たたき落とした。直後、武ちんの拳が男の顎あごを見事に貫いた。

「危ねえのはお前だって一緒だろ！　仲間置いて逃げられるかよ！」

「仲間って、何を──」

　体育館を見回してみると、猿斗日君らミクスたちがそこら中を駆け回り、男たちから銃を奪い、それを回収して手の届かないところに運んでいる。ヒュマの男子は、女子が持ち出してきたバレーボールやバスケットボールで遠くから牽けん制せいしている。「男子は壁かべになるように横一列に並んで、女子はその後ろに！」と指示を出しているのは新あら井い君だった。

「ひっ、うわ」と足元で悲鳴が聞こえて見てみると、犬いぬ井いが俺の腹下に隠れて頭を抱えていた。

「何してんだ犬いぬ井い、下がれよ！」

　俺が怒鳴るように諭さとすと、犬井は気丈にも俺を見返してきた。

「い、嫌だよ！　友達がピンチなんだ、ぼくも戦うよ！」

　そう叫んで犬井は飛び出していった。すぐ近くでおろおろとしていた覆ふく面めん男に拳を振り上げ、しかしすぐに銃を向けられてすくみ上がってしまう。

　やばい、と思った瞬しゆん間かん、弾が発射された。弾が犬井の顔面目がけて飛び出す。

　だが発射されたのと同時に、巨体が突風のように現れ、犬井と男の間に割り込んでいた。その大きな背中に銃が着弾し、反動で弾はじけ跳んだ。

　嘘うそだろ？　と俺は悲劇を目の当たりにして力が抜けそうだったが、もろに弾丸を食らった豪ごう沢さわ君は何事もなかったかのように動き出し、覆面男にタックルをかました。覆面男は数メートルも先に墜つい落らくし、動かなくなった。

「ええ!?　何それチートじゃん！」

　ぐっと親指を立てる豪沢君。ミクスの身体能力がいかに高いとはいえ、彼はさすがに規格外だろうな。

「反則の塊のお前が何言ってんだ！　ぼうっと突っ立てないで、てめえも働きやがれ！」

　すれ違い様に武たけちんが俺の足を蹴け飛ばした。そのまま、正面で逃げ惑っていた覆面男に飛びかかっていった。

　時折、銃から弾が発射される音が響ひびくが、あらぬ方向に飛んでいって誰だれかに当たった様子はない。むしろ跳弾で同士討ちしているようだ。思えば取り囲むようにした立ち位置で銃を撃うつなど、アホの極みだ。もしかして覆面男たち、素人なんじゃないだろうか。

　しかしこのままだといつかは誰かに当たってしまう。そうはさせないと俺も館内を駆け回った。

　攻こう撃げきしようとする覆面男たちを片っ端から吹っ飛ばしていく。

　足裏で叩たたき、頭突きをかまし、尻尾で足を掬すくう。

　ただ横を走り抜けるだけでも巨体が巻き起こす衝しよう撃げきで男たちは腰を抜かした。

　その動作全てに悲鳴がつき纏まとった。俺を目の前にした覆面男たちはこの世の終わりのような声を出し、体を震ふるわせている。

　いつも通りの反応。いつも通りの光景。

　なのに──あるはずの虚むなしさがない。

「みんな……」

　辺りを見渡し、覆面男たちを捕らえようと必死になって戦うみんなを見て、妙な感慨が浮かんだ。しかしそれを理解してひたる暇はないようだ。視界の隅で神輿みこし親子が封ふう鎖さしていた外扉をこじ開けて逃げ出したのが見えた。

　覆面男たちのほとんどが戦意喪失しているのを確認し、俺も外へ飛び出した。

　賢けん三ぞうたちは迷路の中に入っていった。先ほど賢三が言っていた地下道に潜もぐるつもりに違いない。

　その脚力をもって塀を一気に飛び越え、ヒュマとミクスに分かれて貰もらった部屋の上に着地。神輿みこし親子はすでに堀を渡っていて、通路に逃げ込もうとしている。

　今度は彼らの目の前に割り込むよう、俺はもう一度跳んだ。

「うおっ、このっ！」

　賢三は懐ふところに手を伸ばすと、忍ばせていた拳銃を取り出して俺に向けた。実弾が込められていると直感し、すぐに足で叩たたき落とす。銃は壁かべ際まで横滑りしていった。権ごん太たは「う、うわ、嫌だ、死にたくない！」と叫び、俺の横を駆け抜け、通路の奥へと消えていく。

「おっさん、もういいだろ。これで終わりだ。この学校はそう易やす々やすと陥落出来ないって分かっただろ。ここにいるみんなが傷つけられる苦しみを知ってる。だからこそ、誰だれかを傷つけることを嫌う。この学校であんた好みの事件は起きないよ」

　賢三は叩かれた手を押さえながら顔を歪ゆがめた。

「たわけ！　銃を持った大人たちを蹴け散らす学生がいるか！　ミクスが野蛮だという証拠じゃないか！」

「ヒュマだって戦ってた」

「やつらは救えない程に精神を汚染されたのだろう。ミクスという悪あく魔まどもと、そしてお前のような化け物にな！」

　汚物を見るように、賢三は軽蔑の眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「確かに予想外ではあった。まさか返り討ちにあうとは。ああ、お前の言う通り、この日を過ぎても塔とう城じようは、少なくとも今日明日に潰つぶれることはない。だがしかし、お前のような規格外の怪物の居場所はないぞ！　お前のような生き物はこの世界のどこにも居場所はないのだ！」

　賢三は変わり果てた俺を前にして、内心は相当怯おびえているのだろう。みっともないことに、その足は震ふるえている。

　だが、やつの言葉は深く俺の心を抉えぐった。

　この世界に居場所はない？

「そんなの分かってる。ずっと前に気づいていた。そんなこと、とうの昔に知っていたさ……」

　俺はそう言った。紛れもない事実だ。

　だが、そこで──

「そんなことはありません！　竜たつ巳みさんの居場所はここにあります！」

　と、星ほし野のさんの声が響ひびいてきた。彼女は堀を渡って、すぐそこに立っていた。

　肌は白く、背は小さく、とても繊せん細さいに見える彼女。しかしその目は入学式のときにも思ったが、容姿に似つかわしくない程に力強い。

　そんな彼女の眼差しが、賢三を射抜いた。

「あなたは何も分かっていません。竜巳さんも私たちと同じように苦しんできたと、私たちは知りました。私たちは竜たつ巳みさんを理解しました。ならば、彼はもう私たちの仲間なんです。友達になったんです！」

「この化け物が友達だと？　いかれている！」

　暴言を吐かれても星ほし野のさんは微動だにしない。

「星野さん……」胸に温かい何かが浮かぶ。「どうして来ちゃったのさ、危ないじゃないか」

「竜巳さんが出て行くのが見えたんです。何だか、もう帰ってこない気がして、不安になってしまいまして」

　星野さんはそう言って、信じられないことに、

「さ、戻りましょう。みんなのところに」

　と、こんな化け物の俺に微笑ほほえんで手を差し伸べた。

「戻る？」

　俺は呟つぶやいた。

　胸がどく、どく、と強く鼓動を打っていた。

　──何で彼女は俺に手を差し伸べているんだろう？

　俺は今、どんな姿をしている？　変身は失敗して、人型のままだったりするのか？　何で彼女はこんなにも優しいんだ？

　俺が戸惑って動きを止めた瞬しゆん間かん、賢けん三ぞうが動いた。突然星野さんに飛びかかり、どん、と突き飛ばした。大きくよろめいた彼女は足を踏ふみ外し、背後の堀に向かって体が大きく傾く。

「っ！　星野さん！」

　俺は慌てて駆け出し、右前足の爪に襟えり元もとを引っかけて、地面に引き戻す。

「大丈夫？　星野さん」

「え、ええ、何とか──竜巳さん！」

　安心したのも束つかの間、背後で嫌な予感がして振り返ると、賢三が拳銃を手に取り俺たちに向けていた。

　咄とつ嗟さに星野さんに覆おおいかぶさるようにして庇かばう。次の瞬間、俺の体は大きな衝しよう撃げきで揺れた。

「あ、ぐっ！」

　わき腹が強烈に熱くなり、じんわりと熱いのやら冷たいのやら分からない痛みが広がり始めた。

「竜巳さん！」

「大丈夫、この体、結構丈夫だから」

　安心させるよう星野さんに笑顔を向けてみるが、この顔で笑っても不安を取り除けるのか自信はなかった。とりあえずおざなりに済ませて、賢三を目で探すがどこにもその姿はない。通路の奥から駆ける足音が響ひびいてくるが、不意に途切れて聞こえなくなった。どうやら逃がしてしまったらしい。

「竜たつ巳みさん、体は？」

　星ほし野のさんが俺の下から這はい出てきて、心配そうに見つめてきた。
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「ほんとに大丈夫だよ。そっちこそ怪け我がはない？」

「え、ええ、どこも異常はありません。それより竜巳さんが」

「もう、しつこいってば」と言いながら、体温が下がっていくのが感じられる。これは撃うたれた怪我の影えい響きようじゃなくて、変身した負荷のせいだ。変身は体力を著しく消費するため、すぐに休息が必要になる。ああくそ、酷ひどく眠い……。

　意識が落ちていく中、俺は何とか言葉を搾り出した。

「これからＬＣＯの治安保全課の部隊が来るはず。たぶんその中に雅まさ在ありって名前のじーちゃんもいると思うんだ……悪いんだけど、その人ここまで呼んできてくれない？　……もしいなかったら、関係者を……頼たのむね」

　それだけ言い残して、俺は目を閉じた。

　遠くなる意識の中、俺の名前を呼ぶ星野さんの声がずっと響ひびき続けていた。
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　暗くら闇やみの中にぼんやりと光が灯ともり、その明かりの中に白衣を着た人たちが動き回っている。体は何だか熱かったり、冷たかったり、滅茶苦茶になって訳が分からなくなったりしている。遠くから、「大丈夫……配ない……」「でも……撃うたれ……」と声が聞こえてくるが、波にさらわれたように、急に静かになった。

　その後、長いこと眠ったような感覚があり、段々と意識が明確になってきた。

　そっと目を開けると、白い天井が見えた。窓から差し込む陽ひ射ざしの色が濃こい。夕時らしい。

「あー……やっぱ病院か」

　見慣れた天井と包帯だらけの体を見て、瞬しゆん時じにどういうことかを理解した。記き憶おくはしっかりしているので、賢けん三ぞうが学校に攻めてきて、そんでもってみんなを守ろうと変身したことも覚えている。

　変身したということは、元の人型に戻すために大規模な整形手術が行われたはずだ。人型から『キメラ』に変身することが出来ても、そこから人型には戻ることは出来ない。俺の体は特殊で、代謝促進剤を飲むと肉体に異常が起き変身してしまうのであって超能力の類ではない。

「うっ……いでで」

　激痛が全身に走り回る。この痛みは撃たれたことによるものではなく、体中を滅茶苦茶に弄いじり回して人型に成型し直したことが原因だ。

　少しでも腕を動かせばビリビリと痛みが走るが、クラスの連中がどうなったのか知りたいし、何にせよ人を呼ばなくてはならない。痛みを堪こらえて俺は枕元に手を伸ばした。

　すると何かを掴つかんだのだが、思った以上に柔らかくて驚おどろいた。ナースコールってこんなにふにゃふにゃだっけ？

　疑問に思い、顔を上げてみると、「！」何とまあ星ほし野のさんがいらっしゃったのでした。

　まさに男なら一度は夢見るシチュエーションだった。怪け我がをした自分の横に看病疲れで眠ってしまった女の子が寄り添っている、というまさにそれ。星野さんはこくりこくりと頭を揺らし、寝こけている。そして俺はそんな彼女の手を握り締しめていた。くそっ、手かよ。こういうときはおっぱい揉もんでも許されるっていうのに！　って、まあどっかのラノベの知識なんだけども。でも事故として許して貰もらえるこの状況で揉めないなんて運がない。ラッキーがないスケベはただのスケベだ。眠っている今ならまだ誤魔化せそうだが、しかし良心の呵責が……。

「ん、んん……もう、自分で起きれるってば……お母さ、ん、あれ、？　…………!?」

　ちんたらしているせいで、星野さんが目を覚ましてしまった。まるで死人が生き返ったところを目もく撃げきしてしまったみたいな目をしている。

「竜たつ巳みさん！　ああ、良かった、死んだように眠っていたから、本当に目を覚ますのか不安でした……体の調子はいかがですか？」

「う……うぅ……俺の体は、もう、限界のよう……だ……だが、星ほし野のさんがチューしてくれれば……蘇よみがえる、だろう……」

「元気みたいですね。良かったです」

　もう俺の相手も手慣れた様子。心なしか寂しい。

　窓から差し込む夕日に照らされる中、星野さんは穏おだやかに微笑ほほえんでいた。俺はその表情を見て、不安にかられる。

「なあ星野さん。見たんだよね？　俺が変身した姿。その……怖がったり、軽蔑したりしないの？」

　嫌われて蔑まれるのは、いつになっても慣れはしない。

「軽蔑なんてしませんよ。まして怖いとも思いません。竜たつ巳みさんが秘密を打ち明けてくれたとき、あなたがどういう人で、どういう気持ちを抱いているのか、良く分かりましたから」

　でも、と星野さんは続ける。

「もっと教えてくれませんか、竜巳さんのことを。あなたの口から真実を」

　星野さんの真剣な眼まな差ざしは、やっぱり俺の内を見ているようだった。

　俺は正直怖かった。俺の秘密を知って怖がらなかった人は、逃げなかった人は、いなかった。だから星野さんの言葉を正直、信じきることができない。彼女も、Ｈクラスのみんなも、過去の知り合いのように俺の傍そばから去っていくんじゃないかと考えてしまう。

　いやでも、だから何だっていうんだろう。俺はＨクラスのみんなから嫌われている。だから別れを惜しむ程の親しい関係の人はいないのだから、あのクラスを去ることに寂しさを覚えることもない。

　犬いぬ井いと星野さんだけが、少し、ほんの少しだけ気がかりではあるが……犬井は出来るだけ都合の良い隣りん人じんとして扱って、友達という意識から一線を画してきたし、星野さんには嫌がらせめいたこともして、出来るだけ心の中には深く立ち入らないようにしてきた、はず。

　だから彼らと別れることに寂しさを感じることはない。

　だけど、ふと、星野さんの家でのことを思い出す。

　あの日の彼女の笑顔と涙を──

　──ああいかんいかん、そんなこと思いだしてもしょうがないだろ。

　俺は自分の中で渦巻く感情を掻かき消すように、真実を語って聞かせた。

　元はライオンで、角が生えた突然変異種だったこと。体内に存在していたウイルスが突然変異の原因で、そのウイルスの解明が医学生物学を大きく発展させるきっかけになったということ。鬼ごっこをしたときに体育館で語ったことの一部は真実だったこと。

　そして、俺の存在がミクスを生み出すきっかけになったことを──

「……待ってください。ミクスが生まれるようになったのは数百年前のことですよね？」

「コールドスリープって知ってる？　簡単に言っちゃえば冷凍保存」

「えっと、冷凍保存？」

「そう。何でも生体兵器を開発していた研究所で、俺は色んなアニマの遺伝子、細胞、はたまた肉体そのものを繋つなぎ合わせたりする実験をされていたらしいんだ。最終的には人型に成型してみたらしいんだけど、無茶され過ぎて体中で異状が発生して酷ひどいことになってたんだと。その時代の医い療りようじゃあ治せなかったらしくて、治せる技術が開発されるまで生かすためにそんな手段を取ったみたい。コールドスリープはいまだ未完成な難しい技術らしいんだけど、過酷な実験に耐え切るほどの生命力があったからどうにかなったんだって」

　そうだったんですか、と呟つぶやく星ほし野のさんの表情に、信じられないと書かれている。そりゃそうだろうな、と俺は苦笑してしまった。

「信じられないのも無理ないよ。当事者の俺自身が全く覚えてないんだ。今言った話はじーちゃん──知り合いから聞いた話で、覚えてるのはこの病院に併設された研究所で目を覚ました後からで、冷凍保存前のことはさっぱり」

　でもこれだけは言える、と俺は続けた。

「今星野さんの目の前にいる俺は、化け物だよ」

　強い抵抗を堪こらえて、俺は言い切った。

　しかし星野さんは何も反応を示さない。そんなものだから拍子抜けしてしまう。

　しばらく考え込むそぶりを見せた後、星野さんは無表情のまま、「竜たつ巳みさんの言動が滅茶苦茶なのは、そういったことが関係しているんですか？」と訊たずねてきた。

「うん、そうだね」

「すでに体中の傷が治りかけているのも？」

「うん……化け物だからね」

「縄なわを自力で引きちぎることが出来るのも？」

　そうだよ、と俺は答える。星野さんは、じゃあ、と続けた。

「もしかして、やたらとエッチなことを言うのも？」

「うん……うん？　うーん、まあそうかも。ほら、色んな生物の遺伝子組み込まれてるせいで年がら年中発情期なんだよ。性欲抑える薬飲まされてるんだ、実は」

「では、変態なのも」

「え、へんた……？　ま、まあ、うん。誤解されがちだけど、ミクスとかに抱きついたりするのってアニマの習性からくるものだから。ほら元々俺、ライオンだったらしいし、そういった性質引き継いでるんだよ」

「では、お調子者なのも」

「あ、あの、お調子者？　ど、どうだろ。うん、それもきっと何か関係あると思うよ。きっと、うん、ほら、俺化け物だから」

「よく意味の分からないことを言うのも」

「えっと……」

「人の気持ちを読むことが出来ないのも」

「あう、あう……も、もうやめて！　とっくに俺のライフはゼロよ！」

　星ほし野のさんの怒ど濤とうの攻めに悲鳴を上げると、彼女は可お笑かしそうに笑い出した。

「少しは元気になりました？　竜たつ巳みさんはシリアスな雰囲気、似合わないです」

「え、ええ!?　何だよそれ。真剣に話したのに！」

「ええ、真剣でしたね。真剣なだけに、竜巳さんがどういったものを抱えて生きてきたのか、よく分かりました」

　星野さんが少しだけ俺の傍そばに体を寄せる。そして少し悲しそうな顔をして訊たずねてきた。

「どうして竜巳さんは、自分を追い込むんですか？　私たちミクスだって化け物扱いされてきました。私たちは本当の意味で仲間だったんじゃないですか。どうして私たちに助けを求めなかったんです？　どうして一人になろうとするんですか？」

　妙に熱の籠こもった言葉だった。夕日の赤みを帯びた眼まな差ざしが俺の視線と絡み合う。俺は落ち着かなくなって、目を逸そらした。

「俺には、さ。星野さんたちに助けを求める資格なんてないんだよ」

「資格、ですか」

「もしも……もしもだよ？　俺が生まれなかったら、星野さんたちミクスは、ヒュマかアニマか、どちらかの種族として生まれてきていたはずだ。そうだったとしたら、星野さんたちはいたって平和な暮らしを手に入れることが出来たんじゃないかな。それぞれの種族の社会で、その世界のルールに従って……」

　目を合わせられないまま、俺は続けた。

「俺なんかが生まれなければ、こんな差別ある悲しい世界にはならなかったんじゃないかと思うんだ……」

　そう言い終わるかどうかのとき、視界にあった星野さんの手が動き、俺の手を握り締しめていた。驚おどろいて顔を上げると、星野さんはもう片方の手で自分の口を押さえ、目から大粒の涙を零こぼし、

「同じ台詞せりふ……やっぱりあなただったんじゃないですか」

　そっと呟つぶやくようにそう言った。

「えっと、星野さん？」

　心配になって伺うと、彼女は続けて、「竜巳さん、あなたは馬鹿ですね」と涙を流しながら微笑ほほえんだ。

「ば、馬鹿？　何で？」

「そうでなければ、先ほどのような台詞は言えないと思います。『俺なんかが生まれなければ』なんて、本当に馬鹿らしいですよ」

「………………」

　何だかよく分からないが、あんまりな物言いじゃないだろうか。

　真剣だっただけに、星ほし野のさんのその反応に動揺してしまった。

「本当のことだろ？　実際、俺が生まれてきたことがきっかけで、ミクスが生まれるようになったんじゃないか」

「だから何ですか。それが何ですか。私が怒っているのはそこではありません」

「はあ？　言ってる意味が分からないんですが」

　語気を強めてそう言うと、星野さんは突然立ち上がった。

　やべ、さすがに態度悪すぎたか、と思ったのだが、星野さんは鼻を啜すすりながらこう言った。

「竜たつ巳みさんみたいな、十数年ずっと同じことを考えて悩むような卑屈な人は、私一人じゃ正せそうにもありません。今日は引き返します。次に会うとき、その馬鹿げた勘違いをみんなで正してみせます」

「何だかよく分からないけど、俺、たぶん退学になるから、学校には行けないと思うけど」

「……どうしてですか？」

「だってあんだけの事件を起こしちゃったんだし」

「でも本意ではなかったんでしょう？」

「当たり前だよ。俺はただ、みんなの居場所を守りたかっただけだ」

「なら、竜巳さんが学校を去ることなんてありません。私がそうさせません。馬鹿馬鹿しい大きな勘違いを正すには学校が一番でしょうからね」

　星野さんはそれだけ言い残して、病室を出て行った。

　後に残された俺は、ぽかんとして瞬またたくだけだった。

　何で俺、こんなにボロクソ言われなきゃならなかったんだろうか。俺の言うことを何でも素直に聞いて従順でいてくれた、愛くるしいロリ星野はどこに行ったのか。

「しーらね、知らね。一方的に話を進めちゃってさ、もう俺関係ねーや」

　と、ふざけ半分で言って、思い出した。

　そうだ、本当に俺、もう関係ないんだ。

　二度と塔とう城じようには帰れない。俺はもうＨクラスとは関係ないのだ。

「はあ……もう関係ないんだよな……」

　星野さんが出て行った扉を見るが、彼女が戻ってくる気配はなかった。




　　　　　　ё




　目が覚めてから数日が経たち、退院の日となった。

　じーちゃんが持ってきてくれた制服を着て、俺はＬＣＯに向かっていた。入院中にすでに召集がかかっており、退院したらすぐに来るよう言いつけられていた。

　円筒形の建物の入り口を目の前にして、気分が憂ゆう鬱うつになる。賢けん三ぞうが立っていたからだ。

　やつは黙だまって俺に近づいてくると、「なぜここに呼ばれたのか、分かるな。獅し子し山やま竜たつ巳み」と俺の腕を掴つかむと引きずるようにしてエレベーターに向かった。

　投げ入れるようにして俺を突っ込むと、賢三は66の数字を押して扉を閉じた。エレベーターはゆるやかに発進し、静かに上がり始める。

「獣じゆう面めん症候群か、先祖返りの一種なのか。はたまた最新の病気なのか。お前は何なのだ？」

　賢三はドア付近に立たせた俺の背後に立っている。ちらりと後ろを向くと、おぞましいものを見るかのような目で俺を見ていた。

「えっと、何のことかよく分かりませんが」

「とぼけるな、化け物。私は大きな勘違いをしていた。ミクスなどよりも、真っ先に処分しなければいけなかったのはお前だった。会議が終われば貴様を私の研究所にぶち込んで二度と社会に出て来られないようにしてやる。覚悟しておけ」

「じゃあ俺はみんなの前であんたの悪事をバラしますよ。この前の生徒監かん禁きん事件の首しゆ謀ぼう者しやだって」

「かまわん、やってみろ。だが、証拠はどこからも出てくることはないだろう」

　六十六階に到着し、エレベーターを降りるとすぐに、報告会で使われた会議室に連れて行かれた。以前と同じように、長いテーブルにお偉方が並んで座っている。

　賢三が席に着くと、すぐに会議が始まった。議長が開始を宣言するとともに、賢三が咳せき払いを一つして続きを引き継いだ。

「手短に済ませよう。調査員である獅子山竜巳を、本日をもって解任とする」

「…………はい」

　調査員はあくまでもＬＣＯ所属となっており、特別措置として卒業すれば卒業証書は貰もらえるのだけれど、学校側には派遣職員みたいな扱いとして入ることになっている（詳しくは知らん）。なのでＬＣＯ側が調査員をクビにすれば、必然的に学校から除名される。つまり強制退学だ。

　覚悟はしていたはずなのに、賢三の言葉が心を重くさせた。理由は分からない。ただ、何となく気分が重い。

「解任の理由は、学校の治安を故意に乱したためである。同級生を拉致、監禁し暴力を振るった件、過激派集団を学校に招き入れた件がそれに値する。それらの野蛮な行いは契約違反であり、解任するに至った」

「…………、はい」

　本当に短い間だったけど、俺は塔とう城じようのために何かを為なすことが出来ただろうか。Ｈクラスのみんなのためになることが出来ただろうか。三年かけて尽力するつもりだったのにもう終わっちゃうのか。何だか拍子抜けだ。

　ああそうか、だからこんなにも気分が重いのか。意気込んでいたのに、空回りで終わっちゃったから……だから、こんなにしんどいんだろう。そうに違いない。

「何か質問はあるか？　無ければ以上をもって終了とする」

「………………」

　本当に俺、もう塔とう城じように通うことは出来ないのか？　何だか実感が湧かない。

　覚悟は出来ていたはずだ。俺は塔城や、Ｈクラスと無関係になる。分かっていた。分かりきっていた。

　なのに、どうしてだろう……ここに至って、俺は「嫌だ」と思った。

　あの学校に、親しいやつなんていない。友達なんていなかった。俺はＨクラスの敵で、学校存続のために、結局のところみんなをまるで道具のように扱ってきた。嫌われようが暴言を吐かれようが何ともなかったのは、そういうことだからのはずだ。

　武たけちんに殴られそうになっても、星ほし野のさんに頬ほおを叩たたかれても、学校のためだと、それが自分の役目だと思えば何ともなかった……はず。

　なのに、なんで……。

「……無いようだな。ならばこれにて会議を──」

　賢けん三ぞうが終わりを告げようとする。

　……マジで、これで終わりなのか？

　これから俺は、塔城に入学する以前の生活に戻る。普通の学校に通って、町で何か異種族間のいざこざがあれば首を突っ込む、そんな生活。

　それについては嫌じゃない。

　だけど……だけど、それじゃダメなんだ、と心が叫んでいる。

　理由は依然分からないが、俺は……塔城を辞めたくないと思った。何で賢三の言う通りにしなきゃならないんだと怒りで頭がどうにかなりそうだ。

　でもどうしたらいいんだ？　俺にはこの状況を覆くつがえせる力がない。

　嘘うそだろ、じゃあ俺は本当にこのまま退学なのか……？

　星野さんの涙が、頭に思い浮かんだ。

　それに続いて、犬いぬ井いの笑顔。武ちんの悪態。岩いわ鳥とり君と猿さる斗と日び君の怒ど濤とうの攻こう撃げき。猫ねこ衣いさんや新あら井い君たちの姿。柴しば山やま君、豪ごう沢さわ君、跳と羽はねさん、舞まい中なか君──

　そして、みんなで覆ふく面めん男たちと戦ったときの、あの光景。

　あのとき浮かんだ、よく分からない気持ちが思い出された。

「────っ」

　何でか分からない……分からないけど、本当に嫌だと思った。我慢ならなかった。

　無理だと分かっていても、心はもう駄目だった。

　──嫌だ、塔とう城じように残りたい。あそこに戻りたい。

　俺の口はその言葉を吐き出しそうになった。

「お……俺は……っ」

　堪こらえられない感情が、気持ちが、体の奥から迫せり上がってくる。そして俺は口を開いて──

　と、そこで、カツンカツン、と机が叩たたかれる音が響ひびいた。

「少しいいだろうか。話しておくことがある」

　ペンの頭を撫なで、じーちゃんが言った。

「話とは？　委員長」

　不機嫌そうに賢けん三ぞうが訊たずねると、「うむ、これを見て欲しい」とじーちゃんは脇に置いていた紙袋から分厚い紙束を取り出した。そこから一枚を取り、賢三に渡す。

「む？　……な、何だこれは」

　紙面を眺めると、途端に賢三の表情が険しくなる。皺しわが深くなり、堪え切れない怒りが溢あふれ出ていた。

「まさか、そこにある紙束全てが署名だと言うのか？」

「署名？」

　疑問を口にすると、じーちゃんは束の上から一枚を取り、差し出してきた。受け取ってみると、そこには人名がずらりと並んでいた。

　書類の上部には、どこかで見たことのある字で、こう書かれている。

【私たちの友人が先日の立てこもり事件の陰いん謀ぼうに巻き込まれ、理不尽にも学校を辞めさせられそうになっています。どうかお力を貸してください】

「だからどうしたというのだ！　証言があるのだぞ？　調査員の一人から、獅し子し山やま竜たつ巳みがこの事件を起こす旨を犯人グループに電話で話していたと私は聞いている！　その会話の一部を録音したテープも提出したはずだ！」

　賢三が青筋を浮かべて怒鳴った。その鋭するどい眼光はじーちゃんに向けられていて、しかしじーちゃんはと言えば、何事もないように澄すました顔で見返している。

「これほどの署名が集まったのだ。無む碍げには出来まい。それに知人が教えてくれたのだが、現在インターネット上でこれが話題になっているのだそうだ」

　そう言ってじーちゃんは隅に置いてあったノートパソコンを引き寄せ、幾つか操作をこなした。するとじーちゃんたちの背後にでかいスクリーンが下りてきて部屋が暗くなった。俺の背後から光線が延び、スクリーンにとある動画投とう稿こうサイトが映し出される。振り向いて見上げた賢三が眉根をひそめた。

　再生されるとＢＧＭが流れ、『こんなことが許されるのか！』と文字が浮かび上がる。その文字が消えると画面は一転して、後ろ手に縛しばられた俺の姿が映し出された。どうやら賢三たちが体育館で映したもののようだった。

　始めのほうは画面端にミュートのマークがついていたのだが、ふとそのマークが消える。すると賢けん三ぞうの『よし、これでいいだろう』という声が聞こえた。そしてその後の武たけちんたちとの言い争いなどが音声つきで流れるのだが、あれ、音声は切られてるんじゃなかったっけ？　怒鳴り声も何もかもが聞こえてくるんだけど。

　見れば賢三が青い顔をしている。一体これはどういう──って、そういえば仲間の男はミュートに出来たかどうか不安て言ってただけだったな。きっとミュートに出来ていたんだろうけど、そこで賢三がいじったために解除されてしまったんじゃないだろうか。

　動画は続く。星ほし野のさんが立ち上がって銃を抱え、『私が銃を持ったのは、誰だれにも撃うたせないためです。こうして私が抱えていれば、発射されることはないでしょう？』と言う。テロリストもどきたちが星野さんに銃を向け、俺がカメラを蹴け倒して彼女を庇かばう。そしてへんしーん──なのだが、カメラを蹴倒しておいたおかげで俺の姿は映っていなかった。その後、みんなで協力して襲しゆう撃げき者しやを次々に倒していく様の一部がほんの少しだけ映っていた。

「くっ……こんなはずではっ！」

　賢三の口から、苦々しい呟つぶやきが漏れる。本来ならミクスによる暴力シーンを世界中に流すことで反ミクス感情を煽あおるはずだったのだろうが、しかし音声を切り忘れたことで真実がはっきりしてしまった。動画に寄せられたコメントを見る限りでは真逆の感情を引き出すことになってしまったようなので、賢三にしてみれば不本意な結果だろう。

「別の動画投とう稿こうサイトのＵＲＬも送られてきたが、見るかね？」

「ひ、必要ない。証拠がある限り、獅し子し山やま竜たつ巳みの退学は覆くつがえらん」

「では最後にこれを見て貰もらおう」

　そう言ってじーちゃんは懐ふところから『退学届』と折りたたまれた書状を賢三に渡した。賢三はその書状を開いて読むと、息を詰まらせ震ふるえだした。

「竜巳が犯人だと証言した調査員だが、今朝方それを直接渡しに来て全てを語ってくれたよ。君から強制退学を盾に脅され、偽の証拠を作り上げたと。しかし動画を見て心動かされ、真実を話すことに決めたようだ」

「な、なな、な──！」

　賢三は般はん若にやの形相で、退学届を滅茶苦茶に破り捨てた。

「ふ、ふざけるなァ──ッッ!!　舐なめたマネしおってッッ!!　退学、退学だッ!!　このガキは即刻退学処分とするッッ!!　ただちにッ!!　今すぐ!!」

　賢三はそう叫ぶが、「しかし」とじーちゃんが飄ひよう々ひようと言う。「退学に必要な書類は今君が全て破り捨ててしまったのだが」

「知るかッ！　二種族共同生活調査委員会副委員長の権限をもって宣言するッ！　この調査員は即除名とするッ!!」

「残念だが、それは出来ない」

「な、何だと!?　どういうことだ!!」

　その質問に答えず、じーちゃんは手を叩たたいた。すると部屋の外からスーツ姿の厳いかつい男たちが入ってきて、賢けん三ぞうを取り囲んだ。

「な、何だお前たちは！」

「警察だ。君は逮捕されるのだよ。脅迫罪に偽証罪はもちろんだが、事件とは関係ないところでの罪も償つぐなって貰もらおう。例えば、ＬＣＯに入り込むために贈おくった政治家への賄賂や、会社の金を無断で使用した特別背任などでな」

　賢三は泡を食ったような顔をしてじーちゃんを見つめていたが、警察に両脇を固められると逃げようと暴れ出した。すぐに押さえ込まれ、手て錠じように繋つながれる。

「馬鹿どもが！　私が誰だれだか分かっているのか!?　ミコシグループの総帥だぞ！　貴様ら覚えておけよ!!　私は貴様らヒュマのためを思ってやったのだ!!　私は悪くない!!　私は正義だ!!」

　ぎゃーぎゃー喚わめく賢三の声が遠くなっていったところで、「さて」と議長が口を開いた。

「獅し子し山やま竜たつ巳みの証拠が無効となったので処分は保留、退学届は紛失により不受理。意義があるものは？」

　その問いかけに誰も手を挙げなかった。「では解散」とあっけない程に判決は覆くつがえされ、終わってしまった。

　次々に役員たちは部屋を出て行き、俺とじーちゃんだけが残された。

「親から譲ゆずって貰った力を振りかざして、まるで子供のようだったな」

「一人ごちて満足気にされても。一方的に進められて何が何だか分からないんだけど」

　俺がそう言うと、じーちゃんはくつくつと笑った。

「まあ良いではないか。無事退学を回かい避ひ出来たのだから」

「そうだけどさ、俺めっちゃ空気だったじゃん」

　はあ、と溜ため息いきが出てしまう。展開が早過ぎてついていけない。

　とりあえず、つまり、危機は去ったというのか？　全く実感がない。ドッキリだと言われれば素直に信じてしまいそうだ。

　手元の署名を眺める。知らない人の名前がずらりと並んでいて、これだけの人が俺を救うために自分の名前を記してくれたのだと驚おどろく。中には『いい店だった。ありがとう』という短いコメントを残してくれた人もいた。ふと脳裏に、いつだかに会ったミクスの子を連れた男性が過よぎった。

「そうそう、こんなものも預かっていたのだった」

　じーちゃんは署名書を入れていた紙袋から一通の手紙を取り出した。薄うすい桜色のカバーで思わずあらぬ想像をしてしまう。が、受け取って中身を見てみると、実に味気のないもので肩を落とした。

「一時、東口で待つ？」まるで決けつ闘とう状のような手紙だった。「この手紙、いつ受け取ったの？」

「署名の束とともに今朝受け取った。もう一時を過ぎる。そろそろ行ってやったらどうだ」

「あ、うん……」

　何だかよく分からないけど、俺は地上を目指すことにした。

　部屋を出る際、「塔とう城じように入れて良かった」というじーちゃんの呟つぶやきが後を追ってきた。




　エレベーターを降りると、西口から喧けん騒そうが響ひびいてきた。カメラやマイクを持った人たちが賢けん三ぞうたちを囲んで何とかインタビュー出来ないかと奮ふん闘とうしている。俺はその人だかりに背を向け、反対側の東口へ向かった。

　西口に人が集まっているせいで、こちらはがらんとしていて静かだった。自動ドアを抜けると陽ひの光が差し込んできて目が眩くらむ。

　陽射しに慣れるにはほんの少しの時間が必要だった。ゆっくりゆっくりと瞼まぶたを開いていき、目の前の光景を脳に取り込んでいく。

　東口、俺の目の前──暖かな陽射しの下に、Ｈクラスの全員が立っていた。

「う、そ──」

　三十五名の眼まな差ざしが俺に向けられている。俺を化け物だと知る者たちが、俺を見つめている。

　何で彼らはここにいるのだろうか。ＬＣＯの見学？　賢三の逮捕の瞬しゆん間かんを見るため？　それとも、化け物の見物か？

「おいおい、平日の昼間に何やってんだよみんな。サボりか？　なら俺も混ぜろ！　そんでもってどっか遊びに行こうぜ！」と、いつもの俺らしく馬鹿みたいにふざけて笑いたかった。だが、出来ない。足が震ふるえていた。彼らの俺に対する感情が怖かった。

　最初から嫌われてはいたが、ちゃんとした一介の生物として扱って貰もらっていた。でも、今は違うかもしれないのだから……。

「おい、獅し子し山やま。結局、どうなったんだ？」

　不意に武たけちんが訊たずねてきた。

「え、どうなったって？」

「退学になったのかどうかだよ」

「ああ、それなら」掠かすれる声を必死に喉から絞り出す。「取り消しになった。俺、また塔城に通えるみたい」

　だけど、俺は塔城に戻ってもいいのだろうか。そのことをみんなはどう思う？

「ふーん、そうか。じゃあお前、俺たちに言わなきゃならないことあるよな」

　武ちんが言う。強制するような強い言葉だ。

　武ちんが求めているものを俺は察した。やっぱり、俺は戻れないなと思った。

　俺がどうして調査員になったのか、どうして今までみんなを引っ掻かき回したのか、星ほし野のさんにでも聞いて、その真実を知ったに違いない。

　俺は深く頭を下げて、言った。

「生まれてきて、申し訳ありませんでした……」

　遠くの喧けん騒そうが別世界のもののように感じられる。ここら一帯だけ、薄うすい膜で外界から隔たれているように静かだった。その静寂に俺はひたすら言葉を響ひびかせる。

「もう聞いたと思うんだけど、俺は『キメラ』だ。ミクスのみんなが生まれる要因となった、化け物だ。──本当にごめん。すみませんでした……みんなが苦労しているのは俺のせいなんです。俺が、生まれてこなければ、みんなヒュマかアニマとして生まれて、今のような苦労を背負うことはなかったはずなんだ。だから、みんなに俺は──」

「おい、獅し子し山やま」と、遮るようにして武たけちんが割り込んできた。「ちょい顔上げろ」

「え、えっと？」

　何だろうと顔を上げると──

「歯ぁ食いしばれやああああッ!!」

「え!?　ちょ、待っ──ぶほぉぁッ！」

　いきなり殴られた。

　そりゃもう容赦なく、左頬ほおを抉えぐられた。

　すごい勢いだったから錐きり揉もみになって地面に倒れ伏してしまう。

　え、何コレ。すごいシリアスなシーンだったのに、何コレ。

　まるで乙女のようなポーズで呆ぼう然ぜんとしていると、「あ、武たけ辺べだけずりー」「わたしもやりたい！」「よし、じゃあみんなでやろうぜ！」とＨクラスが盛り上がりを見せる。

「え、え、ちょっと待って。何でみんな、指ポキポキ鳴らしながら近づいてくるわけ？　な、落ち着け。一旦落ち着こう──おぅふ！　鳩尾みぞおち！　いいね、なかなかいいブローだ。うん、褒ほめて進ぜよ──ぶへぇ!?　脛すねきたか！　うん弁べん慶けいの泣き所！　痛い、超痛い！　痛いから、ちょっとタンマ！　ふざけるのも大概──マブゥ!?　何か変な悲鳴上げちゃった！」

　容赦なく、俺をボコボコにするクラスメイトたち。「おんどりゃー！」「ぐへぇ！　タ、タイム！　審しん判ぱん、タイム！」「てーい！」「そこ股ァッッッ!!　ヒギィィィッ!!」「これがロックだぁぁー！」「あ、待って、それパンツやで！　それだけはマジ堪忍してぇな！　スカート脱がしたりしてごめんよ跳と羽はねさん！　謝るから、だから勘べンァッー！」

　しばらくして暴行の嵐が止やんだ。だが最後の一人、犬いぬ井いが真剣な表情で立っている。

「まさか、お前まで俺を殴ったりしないよな？」と問いかけると、「竜たつ巳み君の馬鹿野郎！」と可愛かわいらしく怒鳴ってふにゃふにゃパンチをしてきた。

　散々ボコってすっきりした表情のＨクラス。俺はというとボロ雑巾のようだった。ズボンは取られなかったけど、ノーパンツで下半身がスースーする。それが何ともいえない虚むなしさを呼んだ。

「ていうかいきなり何だよ！　さっきまでのあんなにシリアスだったのに、台無しじゃんか！」

「うっせえな。お前が馬鹿みたいなことを言うからだろ」

　武たけちんがめんどくさそうに言った。

　瞬しゆん間かん、頭に血が昇る。病院で星ほし野のさんにも「馬鹿」と言われた。どうしてそんなことを言われなければならない？　俺は至って真剣だっていうのに、何で馬鹿にされる？

「馬鹿って何だよ……確かにいつもふざけたような態度取ってるけど、今この瞬間は真剣なんだ！」

「あ？　ああ、そうかもな。だけど、んな訳の分からないことで謝られても反応のしようがねえよ。俺たちはただ『ありがとうございました』って言わせたかっただけだ」

「は？」

　意味が分からずとぼけると、武ちんは「ちっ」と舌打ちして睨にらみつけてきた。

「俺たちが署名集めたり、動画作ったりしたおかげでお前は退学免れたんだろうが。少しは感謝しろってんだ」

　うんうん、と背後のクラスメイトたちが揃そろって頷うなずく。

「え、みんな、なのか？　みんな俺のために？」

　俺は素直に驚おどろいていた。もしかしたら星野さんが署名を集めてくれたんじゃないかとは考えていたけれど、だけどまさかＨクラス全員が行動してくれていたなんて、考えすらしなかった。

「それにな、お前ひでえ勘違いしてんだよ。お前が生まれなきゃ俺たちは幸せだったってか？　お前そりゃな」

　と、そこで武ちんは言葉を切った。「俺が言ってもしゃあねえな」と引き下がり、代わりに星野さんが前に出てきた。

　何日かぶりの再会。非常に気まずい。

「竜たつ巳みさん、約束通り、みんなで会いに来ました」

　この前とは違って、今はとても柔らかい声をしている。それでいてどこか凛りんとした声だ。

「自分が生まれなければ、私たちはヒュマかアニマとして生まれてきただろうと言いましたよね。そしてそれぞれの種としての幸せを享受できた、と。自分が生まれなければ、私たちは苦労しなかったとも」

　星野さんはそれを真っ向から否定した。酷ひどい勘違いだと言った。

　そおっと顔を上げてみると、星野さんはどこかすっきりとした表情をしていた。その澄すんだ瞳ひとみは汚れが一切なくて、傷つけられてきたことへの憎悪や幸福な者たちへの嫉妬、羨望など、そういった感情が全く見受けられない。

「私は、ミクスだから私なんだと思うんです。星野小こ葉は夢むという存在はミクスじゃないと成立しないと思うんです。だって、そうでしょう？」

　星野さんは背後を振り返って、Ｈクラスのみんなを見回した。

「こうしてみんなに会えたのは、私がミクスだったからです。みんなと心を通わせることが出来たのは、ミクスとしての苦労があったからです。もしヒュマかアニマとして生まれてきていたら、こんなにも大切な絆きずなは手に入らなかったはずなんです。それは今の私を構成する大事な要素の一つで、それを手に入れられなかった私など、最も早はや私ではありません」

「んふ～、それにワタシ、ミクスであることに苦痛なんて感じてないしね」と猫ねこ衣いさんが口を挟んできた。「ネコミミすっごく気に入ってるしぃ、何よりワタシ、可愛かわいいし」

「拙者もそうでござるな」と今度は岩いわ鳥とり君が口を開く。「背が小さいことや長い眉毛にコンプレックスを感じてはいるが、別段自分がミクスだということを嘆いてはおらんし意識もしとらん」

「ここにいる皆が、戦友。こうして出会えたのは、我らがミクスだったからだ」と、猿さる斗と日び君までそんなことを言う。彼の背後にいた豪ごう沢さわ君も「…………」やはり何も喋しやべらないが、ぐっと親指を立てていた。

「みんな……」

　俺は言葉に詰まって、喉を鳴らした。

　何たって俺は、みんなから憎まれていると思っていた。こんな姿に生まれたのはお前のせいだ。俺らの苦労は全てお前が原因だ。そう言われると思っていた。

「でもさ、みんなすげえ苦労してんじゃん……レストラン追い出されたり、虐いじめられたり、一杯そういうのあったんじゃないのか？　居場所がなくて塔とう城じように来たんじゃないのか？」

「それも違いますよ」と星ほし野のさんは言う。「居場所というのは私たちの心の中に出来るものです。だから私たちは、ここにいるみんなの数だけ居場所があるんです」

　星野さんがそう言い、新あら井い君が頷うなずいた。

「僕は見ての通り堅物だからね、あまり好かれる性質じゃないんだ。だから友達なんてものは今まで数える程……いや、一人もいなかったと言うべきなんだ。だけど塔城に入学して、初めて心の底から友達だと言える存在を得ることが出来た。苦労人が集まるあの学校だったから、僕は友達を得ることが出来たんだ」

　そう言った新井君の肩に、柴しば山やま君と舞まい中なか君が手を置いた。驚おどろいた新井君は振り返り、二人のにやけ面を見ると照れくさそうに視線を逸そらした。

「分かったか、竜たつ巳み」

　武たけちんが俺の名を呼んだ。

　違和感を覚え、俺は顔を上げる。

　いつも獅し子し山やまと呼んでいたのに、今、確かに「竜巳」って──

「お前が生まれたから、こうしてみんなといられるんだ。確かにみんな苦労したさ。ミクスじゃねえけど、俺もそれなりに辛い思いをしてきた。でもそれでいいと思ってる。もしものことなんて考える必要がないくらいには満足して生きてるぜ」

　武ちんは傍そばに寄ってくると、俺の背中を力強く叩たたいた。

「学校も平和になったんだし、お前も気軽に生きろよ。もしお前が敵に立ち向かうってんなら」

　目の前に、突然小さな拳が差し出された。

　犬いぬ井いが、少し恥ずかしそうに、でも強気な微笑ほほえみを浮かべて、

「ぼくも一緒に戦うよ。何たってぼくたち、友達だからね」

　そう言った。

　目頭が、熱くなった。友達って、犬井……俺はお前のこと都合よく扱ってたんだぞ？　表面上は仲良くしといて、こっそり心に壁かべを作って、接してきたってのに……。

「てことだ。いつでも俺たちＨクラスがお前のことを助けてやる」

　俺は顔を上げ、みんなを見回した。

　どいつもこいつも清すが々すがしい顔をしていて、誰だれ一人俺に文句を言わない。

　まるで、この三十五名の中に、俺の居場所があるかのようだった。みんな、俺の正体を知っても逃げ出さなくて、ちゃんと向き合ってくれて、それがどうしたと言ってくれて──

「どんなお人よしだよ……馬鹿はみんなじゃないか……」

「はっ、そんだけ軽口叩たたけりゃ心配無用だな。さて、そんじゃ学校行くか」

　武たけちんが言うと、「えー、ここは遊びに行くとこだろう？」「でもまだ午後の授業残ってるんだし、学校戻ったほうがいくね？」「めんどー！」と笑い合いながら、連れ立って歩き始めた。

　まるで今の出来事を忘れてしまったかのように、彼らは自然体だった。

　きっと、こうして誰かを助けることは彼らにとって当たり前なのだろう。間違いを犯したやつを正して、そいつの背を叩いて「また助けてやる」と言うことは、彼らにとって熱血ドラマでも何でもなくて、至って普通なことなのだ。

「おら、何ぼけっとしてんだ、早く来い！　置いてくぞ！」

　遠くから声をかけられる。それでも俺は貼りつけられたようにその場から動けないでいた。

　だって、本当にあそこに俺も加わっていいのか、信じられないから。

「行きましょう、竜たつ巳みさん」

　俺を除いてただ一人残っていた星ほし野のさんが、俺の手を握った。

　柔らかくて、とても温かい手だ。

「……行っていいのかな、俺。あそこに俺の居場所はあるのかな」

　そう訊たずねると、星野さんは「当たり前じゃないですか」と言った。

　当たり前、なのか。みんな自分の居場所がどこにあるのか、知っているということだろうか。羨ましいな。俺には分からない。

　だって俺は化け物だから、ずっとずっといつも一人で──

「ああ、そうか、そういうことだったのか……星野さん、俺ほんとに馬鹿だった。とんでもない勘違いしてた……」

　なぜ、退学が決まったとき、あんなにも苦しかったのか。

　なぜ、俺は誰だれかを助けるのか。

　なぜ、『責務』を言い訳に自分を追い込むのか。

「ごめん、星ほし野のさん……自分のせいでみんなが苦しんでるから、その罪滅ぼしに人助けするんだって言ったけど、それはきっと嘘うそだ……」

　それに気づいた途端、瞼まぶたから涙が零こぼれ落ちた。

　女の子の前だというのに、俺はぼろぼろと涙を流してしまった。

「最初……最初は確かに平和な世界にしてやろうって思ってた……だけど、だけどさぁ……みんな俺の正体を知ったら、口を揃そろえて『化け物』って……最後はいっつも一人になっちゃって……俺の居場所なんてどこにもなくてさぁ……」

　みっともなく、俺の声は震ふるえていた。空いてる右手で、涙を拭うが一向に止やむ気配はなかった。

　俺の手を握る星野さんの手に力が入った。

「だから俺は、自分は化け物で、罪があるからみんなの手助けをしていて、一人ぼっちであることに理由を見つけて……そうして、自己満足っていう居場所を作って逃げ込んでたんだ……きっと、そういうことだったんだ……」

　そこからはもう喋しやべれなかった。涙が塩辛くて、感情が形となって口から吐き出されそうで、とてもじゃないけれど口を利ける状態じゃなかった。

　何て馬鹿なんだろうか……。

　自分のことなのに全く分かっていなかった。気づかせてくれようとした人がいたのに、それを全部無視して、みんなに迷惑をかけて……。

「きっとその気持ち、私にも分かると思います」

　気づくと星野さんも、俺と一緒に涙を流していた。

　俺と一緒に涙を流し、鼻を鳴らしていた。

「俺も……俺もみんなみたいに強くなれるかな」

　遠くで待つＨクラスを見て、俺は呟つぶやいた。肉体的にも精神的にも傷ついてきたというのに、彼らは真っ直すぐに生きてきた。俺の偽りの理想を、俺を必要とせずに成し遂げてしまった彼らは、俺の数億倍も強い心を持っているように感じられた。

　もし彼らのような心があれば、もしかしたらもっと早くに彼らと友達になれたんじゃないかと思う。

　だから俺は思った。彼らのように強くなりたいと。

　しかし、星野さんは手を離はなすと少しばかり走り、振り返ると俺にこう言った。

「きっと、強くなる必要はないんです。だって、困っていたら助けてくれる人たちがいるんですから」

　そうして星野さんは、涙で光る顔で鮮あざやかに笑って、俺に手を差し伸べた。

　この距きよ離りだと、とてもじゃないが手は届かない。きっと変身しても届かない。その手を握るには遠過ぎた。

　──どうしてだろう。このとき、まるで氷が解けるように、急に過去の記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　確かあれは、まだ自身の正体も知らず、まだ研究所暮らしをしていた頃だったはず。

　研究所から抜け出し、初めて町に出た日のことだ。

　迷子になってしまい、住宅街の中を何時間も彷徨さまよい続けると、ある光景に出くわした。

　一人のミクスが数人のヒュマに虐いじめられていたのだ。

　ミクスがどんな子だったか思い出せない。だけど、その子は酷ひどく傷ついていた。

　どうにかしたいと思って差し出した俺の手は怯おびえるその子に届くことはなかった。距きよ離りが遠過ぎて、届かなかったのだ。

　まるで状況が逆だけれど、目の前の光景にそっくりだ。

「ああ──」

　俺は、差し出されている星ほし野のさんの手を取りたいと思った。

　だから、駆け出した。差し出された手を取るために。

　アホみたいにぼろっぼろに泣きながら、俺は星野さんの手を取り、彼女とともに自分の居場所へと走っていった。










　エピローグ




　昼休みの時間に登校すると、同じ学校でもまた違う印象を受ける。

　校門を通ると、迷路は地下に収納され元通りになった校庭が目に入り、スポーツに勤いそしむ生徒たちが駆け回っていた。小こ葉は夢むはそんないつもの日常風景を眺め、小さく微笑ほほえんだ。

　立てこもり事件という悲惨なことがあったというのに、その爪痕は見受けられない。むしろ学校は以前よりも活気づいたように思える程だった。

　小葉夢が聞いた話では、事件後、学校を辞めた生徒はたった一人だけだったそうだ。それも事件の首しゆ謀ぼう者しやの息子だったという。再発を恐れてもっと多くの生徒が学校を去っていってもおかしくないというのに、小葉夢の貝殻型の耳はこの学校の賑にぎわいを聞き取っていた。

　昇降口を通って廊下を歩いていると、不意に慌しい音が聞こえてきた。そしてすぐに武たけ辺べを先頭にＨクラスの生徒が階段を駆け下りてきた。

「お、星ほし野のか。今日は遅かったな」

　小葉夢の姿に気づくと武辺は足を止めたが、他のメンバーはそのまま廊下の先や、校庭に駆けていった。

「急だったんですが引っ越しを済ませてきました。ここの近くのアパートなんで、今度遊びに来てください。それでどうしたんですか？　みんなで慌てて」

「それがな、竜たつ巳みのやつがまたやらかしやがったんだ」

　武辺はそう言って辺りをきょろきょろと見回した。

「四時間目なんだが、おかしなことにクラスの半分のやつの教科書が失なくなってたんだ。まさか、と思ったんだが、そのまさかでよ。竜巳のやつが隠してやがったんだ」

「それで竜巳さんを探している訳ですね」

　そういうこった、と頷うなずくと彼もどこかへ走っていってしまった。校内のあちこちにＨクラスが散らばって一人を探している光景を頭に思い浮かべると、何だか可お笑かしくなってしまった。それは、とても楽しそうな光景だった。

　私も混ぜて貰もらおう。そう思い、とりあえず荷物を置こうと小葉夢はＨクラスへ向かった。

　すると誰だれもいないはずの教室に、一人だけぽつんと椅子に座って机に向かっている。

「何してるんですか？」

「おひゃあ！」

　背後から呼びかけると、竜巳は飛び上がり奇声を上げ、机を倒して転んでしまった。

「ご、ごめんなさい。大丈夫ですか？」

「うぅ……俺はもうだめだ……誰かに頭撫なで撫でして貰わないと……」

「大丈夫そうですね」

　受け流さないでよ、と寂しそうに言うと竜たつ巳みは立ち上がり机を起こしていた。

「やあ星ほし野のさん。今日は引越しで学校に来れないんじゃなかったの？」

「荷物を運びきったのは良かったんですけど、片づけるのに滅入っちゃって来ちゃいました。竜巳さんは何をしていたんですか？」

「ああ、うん。報告書書いてた」

　竜巳は床に落ちていた紙を取り上げると、それを机に伏せて置いた。

「それでまたみんなをけしかけたんですね。ダメですよ、ありのまま書かないと」

「分かってるんだけどさ、これが最後になりそうだから」

「最後、ですか？」

　言葉の意味するところが分からず、小こ葉は夢むは不安にかられてしまう。もしかして竜巳はこの学校を去ってしまうのだろうか。または、この学校が無くなってしまうのだろうか。

「ああ、そう不安がることじゃないよ。実は調査委員会が無くなることになったんだ。賢けん三ぞうが起こした事件を受けて、各方面から袋叩だたきにあったみたいで」

「そうだったんですか。それじゃあ竜巳さんは──」

「うん」と竜巳は少し複雑そうに頷うなずいた。「ありがたいことに、正式に学校の生徒として登録して貰もらったから、これで俺も一生徒だよ」

　竜巳の横顔に、どこか不安の影かげが見受けられた。

　彼は、自分が特殊な存在で罪を背負っているから仕方がないのだと思い込むことで、孤独である寂しさをずっとごまかしてきたという。そして調査員という役職に納まることで、心に壁かべを作り、周囲からの攻こう撃げきを跳ね除のけてきた。しかしその壁が取り払われてしまい、心を守るものが何もない今、たくさんの人がいる学校という場所にいるのが怖いのだろう。

「心配しなくていいんですよ、竜巳さん。あなたは一人ではないんですからね」

　小葉夢が優しくそう言うと、竜巳は照れたように笑った。

「星野さんにそう言われると、安心するよ。星野さんはほんとにハートが強いなぁ」

「そうでしょうか。もしそうだとしたら、あなたのおかげなんですよ」

「え、俺のおかげ？」

　どうしてそうなるのか全く分からない、といった表情で竜巳は驚おどろいた。

　そんな間抜けな顔をした竜巳を見て、小葉夢は何だか嬉うれしくなった。竜巳と再会する以前、きっと立派な人に成長したのだろうなと彼のことを想像していた。だがその実、竜巳は小葉夢と同じように傷つき、悩んで生きてきた。手の届かない高みにいる人だと思っていたのに、実際は自分の横を歩いていたのだ。

　そんなに近くにいるのなら、手を取り合える。

　それはとても素敵なことだ。

「竜巳さん、ちょっと来て貰えますか？」

「え？　なになに？」

　小こ葉は夢むは竜たつ巳みの手を引いて、窓際に来ると校庭を見下ろした。

「種族など関係なく遊んで、みんな楽しそうです」

「そうだね」

「今日のラウンジ、混んでいましたよ」

「え、マジ？　そっかーそりゃ良かった。あそこはお昼するのに絶好の場所だったから、使わないなんて勿もつ体たいないと思ってたんだよ」

「それもこれも、竜巳さんのおかげじゃないですか。竜巳さんのおかげで沢山の人の気持ちが動いたんです」

　もちろん、私もその一人です、と小葉夢は心の中で呟つぶやいた。

　竜巳は「そうかな」と小さく呟き、寂しそうに笑った。「俺なんか関係ないよ。俺なんていなくても、きっとこの光景は元からあったものなんだ」

　ぼんやり校庭を眺める竜巳に陽ひの光が当たり、その髪を赤く透かして見せた。

　小葉夢は思う。そんなことはない。あなたのおかげで変われた人もいたのだと。

「竜巳さん。少し長くなりますが、聞いて欲しいことがあります」

　ずっとずっと、竜巳に言い忘れていたことがあった。

　勝手に自分だけ盛り上がってすっかり説明し忘れていた──自分が竜巳に助けられた日のことについてだ。

　いつ話そうか迷っていたが、今この瞬しゆん間かんにしようと小葉夢は決めた。

　今更話したところで何が変わることもないだろう。

　しかしそれでも、小葉夢は話そうと思った。

　それを話すことで、彼と親密になりたいのか、それとも単純に感謝の気持ちを述べたいのか、それすらも判然としない。

　しかし、これだけは言える。

　小葉夢にとって竜巳は特別な存在なのだ。

「聞いて欲しいことって？」

「えっと、それはですね──」

　遠くからＨクラスみんなの足音が聞こえてくる。

　彼らが来てしまう前に、と小葉夢は語り出した。




「幼い頃の話です。私はある日、ある男の子に出会いました。その子は涙を流しながらこう言ったんです。みんなが仲良く出来るセカイを、みんなが手を取り合えるセカイをつくってやるって。その男の子の髪は燃えるような色をしていて──そう、まるで太陽のようでした」







　　　あとがき




　胃痛でした。

　現担当編集の方たちに、「この作品を刊行に向けて一緒に改かい稿こうしませんか？」とお声をかけて頂いたときに感じたのは喜びではなく、それでした。

　何せ、初めてお電話を頂いたときは着信に気づかず、再度ご連絡するという留守電が入っていたのですが肝心の「いつ」の部分が聞き取れなくて、「本当にもう一度連絡してくれるのだろうか。忘れられたりしないだろうか……」と不安になって胃が締しめつけられるようだったのです。

　留守電通りご連絡くださって前述のお話をして頂いた後、緊きん張ちようから解放された反動で胃に鋭するどい痛みが走りました。

　喜びは、あとがきを書いているこの瞬しゆん間かんに噛かみ締めております。




　皆様はじめまして、奈な坂さか秋しゆう吾ごと申します。第十九回電でん撃げき小説大賞に作品を応募し、受賞には至りませんでしたが、この度デビューさせて頂くことになりました。

　バベルの塔の物語といえば、『天に近づこうとした人間が神の怒りを買い、建造中の塔の破は壊かいとともに言葉をばらばらにされた』というものが有名かと思います。

　しかし、どうやらその物語が書かれている旧約聖書には『バベルの塔の崩壊』に関する明確な記述はないらしいのです。言葉の混乱については書かれているようですが、それを知らず塔の崩壊と言葉の混乱をセットで考えていた私は、塔の破壊がなければ人々の言葉がばらばらになることもなかったのでは？　なんて想像したりしていました。

　一体何があってそんな飛躍をしたのか思い出せませんが、そのうちその想像は『動物たちも言葉を話せていた世界』なるものに変化し、「言葉が話せるなら恋もできたりするんじゃなかろうか。恋が出来たら子作りが行われたりして。人間と動物の間に生まれた子はやはり獣人ということになるだろうけど（現実ではありえません）……猫耳とかそういうのだろうか？」などと天を貫く勢いで想像（妄想）がぶっ飛んでいき、この作品の骨組みとなっていったのです。

　しかし、その骨組みに肉づけして一つの作品に仕上げようと書き始めたものの……挫折。無茶苦茶な世界観なので徹頭徹尾コメディで描けば面白いのではないかと書き始めたのですが、途中で筆が止まってしまいました。

　人生で初めて書き上げた作品は、ＤＶ男が家族にやり返されるというバイオレンスな内容で、そういうのを生き生きと書いていた人間がいきなり真逆とも言えるジャンルを書こうとしたところで無茶なことだったのかもしれません。出来る人には出来るのでしょうが、全編に渡って笑いだけの物語は自分の中からは生まれませんでした。

　それから一体自分はどんな物語が書きたいのかを考え、設定を見直しつつコメディあり、シリアスな一面もありの今の形に書き直していくのですが、百パーセントコメディで書かれているものを別方向へ進ませようとしたせいで迷走している感覚がずっとつき纏まとい、このまま書き続けて大丈夫だろうか？　という疑念に悩まされ続けました。

　途中で放り出すのだけはダメだ、という一心から血ち反へ吐どを吐く思いで何とか書き上げて賞に応募し、こうして報われる結果となり、やってきたことは無駄ではなかったのだと救われる思いです。

　それでも作品の方向性を見失ったままだったのは確かで、担当編集の清きよ瀬せ様と小お野の寺でら様が導いてくれなければ未いまだに「どうなのコレ？」と頭を抱えていたことでしょう。




　こんな若じやく輩はい者ものの私に御二方は紳士的に向き合ってくださり、進むべき方向を一緒に考えて頂き、おかげで今の『バベルスターズ』があります。感謝の念に堪えません。今後ともよろしくお願いします。

　そして、イラストのコバシコ様にも心より感謝申し上げます。初めてメインキャラのデザインを見せて頂いたとき、感極まって頭が真っ白になりました。そのとき何か作業を進めていたのですが、おかげでそれどころではなくなってしまいました。愚痴ではありません。それほど感激したと受け取ってください。

　また校こう閲えつ様、デザイナー様、印刷所の方々──本書に携わってくれた皆様、大変お世話になりました。ご尽力、本当にありがとうございました。友人のＴ田君、Ｋ柳君、Ｔ柴君、いつも励ましが支えになっています。ご飯行きましょうね。




　最後になりますが、この本を手に取ってくださった皆様へ最大の感謝を。

　少しでも楽しんで頂き、そして心に響ひびくものがあったら幸いです。




　また会えることを切に願って──

　それでは失礼いたします。





（十数回はあとがきを書き直した）奈な坂さか秋しゆう吾ご
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奈な坂さか秋しゅう吾ご

北の国、札幌在住。甘い物大好きスイーツ男子。しかし私生活はスイーツから程遠い。一日のケーキ摂取最多記録は十二個……だった気がする。山手線に乗って東京の名店を順繰りと回って食べて食べて食べまくり……またやりたい。
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イラスト／コバシコ

はじめまして。コバシコです。

東京に越してきて２年が経ちました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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